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岩　
　

野　
　

英　
　

夫

�　

は
じ
め
に

�　

試
訳
と
解
説

　
（
�
）　

地
名

　
　
（
１
）　

こ
と
わ
り

　
　
（
２
）　

地
図
Ⅰ―

―

宮
宰P

lacita
関
係
地
名

　
　
（
３
）　

地
図
Ⅱ―

―

散
逸P

lacita

関
係
地
名

　
　
（
４
） 　

地
図
Ⅲ―

―

ア
ウ
ス
ト
ラ
シ
ア
、ネ
ウ
ス
ト
リ
ア
、

ブ
ル
グ
ン
ト
な
ど

　
（
�
） 　

宮
宰
（m

aior dom
us: H

ausm
eier, m

ajordom
e

）

そ
し
てA

rnulfinger / P
ippiniden / K

arolinger

　
（
三
）　

残
存
数

　
（
四
）　

試
訳
と
解
説

　
（
�
）　

散
逸P

lacita

の
概
要

三　

国
王P

lacita

と
の
違
い

　
（
�
）　

書
式
の
違
い

　
（
�
）　

決
定
的
な
違
い

四　

裁
判
の
か
た
ち
と
流
れ

　
（
�
）　

裁
判
の
か
た
ち

　
（
�
）　

裁
判
の
流
れ

　
（
三
）　

裁
判
の
流
れ
とP

lacita

の
文
面

　
（
四
）　

そ
の
他

� 　

前
作
﹁
メ
ロ
ヴ
ィ
ン
グ
時
代
の
国
王P

lacita

に
み
る
裁

四
七
七
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�

メ
ロ
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宮
宰P

lacita

に
み
る
裁
判
の
か
た
ち

�　

は
じ
め
に

　

私
は
、
こ
れ
ま
で
、
メ
ロ
ヴ
ィ
ン
グ
時
代
のP

プ
ラ
キ
タ

lacita

を
材
料
に
し
た
論
文
を
�
編
公
表
し
た
。﹁
メ
ロ
ヴ
ィ
ン
グ
時
代
の
国
王P

lacita

に
つ
い
て
﹂
同
志
社
法
学
三
四
六
号
（
�
〇
�
�
年
）︹
以
下
、﹁P

lacita

に
つ
い
て
﹂
と
略
記
︺、﹁
メ
ロ
ヴ
ィ
ン
グ
時
代
の
国
王P

lacita

に
み
る
裁
判
の
か
た
ち
﹂
同
志
社
法
学
三
�
三
号
（
�
〇
�
�
年
）︹
以
下
、﹁
国
王P

lacita

に
み
る
裁
判
﹂
と
略
記
︺
で
あ
る
。

　

P

プ
ラ
キ
タ

lacita

は
、P

プ
ラ
キ
ト
ゥ
ム

lacitum

の
複
数
形
で
あ
る
。
本
稿
は
、P

プ
ラ
キ
タ

lacita

の
意
味
を
次
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
る
（
拙
稿
﹁P

lacita

に
つ
い
て
﹂

三
四
三
頁
参
照
）。

広
義
で
は
、
判
決
を
含
ん
で
い
る
ウ
ワ
ク
ン
デ
。
狭
義
で
は
﹁
国
王
裁
判
ウ
ワ
ク
ン
デ
﹂
で
、﹁
訴
訟
の
全
経
過
を
書
き
記
す
方
式
で
の
、

国
王
裁
判
所
の
判
決
︹
書
︺﹂（E

ugen H
aberkern / Joseph F

riedrich W
allach, H

ilfsw
örterbuch für H

istoriker, 2. B
d., 

F
rancke V

erlag, M
ünchen 1964, S. 482

）、﹁
国
王
裁
判
所
に
お
け
る
裁
判
が
終
了
し
た
後
に
判
決
を
書
面
に
し
た
も
の
で
あ
る
、
�

種
の
ウ
ワ
ク
ン
デ
がplacitum

と
呼
ば
れ
て
い
る
﹂（R

. C
. V

an C
aenegem

, K
urze Q

uellenkunde des W
esteuropäischen 

M
ittelalters, 1962, S. 56.

）。

判
の
か
た
ち
﹂
補
足

　
（
�
） 　
﹁P

falzgrafenzeugnis

（
宮
中
伯
の
証
言
）﹂
の
こ

と

　
（
�
）　

宮
宰
は
実
際
に
出
廷
し
て
い
た
の
か

六　

P
lacita

の
用
語
法
に
つ
い
て

七　

G
erichtsurkunde

を
ど
う
訳
す
か

八　

お
わ
り
に

四
七
八
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六
四
巻
三
号�

三

　

し
た
が
っ
て
、
�
編
の
論
文
で
対
象
に
し
た
の
は
狭
義
のP

プ
ラ
キ
タ

lacita

で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
本
稿
に
お
け
る
対
象
は
広
義
のP

プ
ラ
キ
タ

lacita
の
�
つ
で
、
宮
宰
を
裁
判
長
と
す
る
裁
判
に
関
係
し
たP

プ
ラ
キ
タ

lacita

で
あ
る
。
例
え
ば
、D

ie U
rkunden der A

rnulfinger, hrsg. von 

Ingrid H
eidrich, 2001

は
、
宮
宰
裁
判
所
の
﹁
判
決
︹
書
︺﹂
をP

lacita

と
呼
ん
で
い
る
（S. 39ff.

）。A
ndrea Stieldorf, Z

um
 

“V
ersch

w
in

d
en

” d
er h

errsch
erlich

en
 P

lacita am
 B

egin
n

 d
es 9. Jah

rh
u

n
d

erts, in
 : A

rch
iv fü

r D
ip

lo
m

atik
, 

Schriftgeschichte, Siegel― und W
appenkunde, B

d.53, 2007, S. 1―26

も
、﹁
メ
ロ
ヴ
ィ
ン
グ
時
代
お
よ
び
カ
ロ
リ
ン
グ
時
代
の

P
lacita

�
覧
表
﹂（“Ta

belle 1: P
la

cita
 d

er m
erow

in
gisch

en
 K

ön
ige, d

er ka
rolin

gisch
en

 H
a

u
sm

eier u
n

d
 H

errsch
er”

）

の
中
に
、
国
王
の
﹁
判
決
︹
書
︺﹂
と
並
ん
で
宮
宰
の
そ
れ
も
入
れ
て
い
る
（S. 23

）。

　

本
稿
の
目
的
は
、﹁
国
王P

プ
ラ
キ
タ

lacita
﹂
と
の
違
い
に
留
意
し
な
が
ら
、﹁
宮
宰P

プ
ラ
キ
タ

lacita

﹂
の
特
徴
や
そ
こ
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
裁
判
の
か

た
ち
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
先
の
文
献
に
加
え
、
次
の
文
献
も
略
記
で
引
用
す
る
。

　

①C
lavis M

ediaevalis: C
lavis M

ediaevalis, hrsg. von O
tto M

eyer, W
iesbaden 1966.

　

② H
eid

rich
-T

itu
latu

r: T
itu

latu
r u

n
d

 U
rku

n
d

en
 d

er arn
u

lfin
gisch

en
 H

au
sm

eier, in
 : A

rch
iv fü

r D
ip

lom
atik, 

Schriftgeschichte, Siegel― und W
appenkunde, B

d.11 / 12, 1965 / 66.

　

③ H
eidrich-U

rkunden: D
ie U

rkunden der A
rnulfinger, hrsg. von Ingrid H

eidrich, B
ielefeld 2001. 

本
文
や
注
でH

eidrich

と
だ
け
書
い
て
あ
る
も
の
も
本
文
献
の
こ
と
で
あ
る
。

　

④ H
ilfsw

örterbuch für H
istoriker: E

ugen H
aberkern / Joseph F

riedrich W
allach, H

ilfsw
örterbuch für H

istoriker, 1., 

2. B
d., M

ünchen 1964.

　

⑤ H
ü

bn
er: R

u
d

olf H
ü

bn
er, G

erich
tsu

rku
n

d
en

 d
er frän

kisch
en

 Z
eit, N

eu
d

ru
ck d

er A
u

sgabe W
eim

ar 1891－
93, 

四
七
九
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A
alen 1971.

　

⑥ K
ölzer 1., K

ölzer 2: M
onum

enta G
erm

aniae H
istorica. D

iplom
ata R

egum
 F

rancorum
 e stirpe M

erovingica

（D
ie 

U
rkunden der M

erow
inger

）, E
rster Teil, Z

w
eiter Teil, N

ach V
orarbeiten von C

arlrichard B
rühl, hrsg. von T

heo 

K
ölzer unter M

itw
irkung von M

artina H
artm

ann und A
ndrea Stieldorf, H

annover 2001

︹E
rster Teil

をK
ölzer 1

と

Z
w

eiter Teil
をK

ölzer 2

と
略
記
︺。

　

⑦L
exikon: dtv L

exikon des M
ittelalters, B

d. I―
IX

, M
ünchen 2003.

　

⑧N
ierm

eyer: J. F. N
ierm

eyer &
 C

. V
an de K

ieft, M
ediae L

atinitatis L
exicon M

inus, L
eiden, N

ederlande 2002.

　

⑨ P
ertz: M

onum
enta G

erm
aniae H

istorica. D
iplom

ata regum
 F

rancorum
 e stirpe M

erow
ingica, hrsg. von K

. A
. F. 

P
ertz, H

annover 1872.

　

⑩
﹃
西
洋
史
辞
典
﹄
：
京
大
西
洋
史
辞
典
編
纂
会
編
﹃
新
編
西
洋
史
辞
典
﹄（
東
京
創
元
社
、
昭
和
�
八
年
）。

　

⑪
ミ
ッ
タ
イ
ス
：
ミ
ッ
タ
イ
ス
＝
リ
ー
ベ
リ
ッ
ヒ
著
、
世
良
晃
志
郎
訳
﹃
ド
イ
ツ
法
制
史
概
説　

改
訂
版
﹄（
創
文
社
、
�
九
七
�
年
）。

　

本
文
や
注
の
︹　

︺
と
そ
こ
に
書
か
れ
て
い
る
記
述
・
説
明
な
ど
は
、
断
り
の
な
い
限
り
、
私
の
手
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
マ
マ

と
い
う
ル
ビ
を
付
け
て
い
る
が
、
そ
の
意
味
は
原
文
の
マ
マ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

本
稿
は
、
か
つ
て
取
得
し
た
科
学
研
究
費
平
成
�
四
年
度―

平
成
�
六
年
度＜

�
四
�
�
〇
〇
�
�＞

に
よ
る
研
究
成
果
の
�
部
で
あ

る
。

四
八
〇
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�　

試
訳
と
解
説

（
�
）　

地
名

（
１
）　

こ
と
わ
り

　

本
稿
末
に
、
地
図
Ⅰ
～
Ⅲ
を
掲
載
し
て
い
る
。
地
図
Ⅰ
に
は
、
写
本
や
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
伝
承
さ
れ
て
い
る
宮
宰P

プ
ラ
キ
タ

lacita

の
試
訳
や
解
説

に
出
て
く
る
地
名
を
番
号
に
し
て
載
せ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
開
廷
地
、P

プ
ラ
キ
タ

lacita

作
成
地
、
係
争
対
象
所
在
地
な
ど
で
あ
る
。
た
だ
し
、

P

プ
ラ
キ
タ

lacita

の
中
に
出
て
く
る
地
名
で
、
現
在
の
そ
れ
と
同
定
で
き
な
い
も
の
は
載
せ
て
い
な
い
。

　

地
図
Ⅱ
に
は
、
そ
の
存
在
が
あ
れ
こ
れ
の
史
料
等
の
伝
え
る
情
報
で
し
か
確
認
で
き
な
い
宮
宰P

プ
ラ
キ
タ

lacita

に
出
て
く
る
地
名
を
番
号
に
し

て
載
せ
て
い
る
。
地
名
に
付
け
た
番
号
は
、
地
図
Ⅰ
の
そ
れ
と
差
別
化
す
る
た
め
に
四
〇
番
台
に
し
た
。
ま
た
、
技
術
的
に
地
図
Ⅰ
に
入
れ

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
たT

テ
ル
ト
リ
ー

ertry

に
は
番
号
50
を
付
け
て
載
せ
て
い
る
。

　

地
図
Ⅲ
は
、
カ
ー
ル
大
帝
（
在
位
七
六
八
～
八
�
四
年
）
の
時
代
の
も
の
で
あ
り
、
本
稿
が
対
象
に
し
て
い
る
時
代
に
は
重
な
ら
な
い
の

で
あ
る
が
、
地
図
Ⅰ
と
Ⅱ
に
収
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
地
名
、
地
域
名
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
借
用
し
、
掲
載
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
地
図
Ⅲ
は
本
稿
が
対
象
に
し
て
い
る
時
代
に
は
重
な
ら
な
い
。
ま
た
、
地
図
Ⅰ
と
Ⅱ
に
つ
い
て
も
、
地
名
の
位
置
は
だ
い

た
い
こ
の
辺
り
で
は
な
い
か
、
と
い
う
程
度
の
大
雑
把
な
も
の
で
し
か
な
い
。
位
置
確
認
に
際
し
て
、
思
わ
ぬ
誤
解
を
し
て
い
る
か
も
し
れ

な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
地
図
を
作
成
あ
る
い
は
借
用
し
た
の
は
、
地
理
的
イ
メ
ー
ジ
を
少
し
で
も
読
み
手
に
伝
え
た
い
、

と
い
う
思
い
か
ら
で
あ
る
。

四
八
�
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（
２
）　

地
図
Ⅰ―

―

宮
宰P

lacita

関
係
地
名

　

1. A
ア
ミ
ア
ン

m
iens, 2. A

ttiniaco villa

︹A

ア
テ
ィ
ニ
ー

ttigny

︺, 3. C

コ
ン
ピ
エ
ー
ニ
ュ

om
piègne, 4. D

una villa

︹D

デ
ュ
ー
レ
ン

üren

︺, 5. G

ゴ
ザ
ン

ozin-s

ス

ゥ

ours-B

ボ

ー

レ

ン

eauraing, 6. H

エ

ノ

ー

ainaut, 

7. L
ethernau

︹L

リ
エ
ル
ヌ
ー

ierneux

︺, 8. M
alm

undario

︹M

マ
ル
メ
デ
ィ

alm
edy

︺, 9. M
arigilo

︹M

マ

ロ

イ

ユ

aroilles

︺, 10. M
arolio

︹M

マ
レ
イ
ユ

areil-M

マ
ル
リ

arly

︺, 11. M

メ

ス

etz, 

12. P

ポ
ン
ド
ロ
ー
ム

on
d

rôm
e, 13. S

ス

ダ

ン

ed
an

, 14 S

セ
ッ
ト

ep
t-M

ム

ル

eu
les, 15. S

ソ

ワ

ソ

ン

oisson
s, 16. S

olem
iu

m

︹S

ソ

レ

ム

olesm
es

︺, 17. S
tabu

lau
s

︹S

ス

タ

ヴ

ロ

tavelot

︺, 18. 

T

ト
ゥ
ー
ヴ
ェ
ン

euven, 19. V
ernum

︹V

ベ
ー
ル

aires-s

シ
ュ
ル

u
r-M

マ

ル

ヌ

arne

︺, 20. V
ertino

︹V

ヴ
ェ
ル
テ
ン

ertain?

︺, 21. U
uassoniaco

︹W

ヴ
ァ
シ
ニ
ー

assigny

︺.

　

以
上
の
地
域
の
う
ち
現
在
の
ベ
ル
ギ
ー
に
所
在
し
て
い
る
の
は
、
以
下
の
七
地
域
で
あ
る
。
５
、
６
、
７
、
８
、
12
、
17
、
18
。
ド
イ
ツ

に
所
在
し
て
い
る
の
は
４
。
残
り
は
フ
ラ
ン
ス
に
所
在
し
て
い
る
。
本
文
や
注
で
地
名
を
出
す
と
き
、
そ
れ
が
フ
ラ
ン
ス
に
所
在
し
て
い
る

場
合
に
は
そ
の
こ
と
を
特
に
断
る
こ
と
は
し
な
い
。

（
３
）　

地
図
Ⅱ―

―

散
逸P

lacita

関
係
地
名

　

40. C
adolacio

︹C

シ
ャ
ア
リ

haalis

︺, 41. K

ケ
ル
ン

öln, 42. M
マ
ル
セ
イ
ユ

arseille, 43. S

サ
ン
ス

ens, 44. T

ト
リ
ー
ア

rier, 50. T

テ
ル
ト
リ
ー

ertry. 

以
上
の
う
ち
、
41
と
44
は
現
在
の
ド
イ
ツ
に

所
在
し
て
い
る
。
残
り
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
所
在
し
て
い
る
。
後
者
に
つ
い
て
は
、
本
文
や
注
で
地
名
を
出
す
と
き
、
フ
ラ
ン
ス
に
所
在
し
て

い
る
こ
と
を
特
に
断
る
こ
と
は
し
な
い
。

（
４
）　

地
図
Ⅲ―

―

ア
ウ
ス
ト
ラ
シ
ア
、
ネ
ウ
ス
ト
リ
ア
、
ブ
ル
グ
ン
ト
な
ど

　

こ
の
地
図
の
出
典
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世
史
研
究
会
編
﹃
西
洋
中
世
史
料
集
﹄
四
〇
�
頁
（
東
京
大
学
出
版
会
、
�
〇
〇
〇
年
）
で
あ
る
。

四
八
�
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七

（
�
）　

宮
宰
（m

aior dom
us: H

ausm
eier, m

ajordom
e

）
そ
し
てA

rnulfinger / P
ippiniden / K

arolinger
　

以
下
は
、
宮
宰
に
つ
い
て
の
ミ
ッ
タ
イ
ス
の
説
明
で
あ
る
。﹁
宮
宰
は
、
も
と
も
と
は
宮
内
行
政
の
長
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、

メ
ー
ロ
ヴ
ィ
ン
ガ
朝
時
代
後
期
に
な
る
と
︹
帝
国
︺
統
治
の
首
長
に
な
っ
た
。
こ
の
時
代
に
な
る
と
、
帝
国
の
各
部
分
に
、
そ
れ
ぞ
れ
�
つ

の
宮
宰
職
が
生
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
官
職
は
最
初
ま
ず
罷
免
不
可
能
な
も
の
と
な
り
、
ア
ウ
ス
ト
ラ
ー
ジ
エ
ン
で
は
カ
ー
ロ
リ
ン
ガ
家
の
宮

宰
時
代
に
世
襲
化
す
る
ま
で
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
六
八
七
年
以
後
は
、
フ
ラ
ン
ク
帝
国
全
体
に
つ
い
て
�
つ
の
統
�
的
な
宮
宰
職
が
成
立

し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
帝
国
統
治
権
は
ア
ウ
ス
ト
ラ
ー
ジ
エ
ン
の
太
公
職
と
不
可
分
に
結
合
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

メ
ー
ロ
ヴ
ィ
ン
ガ
朝
の
下
で
瓦
解
し
た
帝
国
は
、
か
く
し
て
、
カ
ー
ロ
リ
ン
ガ
家
出
身
の
宮
宰
に
よ
っ
て
再
び
統
�
さ
れ
た
﹂（
�
〇
九
頁
）。

　
﹁
帝
国
の
各
部
分
﹂
と
は
特
に
ア
ウ
ス
ト
ラ
シ
ア
︹A

ustrasia

＝
ア
ウ
ス
ト
ラ
ー
ジ
エ
ン
（A

ustrasien

）
＝A

ustrien

︺、
ネ
ウ
ス
ト

リ
ア
︹N

eustria

＝
ネ
ウ
ス
ト
リ
エ
ン
（N

eustrien

）︺、
ブ
ル
グ
ン
ト
︹B

urgund

︺
の
こ
と
で
あ
る
︹
地
図
Ⅲ
︺。

　

引
用
文
中
の
﹁
六
八
七
年
﹂
と
は
、（
中
）P
ピ

ピ

ン

ippin

（
中
ピ
ピ
ン
︿P

ippin der M
ittlere

﹀。
図
１
参
照
）
が
ネ
ウ
ス
ト
リ
ア
の
宮
宰
を

T

テ
ル
ト
リ
ー

ertry

︹
地
図
Ⅱ―

50
︺
の
戦
い
で
決
定
的
に
打
ち
負
か
し
た
年
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
あ
と
、
王
国
全
土
に
お
け
る
主
導
権
を
主
張
し
そ

し
て
ブ
ル
グ
ン
ト
で
抵
抗
を
受
け
な
が
ら
も
し
か
し
そ
の
ブ
ル
グ
ン
ト
を
含
む
全
王
国
の
宮
宰
の
地
位
を
獲
得
し
て
い
く
画
期
と
な
っ
た
年

の
こ
と
で
あ
る）

1
（

。T

テ
ル
ト
リ
ー

ertry

は
、
パ
リ
か
ら
東
北
東
へ
�
六
〇
㎞
ほ
ど
の
所
に
あ
る
。

　
（
中
）P ピ

ピ

ン

ippin

が
ア
ウ
ス
ト
ラ
シ
ア
の
宮
宰
の
地
位
に
就
い
た
の
は
六
四
〇
／
六
�
〇
年
頃
で
、七
�
四
年
ま
で
在
位
し
て
い
る（L

exikon, 

B
d. V

I, S. 2167

）

　
（
中
）P

ピ

ピ

ン

ippin

の
祖
父
の
�
人
はM

メ

ス

etz

︹
地
図
Ⅰ―

11
︺
の
司
教A
ア
ル
ヌ
ル
フ

rnulf

で
、
も
う
�
人
の
祖
父
はP

ピ

ピ

ン

ippin

（
大
ピ
ピ
ン
︿P

ippin 

der Ä
ltere

﹀。
？
～
六
三
九
／
六
四
〇
年
の
間
宮
宰
と
し
て
在
位
）
で
あ
る
。

　
（
中
）P

ピ

ピ

ン

ippin

の
子
供
の
�
人
がK

カ
ー
ル

arl M

マ
ル
テ
ル

artell

で
あ
る
。
以
下
は
、﹃
西
洋
史
辞
典
﹄
の
説
明
で
あ
る
。

四
八
三
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メ
ロ
ヴ
ィ
ン
グ
時
代
の
宮
宰P

lacita

に
み
る
裁
判
の
か
た
ち

　
﹁
カ
ー
ル
・
マ
ル
テ
ル
（K

arl M
artell　

六
八
八
頃
～
七
四
�
）
フ
ラ
ン
ク
王
国
の
宮
宰
（
七
�
四
～
七
四
�
）。
ピ
ピ
ン
（
中
）
の
子
。

父
の
十
分
に
果
し
え
な
か
っ
た
ザ
ク
セ
ン
︹Sachsen

︺、
ア
ラ
マ
ン
︹A

lam
annen

︺、
バ
イ
エ
ル
ン
︹B

ayern

︺
諸
族
の
討
伐
を
続
行
。

七
三
�
年
に
は
ト
ゥ
ー
ル
︹Tours

︺・
ポ
ワ
チ
エ
︹P

oitiers

︺
間
の
戦
に
よ
っ
て
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
侵
入
を
阻
止
し
、

翌
七
三
三
年
以
降
ブ
ル
グ
ン
ト
︹B

urgund

︺、
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
︹P

rovence

︺、
セ
プ
チ
マ
ニ
ア
︹Septim

anien

︺
に
遠
征
し
て
、
イ

ス
ラ
ム
教
徒
と
結
ん
で
反
抗
し
た
�
部
の
南
仏
地
方
権
力
を
�
掃
。
七
三
七
年
以
後
は
メ
ロ
ヴ
ィ
ン
グ
王
位
空
位
の
ま
ま
全
王
国
に
号

令
、
カ
ロ
リ
ン
グ
家
の
実
権
を
確
立
し
て
、
そ
の
子
ピ
ピ
ン
（
小
）
の
正
式
に
王
位
に
の
ぼ
る
素
地
を
つ
く
る
。︹
以
下
略
︺﹂︹
�
八
三

―

�
八
四
頁
。
地
図
Ⅲ
。
ア
ラ
マ
ン
は
ア
レ
マ
ニ
ア
を
、
ポ
ワ
チ
ェ
は
ポ
ワ
テ
ィ
エ
を
、
セ
プ
チ
マ
ニ
ア
は
セ
プ
テ
ィ
マ
ニ
ア
を
参
照
︺。

　

以
下
は
、（
小
）P

ピ

ピ

ン

ippin

（
小
ピ
ピ
ン
：P
ippin der Jüngere. 

宮
宰
と
し
て
七
四
�
～
七
�
�
年
）
に
つ
い
て
の
﹃
西
洋
史
辞
典
﹄
の

説
明
で
あ
る
。

　
﹁
フ
ラ
ン
ク
国
王
（
七
�
�―

七
六
八
）。
カ
ロ
リ
ン
グ
王
家
初
代
の
王
。
七
四
�
年
父
カ
ー
ル
・
マ
ル
テ
ル
の
死
後
ネ
ウ
ス
ト
リ
ア

の
宮
宰
と
な
り
、
七
四
三
年
に
は
七
三
七
年
以
来
空
位
の
王
座
に
ヒ
ル
デ
リ
ヒ
三
世
を
つ
け
、
七
四
七
年
兄
カ
ー
ル
マ
ン
が
修
道
僧
に
な

る
と
ア
ウ
ス
ト
ラ
シ
ア
の
宮
宰
を
兼
ね
、全
フ
ラ
ン
ク
王
国
の
実
力
者
と
な
り
、前
代
以
来
の
教
会
領
没
収
を
め
ぐ
る
紛
争
を
解
決
し
て
、

教
会
の
十
分
の
�
税
徴
収
権
を
広
範
に
承
認
。
七
�
�
年
ロ
ー
マ
教
皇
ザ
カ
リ
ア
ス
の
黙
認
を
得
て
王
を
廃
位
、ソ
ワ
ソ
ン︹Soissons

：

地
図
Ⅰ―

15
︺
の
諸
侯
会
議
に
よ
っ
て
正
式
に
王
に
推
戴
さ
れ
、
ゲ
ル
マ
ン
古
式
の
楯
に
乗
る
儀
式
の
ほ
か
に
、
教
会
側
の
塗
油
の
儀

式
を
も
あ
わ
せ
て
行
っ
て
即
位
。
七
�
四
年
つ
ぎ
の
教
皇
ス
テ
フ
ァ
ヌ
ス
�
世
が
ラ
ン
ゴ
バ
ル
ト
国
王
に
圧
迫
さ
れ
て
救
援
を
求
め
る

や
、
七
�
四
年
お
よ
び
七
�
六
年
の
再
度
に
わ
た
っ
て
イ
タ
リ
ア
に
遠
征
。
ラ
ヴ
ェ
ン
ナ
総
督
領
お
よ
び
ア
ド
リ
ア
海
沿
岸
の
ペ
ン
タ
ポ

四
八
四
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六
四
巻
三
号�

九

リ
ス
地
方
を
教
皇
に
寄
進
、
寄
進
状
を
聖
ペ
テ
ロ
の
墓
に
捧
げ
、
世
俗
国
家
と
し
て
の
教
皇
領
を
国
際
社
会
に
お
け
る
公
認
さ
れ
た
存
在

と
す
る
﹂（
六
�
〇―

六
�
�
頁
）。

　

こ
れ
ま
で
の
引
用
文
中
で
使
わ
れ
て
い
る
﹁
カ
ー
ロ
リ
ン
ガ
家
﹂﹁
カ
ロ
リ
ン
グ
家
﹂、
ド
イ
ツ
語
で
い
うK

カ
ロ
リ
ン
ガ
ー

arolinger

︹
カ
ロ
リ
ン
グ
家

の
人
、
カ
ロ
リ
ン
グ
家
の
人
た
ち
と
も
訳
せ
る
︺
は
、K

カ
ー
ル

arl M

マ
ル
テ
ル

artell

の
名
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
（L

exikon, B
d. V, S. 

1008

））
2
（

。

　

そ
し
て
、K

カ
ロ
リ
ン
ガ
ー

arolinger
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
以
前
の
、K

カ
ー
ル

arl M

マ
ル
テ
ル

artell

ま
で
の
人
た
ち
、
す
な
わ
ちK

カ
ロ
リ
ン
ガ
ー

arolinger

の
祖
先
た
ち
は
、

講
学
上
、A

ア
ル
ヌ
ル
フ
ィ
ン
ガ
ー

rnulfinger

、P

ピ
ピ
ニ
ー
デ
ン

ippiniden

と
呼
ば
れ
て
い
る
。K

カ
ロ
リ
ン
ガ
ー

arolinger

に
つ
な
が
る
人
た
ち
を
確
認
で
き
る
ぎ
り
ぎ
り
の
と
こ
ろ
ま
で

溯
っ
た
と
こ
ろ
に
い
る
の
が
、
司
教A
ア
ル
ヌ
ル
フ

rnulf

と
そ
し
て
（
大
）P

ピ

ピ

ン

ippin

だ
か
ら
で
あ
る
（L

exikon, B
d. V, S. 1008

）。

（
三
）　

残
存
数

　

H
eidrich

に
よ
れ
ば
、A

ア
ル
ヌ
ル
フ
ィ
ン
ガ
ー

rnulfinger / P

ピ
ピ
ニ
ー
デ
ン

ippiniden
︹
こ
こ
で
は
、K

カ
ー
ル
マ
ン

arlm
ann

や
フ
ラ
ン
ク
国
王
に
な
る
以
前
の
（
小
）P

ピ

ピ

ン

ippin

も
含

ま
れ
る）

3
（

︺
の
ウ
ワ
ク
ン
デ
は
三
四
通
伝
承
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
�
�
通
は
偽
ウ
ワ
ク
ン
デ
で
あ
っ
た
り
、
ひ
ど
く
改
ざ
ん
さ
れ
た
り
し

て
い
る
（S. 121－
146, N

r. 25－
35

）。
ウ
ワ
ク
ン
デ
以
外
に
は
�
通
の
手
紙
が
伝
承
さ
れ
て
い
る
（S. 118, N

r. 24

）。

　

散
逸
し
て
し
ま
っ
た
が
他
の
記
録
か
ら
そ
の
存
在
が
確
認
で
き
る
ウ
ワ
ク
ン
デ
（D

eperdita. 

以
下
、
散
逸
ウ
ワ
ク
ン
デ
）
は
�
六
通
で

あ
る
（H
eidrich, S. 147―169, N

r. 36―91

）。

　

以
上
計
九
�
通
の
文
書
に
は
、
個
人
的
な
寄
進
な
ど
に
係
る
私
文
書
も
含
ま
れ
て
い
る
。

　

A

ア
ル
ヌ
ル
フ
ィ
ン
ガ
ー

rnulfinger

以
外
の
貴
族
た
ち
に
関
係
し
た
文
書
と
比
較
し
た
場
合
の
違
い
は
、A
ア
ル
ヌ
ル
フ
ィ
ン
ガ
ー

rnulfinger

に
係
る
文
書
の
数
の
多
さ
と
分
布
の
広

四
八
�
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メ
ロ
ヴ
ィ
ン
グ
時
代
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宮
宰P

lacita

に
み
る
裁
判
の
か
た
ち

さ
で
、
こ
の
こ
と
か
ら
も
、A

ア
ル
ヌ
ル
フ
ィ
ン
ガ
ー

rnulfinger

が
実
質
的
に
国
王
と
い
え
る
地
位
に
あ
っ
た
こ
と
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う

（H
eidrich, S. 9

）。

　

オ
リ
ジ
ナ
ル
で
伝
承
さ
れ
て
い
る
の
は
、（
小
）P

ピ

ピ

ン

ippin

に
係
る
�
通
の
ウ
ワ
ク
ン
デ
だ
け
と
の
こ
と
で
あ
る
（H

eidrich, S. 13. N
r. 

22, 23

）。
�
通
と
も
、
聖D

ド
ゥ
ニ

enis

聖
堂
に
交
付
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

ウ
ワ
ク
ン
デ
の
ほ
と
ん
ど
は
財
産
贈
与
に
関
係
し
て
い
る
。
贈
与
財
産
が
私
有
の
も
の
か
国
庫
の
も
の
か
を
区
別
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど

不
可
能
で
あ
る
、
と
い
う
（H

eidrich, S. 22

）。

　

財
産
贈
与
関
係
ウ
ワ
ク
ン
デ
に
次
い
で
多
い
の
はP

プ
ラ
キ
タ

lacita

で
、
散
逸
ウ
ワ
ク
ン
デ
︹
以
下
、
散
逸P

lacita. N
r. 59, 60, 66, 69

︺
を
含

め
九
通
のP

プ
ラ
キ
ト
ゥ
ム

lacitum

が
確
認
さ
れ
て
い
る
。（
中
）P

ピ

ピ

ン

ippin

の
息
子G

グ
リ
モ
ア
ル
ド

rim
oald I �

世

I. 

に
係
るP

プ
ラ
キ
ト
ゥ
ム

lacitum

が
�
通
（N

r. 59, 60

）、K

カ
ー
ル

arl 

M

マ
ル
テ
ル

artell

に
係
る
そ
れ
は
三
通
（N

r. 10, 66, 69

）、K

カ
ー
ル
マ
ン

arlm
ann

に
係
る
そ
れ
は
�
通
（N

r. 16

）、（
小
）P

ピ

ピ

ン

ippin

に
係
る
そ
れ
は
三
通
（N

r. 

18, 21, 22

）
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
宮
宰
の
職
責
に
基
づ
い
て
作
成
、
交
付
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。（H

eidrich, S. 23

）。

　

以
下
、
特
にH

eidrich-U
rkunden

とH
eidrich-T

itulatur

を
参
考
に
し
て
、
関
係
ウ
ワ
ク
ン
デ
の
邦
訳
と
解
説
を
試
み
た
い
。
試
訳

す
る
各P

プ
ラ
キ
ト
ゥ
ム

lacitum

の
番
号
（
Nr.
）
は
、Heidrich-U

rkunden

の
そ
れ
で
あ
る
。
そ
の
番
号
の
あ
と
の
︹　

︺
はH

übner

の
目
録
番
号
、

そ
の
あ
と
の
（　

）
内
は
当
該P

プ
ラ
キ
ト
ゥ
ム

lacitum

がK
opie

（
写
し
）
な
の
かO

riginal

（
オ
リ
ジ
ナ
ル
）
な
の
か
の
別
、
当
該P

プ
ラ
キ
ト
ゥ
ム

lacitum

の
交

付
年
月
日
、
わ
か
る
も
の
に
つ
い
て
は
作
成
地
をH

eidrich-U
rkunden

に
従
い
示
し
て
い
る
。

（
四
）　

試
訳
と
解
説

（
１
）　N

r. 10

〔58

〕（K
opie, 720 D

ezem
ber, G

lam
au villa

）

要
旨
：
尊
き
人
で
あ
る
宮
宰K

カ
ー
ル

arl

（M

マ
ル
テ
ル

artell

）
は
、
あ
る
裁
判
に
お
い
て
、Tofino
とSilvestri

の
�
か
所
のv

ヴ
ィ
ラ

illa

に
つ
き
、
そ
れ
ら
の

四
八
六
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v
ヴ
ィ
ラ

illa

は
自
分
︹
＝
原
告
代
理
人W

olfrannus

︺
の
妻R

ichilde

︹
＝
原
告
︺
の
先
祖R

otgisus

が
か
つ
てS

ス
タ
ヴ
ロ

tavelot / M

マ
ル
メ
デ
ィ

alm
edy

修
道
院

か
ら
ベ
ネ
フ
ィ
キ
ウ
ム
︹
＝
貸
与
地
︺
と
し
て
与
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
、
妻R

ichilde

︹
＝
原
告
︺
を
代
理
し
て
のW

olfrannus

︹
＝
原
告
代
理
人
︺
の
主
張
を
退
け
、
そ
れ
ら
のv

ヴ
ィ
ラ

illa

は
我
わ
れ
の
財
産
で
あ
る
と
のS

ス
タ
ヴ
ロ

tavelot / M

マ
ル
メ
デ
ィ

alm
edy

修
道
院
の
主
張
を
認
め
た
。

司
教
︹
で
あ
り
同
修
道
院
の
大
修
道
院
長
で
あ
る
︺R

abangarius

︹
＝
被
告
︺
は
、
多
く
の
証
人
た
ち
やP

ippin

（
中
ピ
ピ
ン
？
）
が
確

認
し
た
、︹
同
修
道
院
の
︺
大
修
道
院
長B

obolenus

の
時
代
の
プ
レ
カ
リ
ア　
ウ
ワ
ク
ン
デ
（carta precaria

）
に
よ
っ
て
、Rotgisus

︹
＝

原
告
の
先
祖
︺
は
彼
�
代
限
り
と
い
う
こ
と
で
そ
れ
ら
のv

ヴ
ィ
ラ

illa

に
対
す
る
用
益
権
を
有
し
て
い
た
こ
と
の
証
明
が
で
き
た
。

 
G

lam
au villa

︹G
lains südlich von Stavelot

か
？
︺
七
�
〇
年
�
�
月　

試
訳

　

尊
き
人
で
あ
る
宮
宰K

カ
ー
ル

arl

が
、
多
く
の
人
び
と
と
共
に
、G

lam
au v

ヴ
ィ
ラ

illa

に
、
あ
ら
ゆ
る
訴
え
を
聞
き
そ
し
て
公
正
に
審
理
を
す
る
こ

と
に
よ
り
︹
そ
の
訴
え
に
︺
決
定
を
下
す
べ
く
（ad universorum

 causas audiendas vel recta iudicia term
inanda

）
い
る
時
、
そ

こ
に
、W

olfrannus

な
る
者
︹
＝
原
告
代
理
人
︺
が
、
自
分
の
妻R

ichilde

︹
＝
原
告
︺
の
た
め
に
（in causa coniugis sue 

R
ichilde

）、
そ
の
妻
︹
＝
原
告
︺
の
証
人
（adprobator
）
た
ち
で
あ
るT

ancradus

、F
astradus

と
�
緒
に
来
てStabulaus

︹S

ス
タ
ヴ
ロ

tavelot

︺
とM

alm
undario

︹M

マ
ル
メ
デ
ィ

alm
edy

︺
に
あ
る
聖P

ペ

ト

ロ
etrus

修
道
院
の
、
使
徒
の
後
継
者R

abangarius

司
教
︹
＝
被
告
︺
や
︹
被

告
の
︺
証
人
（testator

）
た
ち
を
訴
え
た
際
、
彼
︹
＝
原
告
︺
等
の
先
祖
の
故R

otgisus

が
保
有
し
て
い
たTofino

と
呼
ば
れ
て
い
る

あ
るv

ヴ
ィ
ラ

illa

とSilvestri v

ヴ
ィ
ラ

illa

を
、Rabangarius

司
教
︹
＝
被
告
︺
等
は
彼
︹
＝
被
告
︺
等
の
下
に
留と
ど

め
置
い
て
い
る
（contradiderit

）・

否
む
し
ろ
（vel plus

）
略
奪
し
た
（sibi retinuerit

）、
と
宮
宰
に
申
し
立
て
た
（repetebat

）。
し
か
し
、
同R

abangarius

司
教
︹
＝

被
告
︺
は
多
く
の
人
び
と
の
手
を
経
て
来
た
（per plures personas

）︹
そ
し
て
ま
た
︺︹
中
？
︺P

ピ

ピ

ン

ippin

の
手
で
確
認
さ
れ
た
プ
レ
カ
リ

四
八
七
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メ
ロ
ヴ
ィ
ン
グ
時
代
の
宮
宰P

lacita

に
み
る
裁
判
の
か
た
ち

ア　
ウ
ワ
ク
ン
デ
（carta precaria

）
を
、︹
す
な
わ
ち
︺Tofino

そ
し
てSilvestri v

ヴ
ィ
ラ

illa

と
名
づ
け
ら
れ
て
い
る
先
の
�
箇
所
のv

ヴ
ィ
ラ

illa

を
、

そ
れ
に
よ
っ
て
、
同R

otgisus

︹
＝
原
告
の
先
祖
︺
がStabulaus

とM
alm

undario

︹S

ス
タ
ヴ
ロ

tavelot / M

マ
ル
メ
デ
ィ

alm
edy

︺
の
聖P

ペ

ト

ロ

etrus

の
同
修

道
院
に
対
す
る
寄
進
（beneficium

: Seelgabe an eine K
irche; pious gift to a charch

）
の
代
償
と
し
てR

abangarius

司
教
︹
＝

被
告
︺
の
前
任
者B

obolenus

大
修
道
院
長
か
ら
そ
し
て
ま
た
同
修
道
院
の
僧
侶
（m

onachus

）
た
ち
か
ら
獲
得
し
た
（tenere

）、
そ

の
プ
レ
カ
リ
ア　
ウ
ワ
ク
ン
デ
を
、︹
ま
た
︺
そ
こ
︹
＝
プ
レ
カ
リ
ア　
ウ
ワ
ク
ン
デ
︺
に
、R

otgisus

︹
＝
原
告
の
先
祖
︺
は
そ
の
�
箇
所

のv

ヴ
ィ
ラ

illa

をR
otgisus

︹
＝
原
告
の
先
祖
︺
が
生
き
て
い
る
間
契
約
上
の
取
り
決
め
に
従
い
（ordine

）
用
益
権
に
基
づ
い
て
所
有
す
べ
き

も
の
と
し
・
ま
た
将
来
に
亘
り
（exinde

）
所
持
す
る
こ
と
で
損
害
を
生
ぜ
し
め
て
は
な
ら
ず
、
ま
たR

otgisus

︹
＝
原
告
の
先
祖
︺
が

死
亡
し
た
場
合
に
は
、
改
良
さ
れ
る
こ
と
で
産
み
出
さ
れ
た
諸
々
の
物
、
す
な
わ
ちR

otgisus

︹
＝
原
告
の
先
祖
︺
が
同v

ヴ
ィ
ラ

illa

に
つ
き
何

で
あ
れ
付
け
加
え
あ
る
い
は
増
や
す
こ
と
が
で
き
た
物
と
共
に
、R

otgisus

︹
＝
原
告
の
先
祖
︺
の
死
亡
の
日
か
ら
、
同
修
道
院
の
た
め
に
、

僧
侶
た
ち
や
修
道
院
の
指
導
者
た
ち
は
、R

otgisus

︹
＝
原
告
の
先
祖
︺
の
相
続
人
た
ち
や
誰
で
あ
れ
そ
う
し
よ
う
と
欲
す
る
者
た
ち
か
ら

の
反
対
な
し
に
、
証
人
た
ち
の
面
前
で
誓
約
が
行
わ
れ
引
き
渡
さ
れ
る
（testata traditione

）
こ
と
に
よ
り
、
彼
ら
の
所
有
・
就
中
グ
ル

ン
ト
ヘ
ル
（
領
主
）
と
し
て
の
所
有
の
下
に
受
け
取
る
（in eorum

 reciperent potestatem
 ac dom

inationem

）、
と
書
き
込
ま
れ
て

い
る
、
そ
の
プ
レ
カ
リ
ア　
ウ
ワ
ク
ン
デ
を
読
む
た
め
に
直
ち
に
差
し
出
し
た
。
さ
て
そ
こ
で
そ
の
あ
と
（sic

）
こ
の
訴
え
（causa

）
は

規
則
に
従
い
（pro ordine

）
余
や
︹
余
と
共
に
居
る
多
く
の
︺
先
の
人
び
と
に
よ
っ
て
入
念
に
調
べ
ら
れ
、︹
そ
し
て
︺
同W

olfrannus

︹
＝

原
告
代
理
人
︺
は
、R

otgisus

︹
＝
原
告
の
先
祖
︺
の
相
続
人
た
ち
の
誰
で
あ
れ
こ
の
プ
レ
カ
リ
ア　
ウ
ワ
ク
ン
デ
に
対
し
て
申
し
立
て
る

べ
き
事
・
あ
る
い
は
異
議
を
唱
え
る
べ
き
事
が
あ
る
か
否
か
、
と
質
問
さ
れ
た
（interrogatum

 fuit

）
が
、
し
か
し
、W

olfrannus

︹
＝

原
告
代
理
人
︺
た
ち
は
こ
の
プ
レ
カ
リ
ア　
ウ
ワ
ク
ン
デ
に
対
し
て
直
ぐ
に
申
し
立
て
を
し
・
あ
る
い
は
異
議
を
唱
え
る
こ
と
が
全
く
で
き

な
か
っ
た
ば
か
り
か
、
同
プ
レ
カ
リ
ア　
ウ
ワ
ク
ン
デ
が
真
正
で
あ
る
こ
と
を
完
全
に
認
め
、
ま
た
、
同v

ヴ
ィ
ラ

illa

を
何い
ず
れに
せ
よ
適
法
に
所
有
す

四
八
八
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る
こ
と
が
で
き
る
い
か
な
る
根
拠
も
述
べ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
あ
と
、
余
は
、
偉
大
な
人
び
と
や
余
の
誠
実
の
士
た
ち
と
共
に
、

―
―

誠
実
の
士
た
ち
と
はG

aribertus, Ingisus, R
acanarius, M

artinus, A
m

albertus, A
luezus

そ
し
て
余
の
勤
務
者
（iunior

）

B
obelenus

そ
し
て
そ
の
他
多
く
の
人
び
と
で
あ
る
が―

―

、
同W

olfrannus

︹
＝
原
告
代
理
人
︺
やR

otgisus

︹
＝
原
告
の
先
祖
︺
の

相
続
人
た
ち
す
な
わ
ちT

ancradus

、F
astradus

は
同
プ
レ
カ
リ
ア　
ウ
ワ
ク
ン
デ
に
対
し
て
異
議
を
唱
え
た
り
、
申
し
立
て
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
根
拠
を
何
も
述
べ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
し
・
同v

ヴ
ィ
ラ

illa

を
そ
れ
が
故
に
所
有
す
る
こ
と
が
で
き
る
根
拠
を
何
ひ
と
つ
述
べ

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
・
ま
た
同
プ
レ
カ
リ
ア　
ウ
ワ
ク
ン
デ
が
真
正
で
あ
る
こ
と
を
完
全
に
認
め
た
が
故
に
、
先
のR

abangarius

司

教
︹
＝
被
告
︺
やStabulaus
︹S
ス
タ
ヴ
ロ

tavelot

︺
とM

alm
undario

︹M

マ
ル
メ
デ
ィ

alm
edy

︺
に
あ
る
聖P

ペ

ト

ロ

etrus

修
道
院
の
側
あ
る
い
は
修
道
院
の
指
導

者
た
ち
は
先
に
名
前
の
挙
げ
ら
れ
たTofino

お
よ
びSilvestri v

ヴ
ィ
ラ

illa

を
、
何
ひ
と
つ
欠
け
る
こ
と
な
く
（om

ni integritate

）、
同

R
otgisus

︹
＝
原
告
の
先
祖
︺
が
同v
ヴ
ィ
ラ

illa
に
売
却
し
た
り
（detrahere: verkaufen

）
買
い
入
れ
た
（com

parare

）
物
全
て
と
共
に
、

同
プ
レ
カ
リ
ア　
ウ
ワ
ク
ン
デ
以
前
に
︹
戻
り
︺、Wolfrannus

︹
＝
原
告
代
理
人
︺、そ
の
妻R

ichilde

︹
＝
原
告
︺
あ
る
い
はR

otgisus

︹
＝

原
告
の
先
祖
︺
の
相
続
人
た
ち
のT
ancradus
、Fastradus

や
、
さ
ら
に
ま
た
、
こ
れ
以
外
の
者
た
ち
に
対
抗
し
て
、
い
つ
ま
で
も
（om

ni 

tem
pore

）、
引
渡
さ
れ
て
所
有
す
る
も
の
と
し
、
そ
し
て
、
こ
の
者
ら
の
間
で
こ
の
件
に
つ
き
訴
訟
は
︹
こ
の
の
ち
︺
放
棄
さ
れ
る
よ
う
に
、

と
の
判
決
を
下
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

国
王C

ヒ

ル

ペ

リ

ヒ

hilperich

の
治
世
�
年
、
十
�
月
六
日
に
作
成
し
た
も
の
が
授
与
さ
れ
た
。

解
説

　
【
形
式
な
ど
】
宮
宰K

カ
ー
ル

arl

（M

マ
ル
テ
ル

artell

）
が
関
与
し
た
、現
在
の
ベ
ル
ギ
ー
に
あ
るS
ス
タ
ヴ
ロ

tavelot

︹
地
図
Ⅰ―

17
︺/ M

マ
ル
メ
デ
ィ

alm
edy

︹
地
図
Ⅰ―

８
︺

地
域
に
係
る
ウ
ワ
ク
ン
デ
は
こ
のN

r. 10

の
ほ
か
に
�
通
（N

r. 15, 16

）
あ
る
。
そ
れ
ら
ウ
ワ
ク
ン
デ
に
関
係
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
情

四
八
九
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裁
判
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か
た
ち

報
は
、
こ
のN

r. 10

の
そ
れ
が
�
番
少
な
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
お
そ
ら
くSilvestri v

ヴ
ィ
ラ

illa

は
別
に
し
て
、
こ
のN

r. 10

に
出
て
く

る
場
所
が
あ
と
の
時
代
の
、
修
道
院
の
諸
ウ
ワ
ク
ン
デ
の
中
に
登
場
し
な
い
こ
と
や
、
ま
た
こ
のv

ヴ
ィ
ラ

illa

が
修
道
院
の
全
所
領
の
中
で
大
き

な
意
味
を
有
し
て
い
な
い
こ
と
に
関
係
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
（H

eidrich, S. 78

）。

　

N
ierm

eyer
は
、
試
訳
中
に
傍
線
を
引
い
た
﹁
彼
︹
＝
被
告
︺
ら
の
所
有
・
就
中
領
主
的
所
有
の
下
に
受
け
取
る
（in eorum

 

reciperent potestatem
 ac dom

inationem

）﹂
の
な
か
のpotestas

にB
esitz, posession

の
訳
語
を
、dom

inatio

にgrundher-

rlicher B
esitz, seigniorial posession

の
訳
語
を
当
て
て
い
る
。
直
訳
に
過
ぎ
る
と
の
思
い
は
あ
る
が
、
領
主
的
所
有
と
い
う
訳
語
を
用

い
た
。

　

丹
下
栄
に
よ
る
と
、﹁
ス
タ
ヴ
ロ
・
マ
ル
メ
デ
ィ
修
道
院
は
七
世
紀
の
半
ば
、
聖
レ
マ
ル
ク
に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
た
。
ス
タ
ヴ
ロ
、
マ
ル

メ
デ
ィ
を
そ
れ
ぞ
れ
根マ

拠
と
し
たマ

�
つ
の
修
道
士
団
を
�
人
の
修
道
院
長
が
統
括
す
る
﹂
修
道
院
で
あ
る
（
丹
下
栄
﹁
中
世
初
期
ア
ル
デ
ン

ヌ
高
原
領
主
制
の
�
面
：
ス
タ
ヴ
ロ
、マ
ル
メ
デ
ィ
修
道
院
土
地
取
引
文
書
解
読
の
た
め
に
﹂
下
関
市
立
大
学
論
集
三
〇
巻
�
号
�
�
六
頁
、

昭
和
六
�
年
）。
丹
下
栄
の
労
作
﹃
中
世
初
期
の
所
領
経
済
と
市
場
﹄（
創
文
社
、
�
〇
〇
�
年
）
は
ス
タ
ヴ
ロ
／
マ
ル
メ
デ
ィ
修
道
院
に
つ

い
て
詳
細
な
情
報
を
提
供
し
て
い
る
。

　
﹁
プ
レ
カ
リ
ア　
ウ
ワ
ク
ン
デ
﹂
の
プ
レ
カ
リ
ア
（precaria
）
に
は
三
つ
の
種
類
が
あ
る
（
以
下
、
ミ
ッ
タ
イ
ス
九
〇
頁
）。
所
有
地
を

贈
与
し
た
贈
与
者
が
、
そ
の
贈
与
地
を
受
贈
者
か
ら
改
め
て
借
地
・
小
作
地
と
し
て
借
り
戻
す
タ
イ
プ
（precaria oblata

）、
寄
進―

借

り
戻
し
タ
イ
プ
で
は
あ
る
が
、
贈
与
者
が
贈
与
地
よ
り
も
広
い
土
地
、
ま
た
は
贈
与
地
と
は
別
の
土
地
を
受
贈
者
か
ら
借
り
戻
す
タ
イ
プ

（precarila renum
eratoria

）、
寄
贈―

受
贈
関
係
無
し
で
、
土
地
所
有
者
が
そ
の
所
有
地
を
直
接
的
に
貸
与
す
る
タ
イ
プ
（precaria 

data

）。
地
代
の
授
受
が
あ
る
場
合
と
無
い
場
合
と
が
あ
る
。

　
【
宮
宰
】K

カ
ー
ル

arl M

マ
ル
テ
ル

artell.

四
九
〇
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【
国
王
】C

ヒ

ル

ペ

リ

ヒ

hilperich I �
世

I. L
exikon des M

ittelalters, B
d. II, 2003, S. 1826

に
よ
る
と
、C

ヒ

ル

デ

リ

ヒ

hilderich I �
世

I. 

の
息
子
で
あ
る
。D

aniel

と

い
う
名
前
で
聖
職
に
あ
っ
た
が
、D

ダ
ゴ
ベ
ル
ト

agobert I

三
世

II. 

の
後
継
者
と
し
て
四
�
～
四
�
歳
で
七
�
六
年
︹
七
�
�
年
と
い
う
説
も
あ
る
︺
に
王
位

に
就
い
て
い
る
︹
七
�
�
年
ま
で
在
位
︺。
メ
ロ
ヴ
ィ
ン
グ
王
国
に
お
け
る
﹁
名
ば
か
り
の
国
王
﹂
の
�
人
で
あ
る
。

　

C

ヒ

ル

ペ

リ

ヒ
hilperich I �

世
I. 

の
そ
も
そ
も
の
宮
廷
は
、C

コ
ン
ピ
エ
ー
ニ
ュ

om
piègne

︹
地
図
Ⅰ―

３
︺
で
あ
る
。C

コ
ン
ピ
エ
ー
ニ
ュ

om
piègne

は
、
パ
リ
か
ら
北
東
へ
七
〇
㎞
ほ
ど

の
所
に
あ
る
。

　
【
開
廷
地
】G

lam
au v

ヴ
ィ
ラ

illa. H
alkin, Joseph et R

oland, R
ecueil des chartes de l’ abbaye de Stavelot-M

alm
edy, B

d. 1, 2, 

1909, 1930

はG
lam

au
をG

laniaco

の
こ
と
だ
と
推
定
し
て
い
る
。M

üller-K
ehlen, H

elga, D
ie A

rdennen im
 F

rühm
ittelalter, 

1973

は
、
そ
こ
を
、
現
在
は
そ
の
地
名
が
残
っ
て
い
な
い
、S

ス
タ
ヴ
ロ

tavelot

︹
地
図
Ⅰ―

17
︺
の
南
のG

lains

だ
と
考
え
て
い
る
。S

ス
タ
ヴ
ロ

tavelot

は
、

現
在
の
ベ
ル
ギ
ー
に
所
在
し
て
い
て
、
地
図
上
の
直
線
距
離
で
︹
以
下
同
じ
︺
パ
リ
か
ら
東
北
東
へ
�
九
〇
㎞
ほ
ど
の
所
に
あ
る
。

　
【
作
成
地
】G

lam
au v

ヴ
ィ
ラ

illa.

　
【
係
争
対
象
所
在
地
】Tofino, Silvestri villa. Tofino, Silvestri

と
は
現
在
の
何
処
で
あ
る
か
の
同
定
は
で
き
て
い
な
い
。Silvestri 

v

ヴ
ィ
ラ

illa

と
はSevescourt

だ
と
す
る
、
�
�
世
紀
の
欄
外
の
注
が
あ
る
と
の
こ
と
。H

eidrich, S. 204

はSilvestri

をSevescourt / 

F
escourt

で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
。
現
在
の
ベ
ル
ギ
ー
に
あ
るP

ポ
ン
ド
ロ
ー
ム

ondrôm
e

︹
地
図
Ⅰ―

12
︺
だ
と
す
る
見
解
も
あ
る
。

P

ポ
ン
ド
ロ
ー
ム

ondrôm
e

は
、
現
在
の
ベ
ル
ギ
ー
に
所
在
し
て
い
て
、
パ
リ
か
ら
東
北
東
寄
り
へ
�
四
〇
㎞
ほ
ど
の
所
に
あ
る
。

　

M
au

rits G
ysselin

g, T
op

on
ym

isch
 W

oord
en

boek van
 B

elgië, N
ed

erlan
d

, L
u

xem
bu

rg, N
oord

-F
ran

krijk en
 W

est-

D
uitsland

（voor 1226

）, B
d. 2, 1960

はTofino

をT

ト
ゥ
ー
ヴ
ェ
ン

euven

︹
地
図
Ⅰ―

18
︺
だ
と
考
え
て
い
る
。
前
掲H

alkin, Joseph et 

R
oland

は
、
間
違
い
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
前
提
付
でG

ゴ
ザ
ン

ozin-s

ス

ゥ

ours-B

ボ

ー

レ

ン
eauraing

︹B

ボ

ー

レ

ン

eauraing

の
下し
も

のG

ゴ
ザ
ン

ozin

：
地
図
Ⅰ―

５
︺
で
は

な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
。
地
名
に
関
す
る
以
上
の
説
明
はH

eidrich, S. 78－
79

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。T

ト
ゥ
ー
ヴ
ェ
ン

euven

は
、
現
在
の
ベ
ル
ギ

四
九
�
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六

メ
ロ
ヴ
ィ
ン
グ
時
代
の
宮
宰P

lacita

に
み
る
裁
判
の
か
た
ち

ー
に
所
在
し
て
い
て
、
パ
リ
か
ら
東
北
東
寄
り
へ
三
�
〇
㎞
ほ
ど
の
所
に
あ
る
。G

ゴ
ザ
ン

ozin

は
、
現
在
の
ベ
ル
ギ
ー
に
所
在
し
て
い
て
、
パ
リ

か
ら
東
北
東
寄
り
へ
�
四
〇
㎞
ほ
ど
の
所
に
あ
る
。

（
２
）　N

r. 16
〔61

〕（K
opie, 747 A

ugust 15

〔M
ariä H

im
m

elfahrt

〕, D
una villa

）

要
旨
：（
尊
き
）
宮
宰K
カ
ー
ル
マ
ン

arlm
ann

・
す
な
わ
ち
故K

カ
ー
ル

arl

（M

マ
ル
テ
ル

artell

）
の
息
子
は
、S

ス
タ
ヴ
ロ

tavelot / M

マ
ル
メ
デ
ィ

alm
edy

修
道
院
の
大
修
道
院
長

A
nglinus

と
彼
︹
＝K
カ
ー
ル
マ
ン

arlm
ann

︺
自
身
と
の
間
の
、
彼
︹
＝K

カ
ー
ル
マ
ン

arlm
ann

︺
の
祖
父
・
す
な
わ
ちP

ピ

ピ

ン

ippin

︹
中
ピ
ピ
ン
（P

ippin der 

M
itttlere

）︺
が
ウ
ワ
ク
ン
デ
に
よ
り
同
修
道
院
に
寄
進
し
たL

リ

エ

ル

ヌ

ierneux v

ヴ
ィ
ラ

illa

を
め
ぐ
る
争
い
を
、偉
大
な
紳
士
た
ち
と
�
緒
に
調
停
し
た
。

P

ピ

ピ

ン

ippin

︹
中
ピ
ピ
ン
︺
の
ウ
ワ
ク
ン
デ
は
提
出
さ
れ
、
真
正
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。
同
修
道
院
は
判
決
に
よ
っ
て
所
有
地
を
取
り
戻
す
。

判
決
人
は
四
人
の
司
教
、
�
人
の
大
修
道
院
長
、
宮
中
伯H

ugbert

で
あ
る
。

 
D

una villa

︹D

デ
ュ
ー
レ
ン

üren

︺
七
四
七
年
八
月
�
�
日
（
マ
リ
ア
被
昇
天
︹
の
祝
日
︺）

試
訳

　

宮
宰
で
あ
る
尊
き（Illuster

）K カ
ー
ル
マ
ン

arlm
ann

︹
＝
被
告
︺。
故K
カ
ー
ル

arl（M
マ
ル
テ
ル

artell

）の
息
子
に
し
て
主
が
統
治
の
職
を
委
ね
し
者
。
公
正（iusticia

）

が
合
致
し
な
い
判
決
（sententia

）
が
い
ず
れ
か
�
方
の
当
事
者
に
有
利
に
与
え
ら
れ
る
こ
と
が
無
い
よ
う
に
、
審
理
を
通
し
て

（exam
inatione

）
あ
ら
ゆ
る
訴
訟
を
入
念
に
調
べ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
故
に
、
余
︹
＝
被
告
︺
が
、
神
の
御
名
に
お
い
て
偉
大
な
紳
士

（optim
as

）
た
ち
や
司
教
（pontifex

）
た
ち
そ
し
て
尊
き
人
（illuster vir
）
た
ち
と
共
に
、D

una villa

︹D

デ
ュ
ー
レ
ン

üren

︺
に
、
あ
ら
ゆ
る
訴

え
（causae

）
を
聞
き
そ
し
て
公
正
に
審
理
を
す
る
こ
と
に
よ
り
（iusta iudicia
）︹
そ
の
訴
え
を
︺
調
べ
る
べ
く
い
る
時
、
そ
こ
に
、

A
nglinus

大
修
道
院
長
︹
＝
原
告
︺・
す
な
わ
ちS

ス
タ
ヴ
ロ

tavelot / M

マ
ル
メ
デ
ィ

alm
edy

修
道
院
の
指
導
者
（rector

）
が
来
て
、
支
配
者
（dom

nus

︹
＝

四
九
�
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四
巻
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号�

�
七

宮
宰
︺）
に
し
て
余
の
祖
父
の
故P

ピ

ピ

ン

ippin

は
彼
︹
＝P

ピ

ピ

ン

ippin

︺
の
死
後
寄
進
ウ
ワ
ク
ン
デ
（testam

entum

）
に
よ
っ
てL

ethernau
︹L
リ
エ
ル
ヌ
ー

ierneux

︺
と
呼
ば
れ
て
い
る
あ
るv

ヴ
ィ
ラ

illa

を
、B

rastis

、F
eronio

、U
nalia

そ
し
てA

ldanias

と
い
う
名
前
の
あ
れ
こ
れ
の
帰
属
物
や

あ
れ
こ
れ
の
付
属
物
と
共
に
（una cum

 appenditiis et adiacentiis

）
聖P

ペ

テ

ロ

etrus

と
聖P

パ
ウ
ル
ス

aulus

の
、S

ス
タ
ヴ
ロ

tavelot / M

マ
ル
メ
デ
ィ

alm
edy

に
あ
る
聖

所
（casa
）
に
贈
与
し
あ
る
い
は
譲
与
し
た
（condonasset vel delegasset

）
の
だ
が
、
し
か
し
余
︹
＝
被
告K

カ
ー
ル
マ
ン

arlm
ann

︺
が
同v

ヴ
ィ
ラ

illa

を
不
法
、不
当
に
略
奪
し
た（post nos m

alo ordine retineam
 et iniuste

）、と
余︹
＝
被
告K

カ
ー
ル
マ
ン

arlm
ann

︺に
申
し
立
て
を
し（asserebat 

nobis dicens

）、
そ
し
て
こ
の
申
し
立
て
の
た
め
に
、
当
該
死
後
寄
進
ウ
ワ
ク
ン
デ
を
手
元
に
所
持
し
て
い
る
、
と
断
言
し
た
。；

A
nglinus

大
修
道
院
長
︹
＝
原
告
︺
は
余
︹
＝
被
告K

カ
ー
ル
マ
ン

arlm
ann

︺
に
︹
そ
の
ウ
ワ
ク
ン
デ
を
︺
読
む
た
め
に
差
し
出
し
（ad 

relegendum
 tradidisset

）、
余
︹
＝
被
告K

カ
ー
ル
マ
ン

arlm
ann

︺
は
そ
れ
が
真
正
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
（invenim

us eum
 

veracem

）。
而
し
て
、
余
︹
＝
被
告K
カ
ー
ル
マ
ン

arlm
ann

︺
は
、
当
然
に
も
、
脆も
ろ

き
人
事
に
よ
く
よ
く
思
い
を
め
ぐ
ら
せ
（cum

 iusticia 

considerantes casum
 hum

ane fragilitatis
）、
余
︹
＝
被
告K

カ
ー
ル
マ
ン

arlm
ann

︺
の
霊
魂
の
救
済
と
余
︹
＝
被
告K

カ
ー
ル
マ
ン

arlm
ann

︺
の
王
国
の
安

泰
の
た
め
に
（pro salute anim

e nostre vel stabilitate regni nostri

）、
同L

ethernau

︹L

リ
エ
ル
ヌ
ー

ierneux

︺v

ヴ
ィ
ラ

illa

を
そ
の
あ
れ
こ
れ
の
帰

属
物
や
あ
れ
こ
れ
の
付
属
物
と
共
に
余
︹
＝
被
告K
カ
ー
ル
マ
ン

arlm
ann

︺
のw

adium

）
4
（

を
用
い
て
同A

nglinus

大
修
道
院
長
︹
＝
原
告
︺
に
返
還

を
し
、
そ
し
て
、
棒
（festuca

）
5
（

）
を
用
い
て
ま
る
ご
と
（in om

nibus

）
引
き
渡
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
あ
と
（P

roinde

）、

余
は
︹
＝
被
告K

カ
ー
ル
マ
ン

arlm
ann

︺、
い
ま
で
は
（dum

）
本
件
訴
訟
が
か
よ
う
に
行
わ
れ
そ
し
て
遂
行
さ
れ
た
こ
と
を
認
め
（hanc causam

 

sic actam
 vel perpetratam

 cognovim
us

）・
ま
た
当
該
死
後
寄
進
ウ
ワ
ク
ン
デ
が
真
正
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
が
故
に
、
余
︹
＝

被
告K

カ
ー
ル
マ
ン

arlm
ann

︺
の
誠
実
の
士
（fidelis

）
た
ち
、―

―

そ
れ
は
司
教
た
ち
のF

enaldus, H
ildebaldus, H

rodericus, C
hristianus

そ

し
て
大
修
道
院
長
のE

rm
enerus

と
余
︹
＝
被
告K

カ
ー
ル
マ
ン

arlm
ann

︺
の
宮
中
伯
のH

ugbertus

、
あ
る
い
は
そ
の
他
の
多
く
の
人
び
と
で
あ

る
が―

―

、と
共
に
判
決
を
下
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
（visi fuim

us iudicasse
）、そ
こ
で
（ideo

）
余
︹
＝
被
告K

カ
ー
ル
マ
ン

arlm
ann

︺
は
、

四
九
三
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メ
ロ
ヴ
ィ
ン
グ
時
代
の
宮
宰P

lacita

に
み
る
裁
判
の
か
た
ち

主あ
る
じ（dom

nus

）
で
あ
る
同A

nglinus

大
修
道
院
長
︹
＝
原
告
︺
や
そ
の
後
継
者
た
ち
あ
る
い
は
か
の
修
道
院
の
指
導
者
（rector

）
た
ち

は
同L

ethernau

︹L

リ
エ
ル
ヌ
ー

ierneux

︺v ヴ
ィ
ラ

illa

を
そ
の
あ
れ
こ
れ
の
帰
属
物
や
あ
れ
こ
れ
の
付
属
物
と
共
に
全
き︹
権
利
︺・
完
全
な
権
利
を
以
て（cum

 

om
ni integritate iure

）
同
修
道
院
の
た
め
に
所
有
す
る
こ
と
を
命
じ
る
。
然
る
に
も
し
余
︹
＝
被
告
︺
の
相
続
人
た
ち
や
後
位
相
続
人

（proheres
）
た
ち
の
誰
で
あ
れ
、
余
︹
＝
被
告K

カ
ー
ル
マ
ン

arlm
ann

︺
の
こ
の
贈
与
ウ
ワ
ク
ン
デ
（donatio: Schenkungsurkunde, deed 

purporting a bestow
al

）
に
反
し
て
行
動
し
よ
う
と
欲
す
る
者
が
出
て
く
る
な
ら
ば
、
余
︹
＝
被
告K

カ
ー
ル
マ
ン

arlm
ann

︺
は
そ
の
者
に
判
決
を

下
す
こ
と
を
余
︹
＝
被
告K
カ
ー
ル
マ
ン

arlm
ann

︺
の
後
継
者
で
あ
る
統
治
者
た
ち
に
委
ね
る
（successorum

 nostrorum
 regibus eum

 

iudicandum
 relinquim

us
）。
国
王C

ヒ

ル

デ

リ

ヒ

hilderich

の
治
世
の
�
年
目
、
八
月
十
�
日
に
作
成
し
た
も
の
が
授
与
さ
れ
た
。

　

宮
宰K

カ
ー
ル
マ
ン

arlm
ann

の
署
名
。

　

私C
hildradus

が
署
名
し
た
。

解
説

　
【
形
式
な
ど
】
試
訳
の
中
で
、
最
初
に
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
ン
を
引
い
たregni

︹
主
格
はregnum

︺
と
�
番
目
に
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
ン
を
引
い

たregibus

︹
複
数
の
主
格reges

︺
は
そ
れ
ぞ
れ
﹁
王
国
﹂、﹁
国
王
た
ち
﹂
と
訳
す
こ
と
が
で
き
る
し
、
こ
の
訳
語
を
用
い
る
の
が
普
通

で
あ
る
。
し
か
し
、
当
該P

プ
ラ
キ
ト
ゥ
ム

lacitum

は
七
四
七
年
に
作
成
さ
れ
て
い
て
、
こ
の
時
の
国
王
はC

ヒ

ル

デ

リ

ヒ

hilderich I

三
世

II. 

で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、

第
�
の
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
ン
上
のregibus

を
﹁︹
余
の
後
継
者
で
あ
る
︺
国
王
た
ち
﹂
と
訳
す
こ
と
に
か
な
り
の
違
和
感
が
あ
り
、﹁
統
治
者
﹂

と
訳
す
こ
と
に
し
た
。
最
初
の
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
ン
上
のregni

に
つ
い
て
も
﹁
王
国
﹂
を
避
け
、﹁
支
配
﹂
と
訳
す
こ
と
を
考
え
た
が
、
違

和
感
の
程
度
が
低
か
っ
た
の
で
、
こ
こ
は
、﹁
余
の
王
国
﹂
と
訳
し
て
お
い
た
。
し
か
し
、
国
王
で
は
な
い
宮
宰
が
自
分
や
自
分
の
後
継
者

に
関
係
づ
け
てregnum

あ
る
い
はreges

と
い
う
用
語
を
使
わ
せ
て
い
る
こ
と
は
、
王
国
の
実
質
的
な
支
配
者
が
誰
で
あ
る
か
を
示
し
て

四
九
四
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い
て
興
味
深
い
。

　
【
宮
宰
】K

カ
ー
ル
マ
ン

arlm
ann

：
メ
ロ
ヴ
ィ
ン
グ
朝
フ
ラ
ン
ク
王
国
の
宮
宰
。
以
下
は
、L

exikon, B
d. V

に
よ
る
説
明
の
あ
ら
ま
し
で
あ
る
。

　

K

カ
ー
ル
マ
ン

arlm
ann

は
七
�
四
年
以
前
、
七
〇
六
年
か
七
〇
八
年
の
生
ま
れ
で
、
七
�
四
年
に
死
亡
。
父
親
はK

カ
ー
ル

arl M

マ
ル
テ
ル

artell

。K

カ
ー
ル
マ
ン

arlm
ann

と
そ

の
弟P

ピ

ピ

ン

ippin I
三
世

II.

（
小
ピ
ピ
ン
：P

ippin der Jüngere

）
は
父
親
の
死
（
七
四
�
年
）
後
、
異
母
兄
弟G

rifo

を
排
除
し
て
、
七
四
�
年

王
国
を
分
割
し
、K
カ
ー
ル
マ
ン

arlm
ann

はA

ア
ウ
ス
ト
リ
エ
ン

ustrien, T

テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン

hüringen, A

ア
レ
マ
ニ
エ
ン

lem
annien

の
支
配
権
を
獲
得
す
る
。

　

K

カ
ー
ル
マ
ン

arlm
ann

は
、
七
四
�
～
七
四
六
年
、
時
に
は
（
小
）P

ピ

ピ

ン

ippin

と
�
緒
に
、A

ア
ク
ィ
タ
ニ
ア

quitanien

やB

バ
イ
エ
ル
ン

ayern

、A

ア
レ
マ
ニ
エ
ン

lem
annien

に
お
い
て
勢
力

を
持
つ
ラ
イ
バ
ル
﹁
太
公
﹂
た
ち
と
戦
い
、
ま
た
支
配
領
域
の
境
界
を
め
ぐ
るS

ザ

ク

セ

ン

achsen

と
の
戦
い
を
指
揮
し
た
。
こ
れ
ら
の
戦
い
は
フ

ラ
ン
ク
王
国
（R

egnum
 F

rancorum

）
の
周
辺
地
域
に
対
す
る
カ
ロ
リ
ン
グ
家
の
不
安
定
な
支
配
の
安
定
化
を
も
た
ら
し
た
。

　

こ
の
周
辺
地
域
に
、
支
配
の
正
当
性
の
強
固
な
基
盤
を
つ
く
ろ
う
と
し
て
、
七
四
三
年
初
め
、
メ
ロ
ヴ
ィ
ン
グ
家
のC

ヒ

ル

デ

リ

ヒ

hilderich I

三
世

II. 

が

王
位
に
就
け
ら
れ
る
︹
七
三
七
年
にT

テ

ウ

デ

リ

ヒ

heuderich I

四
世

V. 

が
死
亡
し
た
あ
と
、
王
座
は
空
位
で
あ
っ
た
︺。
七
四
七
年
の
夏
の
終
わ
り
か
秋
に
、

K

カ
ー
ル
マ
ン

arlm
ann

は
、
宗
教
上
の
、
も
し
く
は
政
治
上
の
理
由
か
ら
息
子D

rogo

に
支
配
権
を
移
譲
し
た
。
し
か
し
そ
のD

rogo

は
（
小
）

P

ピ

ピ

ン

ippin

に
よ
っ
て
ま
た
た
く
間
に
排
除
さ
れ
て
し
ま
う
。

　

支
配
権
を
手
放
し
た
あ
と
ま
ず
、K

カ
ー
ル
マ
ン

arlm
ann

は
ロ
ー
マ
に
行
き
、
そ
こ
で
教
皇Z

ザ
カ
リ
ア
ス

acarias

に
よ
っ
て
聖
職
者
に
叙
任
さ
れ
る
。
そ
れ
か

ら
、
ソ
ラ
ッ
テ
山
︹M

onte Soratte

：
ロ
ー
マ
か
ら
北
へ
四
�
㎞
ほ
ど
の
所
︺
に
聖S

シ
ル
ヴ
ェ
ス
テ
ル

ilvester

修
道
院
を
建
立
す
る
。
七
�
〇
年
頃
、

M

モ
ン
テ
カ
ッ
シ
ー
ノ

ontecassino

︹
ロ
ー
マ
か
ら
南
東
へ
�
�
〇
㎞
︺
に
戻
り
、
修
道
僧
の
誓
願
を
行
う
。

　

七
�
�
年
に
国
王
の
座
に
つ
い
た
弟
の
（
小
）P

ピ

ピ

ン

ippin

が
教
皇S

ス
テ
フ
ァ
ン

tephan I �
世

I. 

と
決
め
た
イ
タ
リ
ア
政
策
に
反
対
す
る
た
め
に
、
七
�
四

年
に
フ
ラ
ン
ク
王
国
に
帰
る
が
、
幽
閉
さ
れ
、
恐
ら
く
は
重
い
病
気
の
せ
い
で
、
義
姉
妹
の
保
護
を
受
け
る
な
か
で
死
亡
す
る
（S. 995

）。

　
【
国
王
】C

ヒ

ル

デ

リ

ヒ

hilderich I

三
世

II.

︹
在
位
七
四
三
～
七
�
�
年
︺。

四
九
�
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ロ
ヴ
ィ
ン
グ
時
代
の
宮
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lacita

に
み
る
裁
判
の
か
た
ち

　
【
人
名
】H

eidrich

は
、
試
訳
中
の
﹁
余
︹
＝
被
告
︺
の
誠
実
の
士
（fidelis

）
た
ち
、―

―

そ
れ
は
司
教
た
ち
のF

enaldus

、

H
ildebaldus

、Hrodericus

、Christianus

⋮
⋮
﹂
に
出
て
く
るC

hristianus

をA

ア
ミ
ア
ン

m
iens

︹
地
図
Ⅰ―

１
︺
の
司
教
だ
と
推
測
し
て
い
る
。

A

ア
ミ
ア
ン

m
iens

は
、
パ
リ
か
ら
北
へ
�
�
〇
㎞
ほ
ど
の
所
に
あ
る
。

　
【
開
廷
地
】D

una v

ヴ
ィ
ラ

illa

︹D

デ
ュ
ー
レ
ン

üren

：
地
図
Ⅰ―

４
︺。D

デ
ュ
ー
レ
ン

üren

は
現
在
の
ド
イ
ツ
に
所
在
し
て
い
て
、
パ
リ
か
ら
東
北
東
寄
り
へ
三
�
〇

㎞
ほ
ど
の
所
に
あ
る
。

　
【
作
成
地
】D

una v

ヴ
ィ
ラ

illa.

　
【
係
争
対
象
所
在
地
】L

ethernau

︹L

リ
エ
ル
ヌ
ー

ierneux

：
︹
地
図
Ⅰ―

７
︺。L

リ
エ
ル
ヌ
ー

ierneux

は
、
現
在
の
ベ
ル
ギ
ー
に
所
在
し
て
い
て
、
パ
リ
か

ら
東
北
東
寄
り
へ
�
九
〇
㎞
ほ
ど
の
所
に
あ
る
。

（
３
）　N

r. 18

〔62

〕（K
opie, 748 Februar 11, V

ernum
 in palatio publico

）

要
旨
：
尊
き
人
で
あ
る
宮
宰
（
小
）P

ピ

ピ

ン

ippin

は
、V

ernum

︹V

ベ
ー
ル

aires-s

シ
ュ
ル

u
r-M

マ
ル
ヌ
］

arne

︺
の
館や
か
たに

お
い
て
、
�
方
当
事
者
をC

hristiana

︹
＝

原
告
︺
と
し
そ
し
て
他
方
当
事
者
をS

聖t. D

ド
ゥ
ニ

enis
のadvocatus

︹
＝
防
護
職）

6
（

︺
のH

rodgarius

︹
＝
被
告
︺、
同
じ
く
大
修
道
院
長

A
m

albertus

︹
＝
被
告
︺と
す
る
両
者
の
紛
争
に
判
決
を
下
し
た
。
係
争
対
象
は
付
属
物
を
含
むM

arolio v

ヴ
ィ
ラ

illa

で
あ
る
。H

rodgarius

︹
＝

被
告
︺
はW

itgaudius

に
よ
るS

聖t. D

ド
ゥ
ニ

enis

に
対
す
る
同
所
の
寄
進
に
係
る
ウ
ワ
ク
ン
デ
を
出
し
て
見
せ
、
そ
し
て
そ
の
ウ
ワ
ク
ン
デ
は
真

正
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。（
小
）P

ピ

ピ

ン

ippin

は
、
彼
の
誠
実
の
士
た
ち
で
あ
るH

agino

、T
heudebert

、R
em

edius

、G
arehardus

、

F
ulcarius

、B
ovilo

、W
alcherio

、R
auchingo

そ
し
て
宮
中
伯E

rm
enaldus

と
共
に
修
道
院
︹
＝
被
告
側S

聖t. D

ド
ゥ
ニ

enis

︺
勝
訴
の
判
決

を
下
し
た
。

 
V

ernum

︹V

ベ
ー
ル

aires-s
シ
ュ
ル

u
r-M

マ

ル

ヌ

arne

︺
の
国
王
の
館や
か
た　

七
四
八
年
�
月
�
�
日

四
九
六
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試
訳

　

尊
き
人
で
あ
る
宮
宰P

ピ

ピ

ン

ippin

が
、V

ernum

︹V

ベ
ー
ル

aires-s

シ
ュ
ル

u
r-M

マ

ル

ヌ

arne

︺
の
国
王
の
館や
か
たに
（in palatio publico

）、
あ
ら
ゆ
る
訴
え
を
聞
き

そ
し
て
公
正
に
審
理
を
す
る
こ
と
に
よ
り
︹
そ
の
訴
え
に
︺
決
定
を
下
す
べ
く
（ad universorum

 causas audiendas et iusto iudicio 

term
inandas

）
い
る
時
、
そ
こ
に
、C

hristiana

︹
＝
原
告
︺
と
い
う
名
前
の
あ
る
女
が
来
て
、S

聖t. D

ド
ゥ
ニ

enis

のa

防

護

職

dvocatus

で
あ
る

H
rodgarius

︹
＝
被
告
︺
と
い
う
名
前
の
あ
る
者
と
大
修
道
院
長A

m
albertus

︹
＝
被
告
︺
を
訴
え
（interpellabat

）、S

聖t. D

ド
ゥ
ニ

enis

の
聖

所
（casa

）︹
＝
被
告
側
︺
あ
る
い
は
大
修
道
院
長A

m
albertus

︹
＝
被
告
︺
はM

arolio

と
呼
ば
れ
て
い
る
所
に
あ
るC

hristiana

︹
＝

原
告
︺
の
財
産
（res suas
）、
す
な
わ
ち
住
ま
い
（casa

）
や
屋
敷
地
（m

ansus

）、
あ
ち
こ
ち
の
ブ
ド
ウ
畑
（vineae

）、
マ
ン
キ
ピ
ア

た
ち
（m

ancipia

）
を
不
法
に
（m

alo ordine

）
所
有
し
た
、
と
い
う
理
由
で
返
還
請
求
を
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
同H

rodgarius

︹
＝

被
告
︺
は
直
ち
に
出
廷
し
（in praesenti adstabat

）、
そ
し
て
、
そ
れ
を
以
て
、W

itgaudius

が
彼
（
＝W

itgaudius

）
の
財
産
を
所

有
引
渡
し
に
よ
り（m

anu potestativa: durch B
esitzübertragung; by livery of seisin

）同S

聖t. D

ド
ゥ
ニ

enis

の
聖
所（casa

）︹
＝
被
告
側
︺

に
譲
与
し
た
、
そ
の
ウ
ワ
ク
ン
デ
（instrum

enta
）
を
所
持
し
て
い
る
、
と
答
え
た
。；

そ
の
故
に
、
同H

rodgarius

︹
＝
被
告
︺
は
同

ウ
ワ
ク
ン
デ
（instrum

entum

）
を
読
む
た
め
に
余
の
前
に
直
ぐ
に
差
し
出
し
た
、
そ
し
て
余
は
同
ウ
ワ
ク
ン
デ
（instrum

enta

）
が
真

正
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
（nos ipsa instrum

enta invenim
us veracia

）。
そ
し
て
、
そ
の
の
ち
、
同C

hristiana

︹
＝
原
告
︺

は
同
ウ
ワ
ク
ン
デ
（instrum

entum

）
を
真
正
な
も
の
と
し
て
認
め
た
（recredidisse

）
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
、
そ
し
て
、
そ
れ
に
続

き
、同C

hristiana

︹
＝
原
告
︺
は
同
財
産
か
ら
立
ち
退
い
た
（de ipsis rebus se dixit exitam

）、か
く
し
て
同C

hristiana

︹
＝
原
告
︺

は
聖D

ド
ゥ
ニ

enis

の
聖
所
（casa

）︹
＝
被
告
側
︺
に
対
し
て
こ
の
︹
財
産
の
︺
件
で
（exinde

）
再
度
の
訴
訟
（recausatio

）
を
起
こ
し
て

は
な
ら
な
い
義
務
を
負
う
た
。
そ
の
あ
と
、
余
は
、
余
の
誠
実
の
士
た
ち
や
、―

―

そ
れ
はH

agino, T
heudebert, R

em
edius, 

G
arehardus

、F
ulcarius

、B
ovilo

、W
alcherio

、R
auchingo

そ
し
て
余
の
宮
中
伯E

rm
enaldus

で
あ
る
が―

―

、
あ
る
い
は
そ
の

四
九
七
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裁
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他
の
多
く
の
者
た
ち
と
共
に
、
先
の
同C

hristiana

︹
＝
原
告
︺
は
同
ウ
ワ
ク
ン
デ
を
真
正
な
も
の
と
し
て
認
め
た
（recredidisse

）
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
り
・
ま
た
余
は
同
ウ
ワ
ク
ン
デ
を
真
正
な
も
の
で
あ
る
と
確
認
し
た
（nos ipsa invenim

us veracia

）
し
・
そ
し
て
同

C
hristiana

︹
＝
原
告
︺
は
そ
こ
︹
＝
係
争
対
象
財
産
︺
か
ら
立
ち
退
い
た
（se exinde dixit exitam

）
が
故
に
判
決
を
下
し
た
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
る
、
し
た
が
っ
て
、
余
は
、
本
件
訴
訟
は
か
よ
う
に
行
わ
れ
あ
る
い
は
為
し
終
え
ら
れ
た
が
故
に
、
同H

rodgarius

︹
＝
被
告
︺

は
、
彼
︹
＝
被
告H

rodgarius

︺
の
︹
差
し
出
し
た
︺、
調
べ
ら
れ
た
死
後
寄
進
ウ
ワ
ク
ン
デ
（testam

entum

）
に
基
づ
き
、M

arolio

に
あ
る
先
に
名
前
の
挙
げ
ら
れ
た
マ
ン
ス
（m

ansus

）
を
、
す
な
わ
ち
屋
敷
地
（m

ansus

）、
住
ま
い
（casa

）、
あ
ち
こ
ち
の
ブ
ド
ウ
畑

（vineae

）、
あ
ち
こ
ち
の
土
地
（terrae

）、
マ
ン
キ
ピ
ア
た
ち
（m

ancipia

）
をC

hristiana

︹
＝
原
告
︺
に
対
抗
し
てS

聖t. D

ド
ゥ
ニ

enis

の
た

め
に
こ
の
の
ち
い
つ
ま
で
も
所
有
し
、
そ
の
所
有
権
を
防
御
す
る
（habeat evindicatum

 atque elidigactum

）
こ
と
・
そ
し
て
こ
の

の
ち
本
財
産
を
原
因
と
す
る
予
期
せ
ぬ
訴
訟
が
両
当
事
者
の
間
で
起
き
ぬ
よ
う
（et sit in postm

odum
 inter eos ex hac re sopita 

causatio

）、
余
は
命
ず
る
。

　

国
王C

ヒ

ル

デ

リ

ヒ

hilderich

の
治
世
の
�
年
目
、
�
月
十
�
日
に
授
与
さ
れ
た
。

　

W
ilecharius

が
命
じ
ら
れ
て
確
認
し
た
。

解
説

　
【
形
式
な
ど
】
試
訳
中
に
あ
る
ウ
ワ
ク
ン
デ
に
は
、
単
数
形
のinstrum

entum

と
複
数
形
のinstrum

enta

の
�
つ
が
同
時
に
使
用
さ

れ
て
い
る
。
試
訳
で
は
、
ど
ち
ら
の
場
合
も
ウ
ワ
ク
ン
デ
と
単
数
形
で
訳
し
、（　

）
を
付
け
て
原
語
を
入
れ
て
お
い
た
。

　

試
訳
中
の
傍
線
や
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
ン
は
、
私
が
つ
け
た
。
�
番
目
の
傍
線
中
の
﹁
余
の
宮
中
伯
﹂
の
﹁
余
﹂
は
﹁
国
王P

lacita

に
み
る

裁
判
﹂
で
は
当
然
な
が
ら
国
王
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
で
は
宮
宰
で
あ
る
。
名
ば
か
り
と
は
言
え
国
王
が
い
る
の
に
、﹁
国
王
の
宮
中
伯
﹂
と

四
九
八
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い
う
言
い
方
が
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
点
を
強
調
す
る
た
め
に
傍
線
を
引
い
た
。

　

最
初
の
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
ン
は
、そ
の
部
分
の
訳
語
﹁
立
ち
退
い
た
﹂
を
、﹁
国
王P

lacita

に
み
る
裁
判
﹂︹
�
七
頁
：N

r. 153

︺
で
は
﹁
放

棄
す
る
﹂
と
訳
し
て
い
る
こ
と
を
断
る
た
め
で
あ
る
。﹁
放
棄
す
る
﹂
で
は
な
く
﹁
明
け
渡
す
﹂
と
い
う
訳
語
が
あ
る
い
は
適
切
で
あ
っ
た
か
、

と
も
思
う
。
こ
こ
で
﹁
放
棄
﹂
と
か
﹁
立
ち
退
き
﹂
と
い
う
行
為
は
、法
制
史
の
専
門
用
語
で
言
うA

ア
ウ
フ
ラ
ッ
ス
ン
グ

uflassung

の
こ
と
で
あ
る
（H

übner, 

S. 10

）。
以
下
は
、A
ア
ウ
フ
ラ
ッ
ス
ン
グ

uflassung

に
つ
い
て
の
世
良
晃
志
郎
の
説
明
で
あ
る
（
ミ
ッ
タ
イ
ス
、
�
六
頁
）。

　
﹁A

uflassung

な
る
語
は
元
来
は
不
動
産
譲
渡
に
際
し
て
譲
渡
人
が
お
こ
な
う
ゲ
ヴ
ェ
ー
レ
放
棄
行
為
を
指
称
す
る
語
で
あ
る
が
、
普

通
に
は
そ
の
不
動
産
の
現
場
以
外
の
場
所
で
お
こ
な
わ
れ
る
象
徴
的
不
動
産
譲
渡
行
為
（sym

bolische A
uflassung

）
の
意
味
に
用
い

ら
れ
る
。
こ
の
象
徴
的
な
譲
渡
行
為
も
特
定
の
方
式
に
し
た
が
っ
て―

―

定
ま
り
文
句
を
唱
え
、
指
を
曲
げ
た
り
、festuca

と
呼
ば
れ

る
小
さ
な
棒
を
相
手
方
に
投
げ
与
え
た
り
し
て―

―

お
こ
な
わ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。
の
ち
に
はA

uflassung

は
原
則
と
し
て

裁
判
所
に
お
い
て
お
こ
な
わ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
く
な
っ
て
い
る
（gerichtliche A

uflassung

）﹂。

　

引
用
文
中
の
ゲ
ヴ
ェ
ー
レ
は
、
物
に
対
す
る
実
際
の
支
配
と
い
う
程
度
の
意
味
で
理
解
を
し
て
お
き
た
い
。

　
【
宮
宰
】（
小
）P

ピ

ピ

ン

ippin.

　
【
国
王
】C

ヒ

ル

デ

リ

ヒ

hilderich I

三
世

II.

　
【
開
廷
地
】V

ernum

︹V

ベ
ー
ル

aires-s

シ
ュ
ル

u
r-M

マ

ル

ヌ

arne

：
地
図
Ⅰ―

19
︺。V

ベ
ー
ル

aires-s
シ
ュ
ル

u
r-M

マ

ル

ヌ

arne

は
、
パ
リ
か
ら
東
北
東
寄
り
へ
�
�
㎞
ほ
ど
の
所

に
あ
る
。

　
【
作
成
地
】V

ernum

︹V

ベ
ー
ル

aires-s

シ
ュ
ル

u
r-M

マ

ル

ヌ

arne

︺。

四
九
九
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メ
ロ
ヴ
ィ
ン
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時
代
の
宮
宰P

lacita

に
み
る
裁
判
の
か
た
ち

　
【
係
争
対
象
所
在
地
】M

arolio. H
übner

は
、Marolio

をM

マ
レ
イ
ユ

areil

に
同
定
し
て
い
る（S. 10

）。M

マ
レ
イ
ユ

areil

の
つ
く
地
名
は
複
数
あ
る
の
で
、

K
ölzer 1, 2

を
調
べ
て
み
る
と
、K

ölzer 1, N
r. 154

にM
arolio

が
出
て
く
る
（S. 386

）。K
ölzer 2

は
、
こ
のM

arolio

を

M

マ
レ
イ
ユ

areil-M
マ
ル
リ

arly

︹
地
図
Ⅰ―

10
︺
に
同
定
し
て
い
る
（S. 762

）。M

マ
レ
イ
ユ

areil-M

マ
ル
リ

arly

は
、
パ
リ
か
ら
西
北
西
へ
�
�
㎞
ほ
ど
の
所
に
あ
る
。

（
４
）　N

r. 21
〔63
〕（K

opie, 750 A
ugust 17, A

ttiniaco villa in palatio nostro

）

要
旨
：
尊
き
人
で
あ
る
宮
宰
（
小
）P

ピ

ピ

ン

ippin

は
、A

ttiniaco

︹A

ア
テ
ィ
ニ
ー

ttigny

︺
の
宮
廷
で
、
名
前
不
詳
の
偉
大
な
紳
士
た
ち
の
判
決
と
そ
れ
ぞ

れ
が
真
正
な
も
の
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
、F

ulradus

︹
＝
原
告
︺
の
提
出
し
た
、
国
王C

ヒ
ル
デ
ベ
ル
ト

hildebert I

三
世

II. 

と
国
王C

ク
ロ
タ
ー
ル

hlothar

（I

三
世

II. ?

）
の

そ
れ
ぞ
れ
の
ウ
ワ
ク
ン
デ
や
国
王D
ダ
ゴ
ベ
ル
ト

agobert

（I

三
世

II.

）
の
裁
判
ウ
ワ
ク
ン
デ
に
基
づ
い
て
、H

orm
ungus

︹
＝
被
告
︺
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ

た
、
尊
き
人
で
あ
るR

odbertus

の
私
的
な
寄
進
ウ
ワ
ク
ン
デ
お
よ
び
そ
の
ウ
ワ
ク
ン
デ
に
対
す
る
国
王C

ク
ロ
タ
ー
ル

hlothar

（I

三
世

II. 

あ
る
い
は

I

四
世

V.

）
の
確
認
ウ
ワ
ク
ン
デ
を
排
除
し
て
、M

arigilo

︹M

マ

ロ

イ

ユ

aroilles

︺
の
大
修
道
院
長H

orm
ungus

︹
＝
被
告
︺
敗
訴
、
聖D

ド
ゥ
ニ

enis

の
大
修

道
院
長F

ulrad

︹
＝
原
告
︺
勝
訴
の
判
決
を
下
し
た
。（
小
）P

ピ

ピ

ン

ippin

はF
ulrad

︹
＝
原
告
︺
に
係
争
物
を
、
す
な
わ
ち
国
庫
財
産
で
あ

るSolem
ium

︹S

ソ

レ

ム

olesm
es

︺
の
地
に
あ
る
、C

rux
︹C
ク
ロ
ワ

roix

︺
と
呼
ば
れ
て
い
る
聖M

マ
ル
テ
ィ
ン

artins

礼
拝
堂
をw

adium

とfestuca

（
棒
）
を

用
い
て
引
き
渡
し
た
。

 
A

ttiniaco

︹A

ア
テ
ィ
ニ
ー

ttigny

︺v

ヴ
ィ
ラ

illa

の
宮
廷　

七
�
〇
年
八
月
�
七
日

試
訳

　

尊
き
人
で
あ
る
宮
宰
︹
小
︺P

ピ

ピ

ン

ippin. 

主
が
王
国
統
治
を
委
ね
て
い
る
者
は
、
す
べ
て
の
訴
訟
（cunctorum

）
に
つ
き
審
理
を
し
て
、

陳
述
や
反
論
を
通
し
て
当
事
者
間
で
や
り
取
り
が
な
さ
れ
・
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
大
い
に
理
解
を
深
め
事
件
の
難
問
を
遠
ざ
け
る
こ
と
が
行

�
〇
〇
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わ
れ
、
そ
し
て
そ
こ
で
は
公
正
が
極
め
て
明
る
く
輝
き
、
そ
の
状
況
の
も
と
合
意
の
歩
み
が
始
ま
り
・
か
く
し
て
良
き
判
決
が
与
え
ら
れ
る

よ
う
、
注
意
深
く
調
べ
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（C

ui D
om

inus regendi curam
 com

m
ittit, cunctorum

 iurgia exam
inatione 

diligenti rim
ari oportet, ut iuxta propositionis vel responsionis alloquia inter alterutrum

 salubris donetur sententia, 

quo fiat ut et nodos causarum
 vivaci m

entis acum
ine coerceat, et ubi praelucet iustitia, illic gressum

 deliberationis 

im
ponat.

）。
さ
て
（Igitur

）、
余
が
、
神
の
御
名
に
お
い
て
、
偉
き
者
た
ち
や
使
徒
の
後
継
者
（apostolicus

）
た
ち
で
あ
り
父
た
ち
で

あ
る
司
教
た
ち
あ
る
い
は
尊
き
人
で
あ
る
太
公
（dux

）
た
ち
そ
し
て
ま
た
伯
た
ち
と
共
にA

ttiniaco

︹A

ア
テ
ィ
ニ
ー

ttigny

︺v

ヴ
ィ
ラ

illa

の
余
の
宮
廷
に
、

あ
ら
ゆ
る
訴
え
（causae
）
を
聞
き
そ
し
て
公
正
に
審
理
を
す
る
こ
と
に
よ
り
（recto iudicio

）
そ
の
訴
え
に
決
定
を
下
す
（term

inare

）

べ
く
い
る
時
、
そ
こ
に
、
余
の
守
護
者
で
あ
る
偉
大
な
御
方D

ド
ゥ
ニ

enis

の
私
財
で
あ
り
、
そ
の
気
高
く
偉
大
な
御
方D

ド
ゥ
ニ

enis

が
そ
こ
に
ご
遺

骸
で
安
ら
い
給
う
修
道
院
の
・
そ
し
て
ま
た
大
修
道
院
長F

ulradus

︹
＝
原
告
︺
が
多
く
の
修
道
士
の
�
団
と
共
に
キ
リ
ス
ト
の
賞
讃
を

歌
う
た
め
に
（ad laudes C

hristi canendas
）
自
己
を
捧
げ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
修
道
院
の
そ
の
大
修
道
院
長
の
高
貴
な
る
人

F
ulradus

︹
＝
原
告
︺
が
来
て；

そ
し
て
、M

arigilo

︹M

マ

ロ

イ

ユ

aroilles

︺
修
道
院
の
大
修
道
院
長
で
あ
る
高
貴
な
人H

orm
ungus

︹
＝
被
告
︺

を
訴
え
、
聖M

マ
ル
テ
ィ
ン

artinus

を
讃
え
る
た
め
に
建
立
さ
れH

ainoavio

地
域
圏
（pagus

：H

エ

ノ

ー

ainaut

）
に
建
て
ら
れ
て
い
る
、
故C

ヒ
ル
デ
ベ
ル
ト

hildebert

国
王
と
故C

ク
ロ
タ
ー
ル

hlothar

国
王
が
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
手
で
有
効
な
ら
し
め
た
そ
れ
ぞ
れ
の
国
王
ウ
ワ
ク
ン
デ
（per suas praeceptiones eorum

 

m
anibus roboratas

）
に
よ
っ
て
聖D

ド
ゥ
ニ

enis

の
聖
所
（casa
）
に
寄
進
し
た
・
そ
し
て
そ
の
後
同
聖D

ド
ゥ
ニ

enis

修
道
院
の
高
貴
な
人

C
hillardus

大
修
道
院
長︹
＝
原
告F

ulradus

よ
り
も
前
の
大
修
道
院
長
︺が
故D

ダ
ゴ
ベ
ル
ト

agobert

国
王
の
面
前
で
判
決
ウ
ワ
ク
ン
デ（iudicium

 

evindecatum

）
を
受
け
取
り
・
そ
し
て
殉
教
者
聖D

ド
ゥ
ニ

enis

の
そ
の
聖
所
（casa

）
の
所
有
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
（contingebat ad 

habendum

）、Crux

︹C

ク
ロ
ワ

roix

︺
と
呼
ば
れ
て
い
る
あ
る
礼
拝
堂
（oratorium
）
を
、Uuassoniaco

︹W

ヴ
ァ
シ
ニ
ー

assigny

︺、Vertino

︹V

ヴ
ェ
ル
テ
ン

ertain?

︺、

Santa

、A
lbuniaco

、F
arinaria

と
呼
ば
れ
て
い
る
所
に
あ
る
、
そ
の
礼
拝
堂
の
付
属
物
と
共
に
、
同H

orm
ungus

大
修
道
院
長
︹
＝
被

�
〇
�
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告
︺
は
不
正
に
略
奪
し
た
（retinebat iniuste

）、と
い
う
理
由
で
︹
そ
の
礼
拝
堂
と
礼
拝
堂
の
付
属
物
の
︺
返
還
請
求
を
し
た
。
然
し
て
、

同H
orm

ungus

︹
＝
被
告
。
テ
キ
ス
ト
で
はH

orm
undus

に
な
っ
て
い
る
︺は
直
ぐ
に
出
頭
し
て
、Hainoavio

︹H

エ

ノ

ー

ainaut

︺地
域
圏（pagus

）

に
あ
る
、
国
庫
に
帰
属
す
るSolem

ium

︹S

ソ

レ

ム

olesm
es

︺︹
の
地
︺
に
建
て
ら
れ
て
い
る
同
礼
拝
堂
や
同
礼
拝
堂
に
帰
属
し
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
な
そ
の
礼
拝
堂
の
付
属
物
を
不
正
に
略
奪
し
て
は
い
な
い
、と
答
え
た
（dedit in responsis

）。
さ
ら
に
、Horm

ungus

︹
＝
被
告
︺

は
、
尊
き
人R

odbertus

はM
arigilo

︹M

マ

ロ

イ

ユ

aroilles

︺
修
道
院
に
建
立
さ
れ
て
い
る
聖P

ペ

テ

ロ

etrus

の
聖
所
（casa

）
に
同
礼
拝
堂
を
そ
の
礼

拝
堂
の
付
属
物
と
共
に
寄
贈
、
寄
進
し
・
そ
し
て
そ
の
あ
と
故C

ク
ロ
タ
ー
ル

hlothar

国
王
は
彼
︹
＝C

ク
ロ
タ
ー
ル

hlothar

国
王
︺
の
国
王
確
認
ウ
ワ
ク
ン
デ
に

よ
っ
て
︹
い
ま
こ
こ
で
︺
調
べ
ら
れ
る
︹
、
尊
き
人R

odbertus

の
︺
こ
の
死
後
寄
進
ウ
ワ
ク
ン
デ
を
確
認
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
こ
と

の
故
に
、
同
礼
拝
堂
を
不
正
に
略
奪
し
て
は
い
な
い
、
と
述
べ
、
そ
し
て
、
か
く
し
て
、H

orm
ungus

︹
＝
被
告
︺
は
直
ぐ
に
、
自
分
の

手
元
に
所
持
し
て
い
る
、
と
断
言
し
た
、︹
尊
き
人R

odbertus

の
︺同
死
後
寄
進
ウ
ワ
ク
ン
デ
と
同
国
王
確
認
ウ
ワ
ク
ン
デ
を
、
調
べ
る
た

め
に
余
に
差
し
出
し
た
（et postea C
hlotharius quondam

 rex per suam
 confirm

ationem
 regalem

 inspecto ipso testam
ento 

confirm
asset et ipsum

 oratorium
 cum

 suis adiacentiis, et pro hoc ipsum
 oratorium

 non retineret iniuste, unde et in 

praesenti ipsum
 testam

entum
 vel ipsas confirm

ationes regales, quas habere se prae m
anibus affirm

abat, nobis protulit 

ad recensendum
.

）。
し
か
し
、
先
に
名
前
の
挙
げ
ら
れ
たF

ulradus

大
修
道
院
長
︹
＝
原
告
︺
は
、
い
ま
名
前
の
挙
げ
ら
れ
た
偉
大
な

御
方
・
故C

ヒ
ル
デ
ベ
ル
ト

hildebert

国
王
と
故C

ク
ロ
タ
ー
ル

hlothar

国
王
の
そ
れ
ぞ
れ
の
国
王
ウ
ワ
ク
ン
デ
（praeceptiones

）、
あ
る
い
は
�
人
の
国
王
が
そ

れ
ぞ
れ
そ
の
手
で
有
効
な
ら
し
め
た
そ
れ
ぞ
れ
の
確
認
ウ
ワ
ク
ン
デ
（confirm

ationes

）、
さ
ら
に
ま
た
、C

hillardus

大
修
道
院
長
︹
＝

原
告F

ulradus

以
前
の
大
修
道
院
長
︺
が
故D

ダ
ゴ
ベ
ル
ト

agobert

国
王
の
面
前
で
か
の
時
に
（illis tem

poribus

）
受
け
取
っ
た
判
決
ウ
ワ
ク
ン
デ

（iudicium
 evindicatum

）
を
直
ぐ
に
、
読
む
た
め
に
差
し
出
し
た
。
さ
て
、
残
さ
れ
て
い
る
か
の
そ
れ
ぞ
れ
の
国
王
ウ
ワ
ク
ン
デ

（praeceptiones

）、
そ
し
て
確
認
ウ
ワ
ク
ン
デ
（confirm

atio

）、
あ
る
い
はH

orm
ungus

︹
＝
被
告
︺
が
所
持
し
て
い
る
と
述
べ
た
か

�
〇
�
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の
死
後
寄
進
ウ
ワ
ク
ン
デ
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ら
は
か
く
の
如
く
相
互
に
食
い
違
っ
て
い
る
の
で
、
敬
う
べ
き
人
び
と
（boni hom

ines

）

や
立
派
な
人
び
と
（m

agnifici viri

））
7
（

、
同
じ
く
い
ま
名
前
の
挙
げ
ら
れ
た
人
び
と
が
そ
れ
ぞ
れ
の
国
王
ウ
ワ
ク
ン
デ
（praeceptiones

）

は
真
正
な
も
の
か
を
注
意
深
く
調
べ
た
結
果
（tam

 per bonos hom
ines et m

agnificos viros quam
 per iam

 dictas praeceptiones 

diligenter veritatem
 inquirentes

）、
余
は
、
同H

orm
ungus

︹
＝
被
告
︺
の
公
正
が
非
明
白
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
（invenim

us 

quod ibidem
 nulla iustitia ipsius H

orm
ungi abbatis apparet

）・
そ
し
て
直
ち
に
大
修
道
院
長F

ulradus

︹
＝
原
告
︺
の
提
出
し
た

複
数
の
先
の
国
王
ウ
ワ
ク
ン
デ
（praeceptiones

）
を
正
当
と
認
め
た
（recognovit

）、
し
た
が
っ
てH

orm
ungus

︹
＝
被
告
︺
は
同
国

王
ウ
ワ
ク
ン
デ
に
反
し
て
申
し
立
て
を
し
た
り
あ
る
い
は
異
議
を
唱
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
（nihil potuit contra ipsas dicere aut 

opponere

）：
ま
たH

orm
ungus

︹
＝
被
告
︺
がC

rux

︹C

ク
ロ
ワ

roix

︺
と
呼
ば
れ
て
い
る
同
礼
拝
堂
（oratorium

）
を
そ
の
礼
拝
堂
の
上
記

の
付
属
物
と
共
に
、︹
ま
た
︺
彼
︹
＝
被
告H
orm

ungus

︺
のw

adium

を
以
て
、
同F

ulradus

大
修
道
院
長
︹
＝
原
告
︺
に
直
ち
に
返

還
し
た
こ
と
あ
る
い
は
所
有
を
回
復
さ
せ
た
こ
と
・
そ
し
て
彼
︹
＝
被
告H

orm
ungus

︺
のfestuca

（
棒
）
を
用
い
て
完
全
に
そ
こ
︹
＝

礼
拝
堂
や
そ
の
付
属
物
︺
か
ら
立
ち
退
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
（una cum

 suum
 uuadium

 ipsi F
ulrado abbati visus fuerit 

reddedisse vel revestisse, et per suam
 festucam

 se in om
nibus exinde dixit esse exitum

）。
そ
れ
故
に
、
余
は
、
余
の
偉
大

な
紳
士
た
ち
と
共
に
、H
orm

ungus

︹
＝
被
告
︺
は
申
し
立
て
を
し
た
り
あ
る
い
は
異
議
を
唱
え
る
と
い
う
仕
方
で
先
の
国
王
ウ
ワ
ク
ン

デ
に
反
し
て
決
し
て
振
る
舞
え
な
い
し
・
ま
たH

orm
ungus

︹
＝
被
告
︺
は
直
ち
に
そ
こ
︹
＝C

rux

︿C

ク
ロ
ワ

roix

﹀
と
呼
ば
れ
て
い
る
同
礼

拝
堂
や
そ
の
付
属
物
︺
か
ら
立
ち
退
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、H

orm
ungus

︹
＝
被
告
︺
が
余
に
調
べ
る
た
め
に
提
出
し
た
同
死
後
寄
進
ウ

ワ
ク
ン
デ
は
永
久
に
い
か
な
る
効
果
も
与
え
ら
れ
な
い
し
、
効
力
が
無
く
無
効
で
あ
り
続
け
る
、
と
判
決
を
下
す
こ
と
を
決
定
し
た

（decrevim
us iudicasse

）。
然さ

れ
ば
（P

ropteria

）、
余
は
、F

ulradus

大
修
道
院
長
︹
＝
原
告
︺
は
、
聖M

マ
ル
テ
ィ
ン

artinus

を
讃
え
る
た
め
に

建
立
さ
れ
、H

ainoavio

︹H

エ

ノ

ー

ainaut

︺
地
域
圏
（pagus

）
に
あ
る
、
国
庫
に
帰
属
す
るSolem

ium

︹S

ソ

レ

ム

olesm
es

︺︹
の
地
︺
に
建
て
ら
れ

�
〇
三



（　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
四
巻
三
号�

�
八

メ
ロ
ヴ
ィ
ン
グ
時
代
の
宮
宰P

lacita

に
み
る
裁
判
の
か
た
ち

て
い
る
、C

rux

︹C

ク
ロ
ワ

roix

︺
と
呼
ば
れ
て
い
る
同
礼
拝
堂
（oratorium

）
を
先
に
名
前
の
挙
げ
ら
れ
た
、
同
礼
拝
堂
の
付
属
物
と
共
に

H
orm

ungus

︹
＝
被
告
︺
大
修
道
院
長
あ
る
い
は
彼
︹
＝
被
告H

orm
ungus

︺
の
後
継
者
た
ち
に
対
抗
し
て
殉
教
者
聖D

ド
ゥ
ニ

enis

の
側
の
た

め
に
︹
本
判
決
に
基
づ
き
︺
い
つ
ま
で
も
所
有
し
、
そ
の
所
有
権
を
防
御
す
る
（habeat elidicatum

）
よ
う
、
そ
し
て
ま
た
こ
の
の
ち
い

つ
ま
で
も
本
礼
拝
堂
と
そ
の
付
属
物
を
原
因
と
す
る
予
期
せ
ぬ
訴
訟
が
両
当
事
者
の
間
で
起
き
ぬ
よ
う
（partibus sancti D

ionisii 

m
artyris om

ni tem
pore habeat evindecatum

 atque elidicatum
, et sit inter ipsos in postm

odum
 ex hac re om

ni tem
pore 

sopita causatio

）
命
ず
る
（iubem

us

）。

　

最
も
輝
か
し
いC

ヒ

ル

デ

リ

ヒ
hilderich

国
王
の
治
世
八
年
目
八
月
十
七
日
に
授
与
さ
れ
た
。

　

W
ineram

nus

が
命
じ
ら
れ
て
確
認
し
た
。

解
説

　
【
形
式
な
ど
】
試
訳
中
で
言
及
さ
れ
て
い
る
、C
ヒ
ル
デ
ベ
ル
ト

hildebert

（
三
世
：
在
位
六
四
九
～
七
�
�
年
）
の
ウ
ワ
ク
ン
デ
は
写
し
で
伝
え
ら
れ

て
い
る
（H

eidrich, S. 108

）。

　
【
宮
宰
】（
小
）P

ピ

ピ

ン

ippin.

　
【
国
王
】C

ク
ロ
タ
ー
ル

hlothar

に
つ
い
て
は
、C ク
ロ
タ
ー
ル

hlothar

�
世
（
在
位
�
八
四
～
六
�
九
／
三
〇
年
）
あ
る
い
は
四
世
（
在
位
七
�
七
～
七
�
八
年
）

だ
と
す
る
説
も
あ
る
が
、H

eidrich

は
三
世
（
在
位
六
�
七
～
六
七
三
年
）
だ
と
推
測
し
て
い
る
（S. 10

）。

　

こ
の
時
の
国
王
は
、C

ヒ

ル

デ

リ

ヒ

hilderich I

三
世

II.

　
【
人
名
】
係
争
対
象
の
元
も
と
の
所
有
者
で
あ
っ
たR

odbertus

と
は
、K

カ
ー
ル

arl M
マ
ル
テ
ル

artell

の
時
代
の
、M

マ
ー
ス

aas

川
の
中
部
地
域
の
伯
か
あ
る

い
は
太
公
のC

hrodebertus

で
あ
る
、
と
い
う
説
が
あ
る
（H

eidrich, S. 108
）。M
マ
ー
ス

aas

川
（
フ
ラ
ン
ス
語
で
はM

ム

ー

ズ

euse

）
は
、
フ
ラ
ン

�
〇
四



（　
　
　

）

メ
ロ
ヴ
ィ
ン
グ
時
代
の
宮
宰P

lacita

に
み
る
裁
判
の
か
た
ち

同
志
社
法
学　

六
四
巻
三
号�

�
九

ス
北
東
部
を
源
流
と
し
て
ベ
ル
ギ
ー
を
抜
け
、
河
口
を
オ
ラ
ン
ダ
と
す
る
全
長
九
〇
〇
㎞
ほ
ど
の
川
で
あ
る
。
そ
の
川
の
中
流
域
地
帯
と
は

だ
い
た
い
ど
の
あ
た
り
な
の
か
を
示
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
川
沿
い
の
地
名
で
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
て
い
る
の
は
、S

ス

ダ

ン

edan

︹
地
図
Ⅰ―

13
︺
あ
た
り
で
あ
る
。S

ス

ダ

ン

edan

は
、
パ
リ
か
ら
東
北
東
へ
�
�
〇
㎞
ほ
ど
の
所
に
あ
る
。

　
【
開
廷
地
】A

ttiniaco v

ヴ
ィ
ラ

illa

︹A

ア
テ
ィ
ニ
ー

ttigny

：
地
図
Ⅰ―

２
︺。A

ア
テ
ィ
ニ
ー

ttigny

は
、
パ
リ
か
ら
東
北
東
へ
�
八
〇
㎞
ほ
ど
の
所
に
あ
る
。

　
【
作
成
地
】A

ttiniaco v

ヴ
ィ
ラ

illa

︹A

ア
テ
ィ
ニ
ー

ttigny

︺。

　
【
係
争
対
象
所
在
地
】
係
争
対
象
で
あ
るC

rux

︹C

ク
ロ
ワ

roix

︺
礼
拝
堂
（oratorium

）
の
所
在
地
はSolem

ium

︹S

ソ

レ

ム

olesm
es

：
地
図
Ⅰ―

16
︺。
礼
拝
堂
の
付
属
物
の
所
在
地
で
地
名
の
同
定
が
で
き
て
い
る
の
は
、U

uassoniaco

︹W

ヴ
ァ
シ
ニ
ー

assigny

：
地
図
Ⅰ―

21
︺、V

ertino

︹V

ヴ
ェ
ル
テ
ン

ertain ?

：
地
図
Ⅰ―

20
︺。
同
定
が
で
き
て
い
な
い
の
がSanta, A

lbuniaco, F
arinaria. S

ソ

レ

ム

olesm
es

は
、
パ
リ
か
ら
北
東
へ
�
七
〇

㎞
ほ
ど
の
所
に
あ
る
。W

ヴ
ァ
シ
ニ
ー

assigny

は
、
パ
リ
か
ら
東
北
東
寄
り
へ
�
六
〇
㎞
ほ
ど
の
所
に
あ
る
。V

ヴ
ェ
ル
テ
ン

ertain

は
、
パ
リ
か
ら
北
東
へ
�
八
〇

㎞
ほ
ど
の
所
に
あ
る
。

　

C
rux

︹C

ク
ロ
ワ

roix

︺
礼
拝
堂
が
建
て
ら
れ
て
い
る
地
域
圏
はH

エ

ノ

ー

ainaut

だ
と
書
か
れ
て
い
る
。
現
在
の
ベ
ル
ギ
ー
に
あ
るH

エ

ノ

ー

ainaut

︹
地
図

Ⅰ―

６
︺
や
今
の
フ
ラ
ン
ス
に
あ
るU

uassoniaco
︹W
ヴ
ァ
シ
ニ
ー

assigny

︺、V
ertino

︹V

ヴ
ェ
ル
テ
ン

ertain?

︺
を
含
み
東
西
に
広
が
る
地
域
で
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
。H

エ

ノ

ー

ainaut

は
、
パ
リ
か
ら
北
東
へ
�
四
〇
㎞
ほ
ど
の
所
に
あ
る
。

　

被
告H

orm
ungus

はM
arigilo

︹M

マ

ロ

イ

ユ

aroilles

︺
修
道
院
の
大
修
道
院
長
で
あ
る
。
そ
の
修
道
院
が
あ
るM

マ

ロ

イ

ユ

aroilles

︹
地
図
Ⅰ―

９
︺
は
、

パ
リ
か
ら
北
東
へ
�
八
〇
㎞
ほ
ど
の
所
に
あ
る
。

（
５
）　N

r. 22

〔75

〕（O
riginal, 751 Juni 20, A

ttiniaco in palatio publico

）

要
旨
：
尊
き
人
で
あ
る
宮
宰
（
小
）P

ピ

ピ

ン

ippin

は
、
聖D

ド
ゥ
ニ

enis

修
道
院
の
大
修
道
院
長F

ulradus

︹
＝
原
告
︺
と
、S

セ
ッ
ト

ept-M

ム

ル

eules

修
道
院

�
〇
�



（　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
四
巻
三
号�

三
〇

メ
ロ
ヴ
ィ
ン
グ
時
代
の
宮
宰P

lacita

に
み
る
裁
判
の
か
た
ち

の
女
子
大
修
道
院
長R

agana

の
フ
ォ
ー
ク
トL

egitem
us

︹
＝
被
告
︺
と
の
間
の
、C

コ
ル
ブ
リ
ー

orbery

の
地
を
め
ぐ
る
紛
争
に
判
決
を
下
し
た
。

F
ulradus

︹
＝
原
告
︺
はC

hairebaldus

と
そ
の
妻A

ilberta

の
、
聖D

ド
ゥ
ニ

enis

修
道
院
︹
＝
原
告
側
︺
へ
の
か
か
る
財
産
の
寄
進
に
係
る

ウ
ワ
ク
ン
デ
（testam

entum

：
死
後
寄
進
ウ
ワ
ク
ン
デ
）
を
提
示
し
た
。L

egitem
us

︹
＝
被
告
︺
は
、S

セ
ッ
ト

ept-M

ム

ル

eules

修
道
院
に
こ
の

財
産
を
寄
進
し
たF

ranca

の
ウ
ワ
ク
ン
デ
（carta

）
を
提
示
し
た
。（
小
）P

ピ

ピ

ン

ippin

とL
egitem

us

︹
＝
被
告
︺
は
、
聖D

ド
ゥ
ニ

enis

に
有
利

な
結
果
に
な
る
か
た
ち
で
、Fulradus

︹
＝
原
告
︺
が
提
示
し
た
ウ
ワ
ク
ン
デ
は
真
正
な
も
の
で
あ
る
、と
認
め
た
：F

ulradus

︹
＝
原
告
︺

はw
adium

とfestuca
（
棒
）
を
以
て
財
産
を
返
還
さ
れ
た
。
判
決
は
、（
小
）P

ピ

ピ

ン

ippin

と
そ
の
誠
実
の
士
た
ち
のN

ibulfus

、D
ado

、

D
iddo

、C
hagnericus

、
同
じ
くB

raico

、
そ
れ
に
宮
中
伯
代
理
のW

ineram

に
よ
っ
て
下
さ
れ
た
。

 
A

ttiniaco

︹A

ア
テ
ィ
ニ
ー

ttigny

︺
の
国
王
の
館や
か
た　

七
�
�
年
六
月
�
〇
日

試
訳

　
（C

.

））
8
（

尊
き
人
で
あ
る
宮
宰
︹
小
︺P

ピ

ピ

ン

ippin
が
、A

ttiniaco

︹A

ア
テ
ィ
ニ
ー

ttigny

︺
に
あ
る
国
王
の
館や
か
たに

（in palacio publico

）、
あ
ら
ゆ
る
訴

え
を
聞
き
そ
し
て
公
正
に
審
理
を
す
る
こ
と
に
よ
り
︹
そ
の
訴
え
に
︺
決
定
を
下
す
べ
く
（ad universorum

 causas audiendum
 vel 

recta iudicia term
enandum

）
い
る
時
、
そ
こ
に
、
偉
大
な
御
方
で
あ
る
聖D

ド
ゥ
ニ

enis

の
修
道
院
で
あ
っ
て
、
気
高
き
御
方
聖D

ド
ゥ
ニ

enis

が

ご
遺
骸
で
そ
こ
に
安
ら
い
給
う
修
道
院
の
大
修
道
院
長F

ulradus
︹
＝
原
告
︺
が
来
て
、L

egitem
us

︹
＝
被
告
︺
と
い
う
名
前
の
、
女
子

大
修
道
院
長R

agana

︹
＝
被
告
︺
の
防
護
職
（advocatus

）
を
訴
え
、
同R

agana

︹
＝
被
告
︺
や
、Septem

olas

︹S

セ
ッ
ト

ept-M

ム

ル

eules

︺

に
あ
る
、
そ
のR

agana

︹
＝
被
告
︺
の
修
道
院
の
代
理
人
た
ち
はTellau
︹L
ルe T

タ
ル
ー

alou

︺
地
域
圏
の
中
のC

urbrius

︹C

コ
ル
ブ
リ
ー

orbery

︺
と
呼

ば
れ
て
い
る
地
に
あ
る
、
聖D

ド
ゥ
ニ

enis

の
財
産
で
、C

hairebaldus

と
そ
の
妻A

ilberta

が
彼
ら
�
人
の
死
後
寄
進
ウ
ワ
ク
ン
デ
に
よ
っ
て

聖D

ド
ゥ
ニ

enis

の
聖
所
に
贈
与
し
た
そ
の
財
産
を
不
法
、
不
当
に
略
奪
し
た
（ipsa R

agana vel agentis m
onasterii sui Septem

olas res 

�
〇
六



（　
　
　

）

メ
ロ
ヴ
ィ
ン
グ
時
代
の
宮
宰P

lacita

に
み
る
裁
判
の
か
た
ち

同
志
社
法
学　

六
四
巻
三
号�

三
�

sancti D
ionisii post se m

alo urdine retenebat iniuste in loco qui dicitur C
urbrius in pago Tellau quem

 C
hairebaldus et 

uxor sua A
ilberta per eorum

 testam
entum

 ad casa sancti D
ionisii condonarunt.

）
と
い
う
理
由
で
返
還
請
求
を
し
た

（repetebat
）。
そ
こ
で
、
余
は
、
本
件
訴
訟
に
つ
き
、
真
実
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
同
財
産
が
︹
何
処
か
を
経
由
す
る
こ
と
無
し
に
︺

直
接
に
聖D
ド
ゥ
ニ

enis

修
道
院
に
来
た
の
か
を
調
べ
た）

9
（

；

そ
し
て
同L

egitem
us

︹
＝
被
告
︺
は
、
聖D

ド
ゥ
ニ

enis

︹
修
道
院
︺
の
同
ウ
ワ
ク
ン
デ
を

反
駁
す
べ
き
、あ
る
い
は
そ
れ
に
異
議
を
申
し
立
て
る
べ
き
も
の
を
何
ひ
と
つ
持
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、そ
れ
故
に
、Legitem

us

︹
＝

被
告
︺
は
直
ち
に
︹
聖D
ド
ゥ
ニ

enis

修
道
院
の
︺
同
ウ
ワ
ク
ン
デ
は
全
て
の
点
に
お
い
て
真
正
の
も
の
で
あ
る
と
表
明
し
、
そ
し
て
そ
の
あ
と

L
egitem

us

︹
＝
被
告
︺
は
彼
︹
＝
被
告
︺
のw

adium

を
手
渡
す
こ
と
に
よ
りC

urbrius

︹C

コ
ル
ブ
リ
ー

orbery

︺
に
あ
る
同
財
産
に
つ
き
聖

D

ド
ゥ
ニ

enis

修
道
院
の
訴
え
に
係
り
マ

w
adium

を
手
渡
す
こ
と
に
よ
りマ

同F
ulradus

大
修
道
院
長
︹
＝
原
告
︺
に
所
有
を
回
復
さ
せ
た
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
る
、
ま
た
、L

egitem
us

︹
＝
被
告
︺
は
、
彼
︹
＝
被
告
︺
のfestuca

（
棒
）
を
用
い
て
彼
︹
＝
被
告
︺
の
名
に
お
い
て
ま

た
同
様
に
女
子
大
修
道
院
長R

agana

︹
＝
被
告
︺
と
同
女
子
大
修
道
院
長
のSeptem

olas

︹S

セ
ッ
ト

ept-M

ム

ル

eules

︺
修
道
院
の
代
理
人
た
ち
の

名
に
お
い
て
そ
こ
︹
＝
係
争
対
象
財
産
︺
か
ら
立
ち
退
い
た
、
と
表
明
し
た
（U

nde et nos ac causa pro veretate inquesivim
us 

quod ipsas ris per drictum
 ad casa sancti D

ionisii aderant; et ipsi L
egitem

us nulla habuit quod contra ipsa instrum
enta 

san
cti D

ion
isii d

icere au
t obp

on
ere d

ibu
issit, u

n
d

e et d
e p

resen
te ip

sa stru
m

en
ta in

 om
n

ibu
s veraces esse d

ixit, et 

postea per suo uuadio ipso F
ulrado abbati de ipsas res in C

urborio per suo uuadio in causa sancti D
ionisii visus fuit 

revestisse et per suo fistugo sibi exinde dixit esse exitum
 tam

 pro se quam
 pro ipsius R

aganam
 abbatissa vel agentis 

m
onasterii sui Septem

olas.

）。
そ
の
あ
と
（P

roinde

）、
余
は
、
余
の
誠
実
の
士
た
ち
、――

そ
れ
はN

ibulfus

、D
ado

、Diddo

、

C
hagnericus

、Braico

そ
し
て
余
の
宮
中
伯
に
代
わ
っ
て
出
席
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
るU

uineram

あ
る
い
は
そ
の
他
の
多
く

の
者
た
ち
で
あ
る
が―

―

、
そ
れ
ら
の
余
の
誠
実
の
士
た
ち
と
共
に
、Septem

olas

︹S

セ
ッ
ト

ept-M

ム

ル

eules

︺
修
道
院
の
女
子
大
修
道
院
長

�
〇
七



（　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
四
巻
三
号�

三
�

メ
ロ
ヴ
ィ
ン
グ
時
代
の
宮
宰P

lacita

に
み
る
裁
判
の
か
た
ち

R
agana

︹
＝
被
告
︺
の
防
護
職
（advocatus

）
の
同L

egitem
us

︹
＝
被
告
︺
は
直
ち
に
出
廷
し
た
が
、
同R

agana

︹
＝
被
告
︺
と
そ

の
代
理
人
た
ち
が
そ
の
こ
と
の
故
にC

urbrius

︹C

コ
ル
ブ
リ
ー

orbery

︺
に
あ
る
聖D

ド
ゥ
ニ

enis

修
道
院
の
同
財
産
を
所
有
す
べ
き
な
の
だ
、
と
い
う
根
拠

を
何
ひ
と
つ
示
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
・
そ
れ
故
にL

egitem
us

︹
＝
被
告
︺
は
直
ぐ
に
彼
︹
＝
被
告
︺
のw

adium

を
手
渡
す
こ
と
に

よ
り
同
大
修
道
院
長F

ulradus

︹
＝
原
告
︺
に
所
有
を
回
復
さ
せ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
・
ま
たL

egitem
us

︹
＝
被
告
︺
は
彼
︹
＝

被
告
︺のfestuca
（
棒
）を
用
い
て
そ
こ︹
＝
係
争
対
象
財
産
︺か
ら
立
ち
退
い
た
と
表
明
し
た
、と
判
決
を
下
し
た
。
然さ

れ
ば（P

ropteria

）、

本
件
訴
訟
が
こ
の
よ
う
に
行
わ
れ
あ
る
い
は
為
し
終
え
ら
れ
た
か
ら
に
は
、
同F

ulradus

大
修
道
院
長
︹
＝
原
告
︺
や
聖D

ド
ゥ
ニ

enis

の
聖
所

あ
る
い
は
同F

ulradus

大
修
道
院
長
︹
＝
原
告
︺
の
後
継
者
た
ち
は
、C

urbrius

︹C

コ
ル
ブ
リ
ー

orbery

︺
に
あ
る
同
財
産
を
、C

hairebaldus

と

そ
の
妻A

ilberta

が
彼
ら
�
人
の
ウ
ワ
ク
ン
デ
に
よ
っ
て
︹
そ
し
て
ま
た
︺
所
有
移
転
を
行
う
こ
と
で
聖D

ド
ゥ
ニ

enis

の
聖
所
に
贈
与
し
た
限

り
で
、
同R

agana

女
子
大
修
道
院
長
︹
＝
被
告
︺
や
そ
の
女
子
大
修
道
院
長R

agana

︹
＝
被
告
︺
のSeptem

olas

︹S

セ
ッ
ト

ept-M

ム

ル

eules

︺

修
道
院
の
代
理
人
た
ち
に
対
抗
し
て
・
ま
た
同L

egitem
us

︹
＝
被
告
︺
や
そ
の
後
継
者
た
ち
に
対
抗
し
て
︹
本
判
決
に
基
づ
き
︺
所
有
し
、

そ
の
所
有
権
を
防
御
す
る
こ
と
・
そ
し
て
両
当
事
者
の
間
で
こ
の
の
ち
本
財
産
を
原
因
と
す
る
予
期
せ
ぬ
訴
訟
が
い
つ
ま
で
も
起
き
ぬ
よ
う
、

余
は
命
ず
る
（
⋮
⋮fuem

us iudicasse ut dum
 ipsi L

egitem
o advocata R

agane abbatissa de m
onastherio Septem

olas in 

presente adistabat, et nulla potuit tradere racionis per quid ipsas ris sancti D
ionisii in C

urborio ipsa R
agana aut agentis 

sui habere dibuissit et de presente F
ulrado abbati exinde per suo uuadio visus fuit revestisse et per suo fistugo sibi 

exinde dixit esse exitum
. P

ropteria iobem
us ut dum

 ac causa sic acta vel perpetrata fuit ipsi F
ulradus abba vel casa 

san
cti D

ion
isii seo su

ccessoris su
i ip

sas ris in
 C

orborio d
e qu

an
tu

m
 qu

od
 C

h
airebald

u
s et con

iu
x su

a A
ilberta p

er 

eoru
m

 in
stru

m
en

tu
m

 m
an

u
s p

otestad
ivas ad

 casa san
cti D

ion
isii con

d
on

aru
n

t con
tra ip

sa R
agan

an
e abbatissa vel 

agen
tis m

on
asth

erii su
i S

ep
tem

olas vel in
 con

tra ip
siu

s L
egitem

o seo su
ccessoris eoru

m
 h

abiat evin
d

icatas ad
qu

e 

�
〇
八
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）

メ
ロ
ヴ
ィ
ン
グ
時
代
の
宮
宰P

lacita

に
み
る
裁
判
の
か
た
ち

同
志
社
法
学　

六
四
巻
三
号�

三
三

elidiatas; et sit inter eos in postm
odum

 ex ac re om
neque tem

pore subita causacio.

）

　
（C

.
）U

uineram
nus

が
確
認
し
、
署
名
し
た
（S. R

., N
. T.

）（S. I.

）

　

C

ヒ

ル

デ

リ

ヒ

hilderich

国
王
の
治
世
九
年
目
六
月
�
十
日
に
授
与
さ
れ
た
。

解
説

　
【
形
式
な
ど
】
テ
キ
ス
ト
冒
頭
に
略
記
号
（C

.

）
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
にC

ク
リ
ス
モ
ン

hrism
on

、
す
な
わ
ち
キ
リ
ス
ト
に
呼
び
か
け
て
い
る
こ

と
を
象
徴
的
に
表
現
す
る
符
合
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
略
記
号
（C

.

）
が
あ
る
の
は
こ
のN

r. 22

だ
け
で
あ
り
、ほ
か
の
四
通
に
は
無
い
。

テ
キ
ス
ト
の
下
か
ら
�
行
目
に
も
略
記
号
（C

.

）
が
あ
る
。
ほ
か
の
四
通
に
は
無
い
。

　
【
宮
宰
】（
小
）P

ピ

ピ

ン

ippin.

　
【
国
王
】C

ヒ

ル

デ

リ

ヒ

hilderich I

三
世

II.

　
【
開
廷
地
】A

ttiniaco

︹A

ア
テ
ィ
ニ
ー

ttigny

：
地
図
Ⅰ―
２
︺。A

ア
テ
ィ
ニ
ー

ttigny

は
、
パ
リ
か
ら
東
北
東
へ
�
八
〇
㎞
ほ
ど
の
所
に
あ
る
。

　
【
作
成
地
】A

ttiniaco

︹A

ア
テ
ィ
ニ
ー

ttigny

︺。

　
【
係
争
対
象
所
在
地
】C

urbrius

︹C

コ
ル
ブ
リ
ー

orbery

︺。C

コ
ル
ブ
リ
ー

orbery

を
地
図
上
で
確
認
で
き
な
か
っ
た
が
、H

eidrich, S. 199

に
よ
れ
ば

S

セ
ッ
ト

ept-M

ム

ル

eules

の
近
く
で
あ
る
か
ら
、S

セ
ッ
ト

ept-M

ム

ル

eules

︹
地
図
Ⅰ―

14
︺
をC

コ
ル
ブ
リ
ー

orbery

の
代
わ
り
に
地
図
上
に
示
し
て
お
い
た
。

S

セ
ッ
ト

ept-M

ム

ル

eules

は
、
パ
リ
か
ら
北
北
西
へ
�
四
〇
㎞
ほ
ど
の
所
に
あ
る
。

�
〇
九



（　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
四
巻
三
号�

三
四

メ
ロ
ヴ
ィ
ン
グ
時
代
の
宮
宰P

lacita

に
み
る
裁
判
の
か
た
ち

（
�
）　

散
逸P

lacita

の
概
要

（
１
）　N

r. 59

：
七
〇
九
年
頃

　

宮
宰G
グ
リ
モ
ア
ル
ド

rim
oald

�
世
は
、
裁
判
で
争
わ
れ
て
い
た
、
聖D

デ
ィ
オ
ニ
ュ
シ
ウ
ス

ionysius

の
祝
祭
の
時
の
市い
ち

に
係
る
関
税
に
つ
い
て
聖D

ド
ゥ
ニ

enis

修
道
院
に
そ

の
帰
属
を
認
め
る
判
決
を
下
し
た
。
被
告
は
、
宮
宰G

グ
リ
モ
ア
ル
ド

rim
oald

�
世
本
人
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
（H

eidrich, S. 156

）。

（
２
）　N

r. 60

：
七
〇
〇―
七
〇
九
年
頃

　

宮
宰G

グ
リ
モ
ア
ル
ド

rim
oald

�
世
は
、V

erninse

地
域
（term
inus

）
のC

adolaico

︹C

シ
ャ
ア
リ

haalis

︺
に
あ
る
製
粉
所
の
帰
属
を
聖D

ド
ゥ
ニ

enis

修
道
院
に

認
め
る
判
決
を
下
し
た
。
被
告
は
、
宮
宰G

グ
リ
モ
ア
ル
ド

rim
oald

�
世
の
代
理
人
た
ち
で
あ
る
。
宮
宰G

グ
リ
モ
ア
ル
ド

rim
oald

�
世
は
裁
判
集
会
を
召
集
し
、
自

分
︹
＝
宮
宰G

グ
リ
モ
ア
ル
ド

rim
oald

�
世
︺
の
も
の
で
あ
るV

ernum
 v

ヴ
ィ
ラ

illa

に
住
む
六
人
の
者
と
聖D

ド
ゥ
ニ

enis

修
道
院
の
も
の
で
あ
るL

atiniaco

に
住

む
六
人
の
者
と
が
、
同
製
粉
所
はL

atiniaco
に
帰
属
し
て
い
た
、
と
、
聖M

マ
ル
テ
ィ
ン

artinus

礼
拝
堂
で
宣
誓
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
の

判
決
を
下
し
た
。
宣
誓
聴
取
者
の
尊
き
人R

igofredus

は
宮
宰G

グ
リ
モ
ア
ル
ド

rim
oald

�
世
に
︹
、
�
�
人
の
者
た
ち
は
、
同
製
粉
所
はL

atiniaco

に
帰
属
し
て
い
た
、
と
宣
誓
を
し
た
と
︺
証
言
を
し
た
。
聖D

ド
ゥ
ニ

enis

修
道
院
修
の
代
理
人
た
ち
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
聖D

ド
ゥ
ニ

enis

修
道
院
が

係
争
対
象
の
製
粉
所
の
所
有
を
認
め
ら
れ
る
、R

igofredus
に
よ
り
確
認
さ
れ
宮
宰G

グ
リ
モ
ア
ル
ド

rim
oald

�
世
の
指
輪
に
よ
り
押
印
さ
れ
た
ウ
ワ
ク

ン
デ
を
手
に
し
た
（H

eidrich, S. 157

））
₁₀
（

。

　

K
ölzer 2

に
よ
れ
ば
、
地
名
のC

adolaico

は
、C

シ
ャ
ア
リ

haalis

だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
コ
ミ
ュ
ヌ
（com

m
une

）

F

フ
ォ
ン
テ
ー
ヌ

ontaine-C

シ
ャ
ア
リ

haalis

の
あ
た
り
のC

シ
ャ
ア
リ

haalis

な
の
か
、
そ
れ
と
も
コ
ミ
ュ
ヌT
ト

リ

ニ

horigny-s

シ
ュ
ル

u
r-M

マ

ル

ヌ

arne

のC

シ
ャ
ア
リ

haalis

な
の
か
は
わ
か
っ
て
い
な

い
（S. 734

）。
前
者
は
パ
リ
か
ら
東
北
東
寄
り
へ
30
㎞
ほ
ど
の
所
︹
地
図
Ⅱ―
40
︺
で
あ
る
。
後
者
は
、
パ
リ
か
ら
北
東
へ
41
㎞
ほ
ど
の

所
に
あ
る
。
前
者
は
後
者
か
ら
少
し
北
北
西
寄
り
へ
30
㎞
ほ
ど
の
所
に
あ
る
。

�
�
〇
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）

メ
ロ
ヴ
ィ
ン
グ
時
代
の
宮
宰P

lacita

に
み
る
裁
判
の
か
た
ち

同
志
社
法
学　

六
四
巻
三
号�

三
�

（
３
）　N

r. 66

：
七
三
三―

七
四
一
年

　

K
カ
ー
ル

arl M
マ
ル
テ
ル

artell

は
、M

マ
ル
セ
イ
ユ

arseille

︹
地
図
Ⅱ―

42
︺
の
聖V

ヴ
ィ
ク
ト
ル

ictor

修
道
院
に
対
し
て
財
産
回
復
を
認
め
る
判
決
を
下
し
た
（H

eidrich, S. 

159

）。M
マ
ル
セ
イ
ユ

arseille

は
、
パ
リ
か
ら
南
南
東
寄
り
へ
六
三
〇
㎞
ほ
ど
の
所
に
あ
る
。

（
４
）　N

r. 69
：castrum

 Zülpich 

七
二
三
年
七
月
一
九
日

　

K

カ
ー
ル

arl M

マ
ル
テ
ル

artell

は
、
聖W

andrille

の
大
修
道
院
長B

enignus

と
伯B

ertharius

と
の
間
の
、O

sism
inse

地
域
圏
（pagus

）
に
あ
る

M
onticellos v

ヴ
ィ
ラ

illa

を
め
ぐ
る
争
い
に
つ
い
て
、S

サ
ン
ス

ens

︹
地
図
Ⅱ―

43
︺
の
司
教E

bbo

、K

ケ
ル
ン

öln

︹
地
図
Ⅱ―

41
︺
の
司
教H

aldoinus

、

T

ト
リ
ー
ア

rier

︹
地
図
Ⅱ―

44
︺
の
司
教M

ilo

、
尊
き
人
た
ち
、
そ
し
て
伯Teudericus

、
伯H

rotgarius

、
伯A

nginulfus

、
伯H

aregarius

と
共
に
、
聖W

andrille

修
道
院
勝
訴
の
判
決
を
下
し
た
（H

eidrich, S. 160

）。

　

S

サ
ン
ス

ens

は
パ
リ
か
ら
南
東
へ
�
〇
〇
㎞
ほ
ど
の
所
に
あ
り
、
現
在
の
ド
イ
ツ
に
あ
るK

ケ
ル
ン

öln

は
パ
リ
か
ら
東
北
東
へ
三
九
〇
㎞
、
同
じ
く
現

在
の
ド
イ
ツ
に
あ
るT

ト
リ
ー
ア

rier

は
パ
リ
か
ら
東
北
東
へ
三
〇
八
㎞
ほ
ど
の
所
に
あ
る
。

三　

国
王P

lacita

と
の
違
い

（
�
）　

書
式
の
違
い

　

拙
稿
﹁P

lacita

に
つ
い
て
﹂
の
中
で
、
国
王
ウ
ワ
ク
ン
デ
の
模
範
的
書
式
と
国
王P

プ
ラ
キ
タ

lacita

の
書
式
の
比
較
を
し
て
お
い
た
。
で
は
、
本

稿
の
対
象
で
あ
る
宮
宰P

プ
ラ
キ
タ

lacita

と
国
王P

プ
ラ
キ
タ

lacita

と
は
ど
こ
が
違
う
の
か
。
こ
の
違
い
を
検
討
す
る
た
め
に
、拙
稿
﹁P

lacita

に
つ
い
て
﹂

の
中
の
関
連
記
述
の
必
用
部
分
を
注
で
引
用
し
て
お
く）
₁₁
（

。
以
下
の
記
述
中
の
、
書
式
に
係
る
用
語
の
意
味
内
容
を
こ
の
引
用
文
で
確
認
し
て

�
�
�



（　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
四
巻
三
号�

三
六

メ
ロ
ヴ
ィ
ン
グ
時
代
の
宮
宰P

lacita

に
み
る
裁
判
の
か
た
ち

も
ら
う
た
め
で
あ
る
。
た
だ
し
、
引
用
文
中
のP

プ
ラ
キ
ト
ゥ
ム

lacitum

試
訳
は
、
拙
稿
﹁
国
王P
lacita

に
み
る
裁
判
﹂
�
九
頁
以
下
の
試
訳
に
差
し
替

え
て
い
る
。
書
式
の
問
題
は
、
宮
宰P

プ
ラ
キ
タ

lacita

を
含
む
全
て
の
残
存
ウ
ワ
ク
ン
デ
を
視
野
に
入
れ
て
、H

eidrich-U
rkunden

（S. 36－

39

）
で
扱
わ
れ
て
い
る
。

　

模
範
的
書
式
は
ⅠP

rotokoll

、
ⅡText

、
ⅢE

schatokoll

に
大
き
く
区
分
さ
れ
、
そ
の
三
つ
は
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
中
が
さ
ら
に
次
の
よ

う
に
小
区
分
さ
れ
る
。
Ⅰ
：
１Invocatio　

２Intitulaito m
it D

evotionsform
el　

３Inscriptio m
it Salutatio；

Ⅱ
：
１A

renga　

２P
rom

ulgatio　

３N
arratio　

４D
ispositio　

５P
oenform

el　

６C
orroboratio；

Ⅲ
：
１Subscriptio　

２D
atierung　

３

A
pprecatio.

　
︻
ⅠP

rotokoll

︼
こ
の
小
区
分
の
諸
項
目
と
の
関
係
で
、
散
逸
し
たP

プ
ラ
キ
タ

lacita

を
除
く
�
通
の
宮
宰P

プ
ラ
キ
タ

lacita

を
み
る
と
、Invocatio

が

在
る
の
はN

r. 22

の
�
通
だ
け
で
あ
る
。
国
王P

プ
ラ
キ
タ

lacita

�
〇
通
中
、Invocatio

が
無
い
の
は
�
通
（N

r. 79, 187

）
だ
け
で
あ
る
。

Intitulaito

は
、
宮
宰P

プ
ラ
キ
タ

lacita

に
も
国
王P
プ
ラ
キ
タ

lacita

に
も
全
て
存
在
し
て
い
る
。D

evotionsform
el

に
相
当
す
る
と
思
わ
れ
る
文
言
は
国

王P

プ
ラ
キ
タ

lacita

に
は
見
当
た
ら
な
い
が
、
宮
宰P

プ
ラ
キ
タ

lacita
に
は
存
在
し
て
い
る
。N

r. 16

の
﹁
主
が
統
治
の
職
を
委
ね
し
者
﹂、N

r. 21

の
﹁
主
が

王
国
統
治
を
委
ね
て
い
る
者
﹂
が
そ
れ
で
あ
る
。Inscriptio

は
双
方
のP

プ
ラ
キ
タ

lacita

に
認
め
ら
れ
な
い
。

　
︻
ⅡText

︼A
renga

で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
文
言
は
、�
通
（N

r. 21

）
の
宮
宰P

プ
ラ
キ
タ

lacita

に
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
文
言
と
は
、

以
下
で
あ
る
。﹁
す
べ
て
の
訴
訟
（cunctorum

）
に
つ
き
審
理
を
し
て
、
陳
述
や
反
論
を
通
し
て
当
事
者
間
で
や
り
取
り
が
な
さ
れ
・
そ

の
こ
と
に
よ
っ
て
大
い
に
理
解
を
深
め
事
件
の
難
問
を
遠
ざ
け
る
こ
と
が
行
わ
れ
、
そ
し
て
そ
こ
で
は
公
正
が
極
め
て
明
る
く
輝
き
、
そ
の

状
況
の
も
と
合
意
の
歩
み
が
始
ま
り
・
か
く
し
て
良
き
判
決
が
与
え
ら
れ
る
よ
う
、
注
意
深
く
調
べ
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
﹂。A

renga

で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
こ
の
よ
う
な
文
言
は
、
国
王P

プ
ラ
キ
タ

lacita

に
は
見
当
た
ら
な
い
。A

renga

そ
の
も
の
で
は
な
い
が
そ
れ
に
重

ね
る
こ
と
が
で
き
る
﹁
決
ま
り
文
句
風
導
入
句
﹂
は
、
双
方
のP

プ
ラ
キ
タ

lacita

に
全
て
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
先
の
宮
宰

�
�
�
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メ
ロ
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ン
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宮
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七

P
プ
ラ
キ
ト
ゥ
ム

lacitum
 N

r. 21

に
は
、A

renga

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
に
加
え
て
﹁
決
ま
り
文
句
風
導
入
句
﹂
が
認
め
ら
れ
る
、
と
い
う
こ
と
に

な
る
。

　

P
rom

ulgatio

は
、
双
方
のP

プ
ラ
キ
タ

lacita

に
見
当
た
ら
な
い
。N

arratio

で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
文
言
は
、
双
方
のP

プ
ラ
キ
タ

lacita

に
存

在
す
る
。D

ispositio

は
、
双
方
のP

プ
ラ
キ
タ

lacita

に
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
違
約
し
た
場
合
に
は
﹁
罰
す
る
﹂
と
い
う
意
味
合
い
の

P
oenform

el

は
、
双
方
のP

プ
ラ
キ
タ

lacita

に
存
在
し
て
い
な
い
。
た
だ
、
宮
宰P

プ
ラ
キ
ト
ゥ
ム

lacitum
 N

r. 16

の
次
の
文
言
は
、P

oenform
el

に
類
似
し
て

い
る
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

然
る
に
も
し
余
︹
＝
被
告
︺
の
相
続
人
た
ち
や
後
位
相
続
人
（proheres

）
た
ち
の
誰
で
あ
れ
、
余
︹
＝
被
告K

カ
ー
ル
マ
ン

arlm
ann

︺
の
こ
の
贈

与
ウ
ワ
ク
ン
デ
（donatio: Schenkungsurkunde, deed purporting a bestow

al

）
に
反
し
て
行
動
し
よ
う
と
欲
す
る
者
が
出
て
く

る
な
ら
ば
、
余
︹
＝
被
告K

カ
ー
ル
マ
ン

arlm
ann
︺
は
そ
の
者
に
判
決
を
下
す
こ
と
を
余
︹
＝
被
告K

カ
ー
ル
マ
ン

arlm
ann

︺
の
後
継
者
で
あ
る
統
治
者
た
ち

に
委
ね
る
（successorum

 nostrorum
 regibus eum

 iudicandum
 relinquim

us

）。

　

C
orroboratio

は
、
双
方
のP

プ
ラ
キ
タ

lacita

に
存
在
し
て
い
な
い
。

　
︻
ⅢE

schatokoll

︼Subscriptio

は
、
宮
宰P

プ
ラ
キ
ト
ゥ
ム

lacitum
 N

r. 10
に
だ
け
無
い
。
写
本
に
さ
れ
る
過
程
で
の
技
術
的
な
ミ
ス
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
根
拠
を
示
す
こ
と
は
私
に
は
で
き
な
い
。
こ
のP
プ
ラ
キ
ト
ゥ
ム

lacitum

を
除
く
宮
宰P

プ
ラ
キ
タ

lacita

と
国
王P

プ
ラ
キ
タ

lacita

の
全
て
に
、

Subscriptio

は
存
在
し
て
い
る
。
た
だ
し
、国
王P

プ
ラ
キ
タ

lacita

に
お
け
る
署
名
者
は
レ
フ
ェ
レ
ン
ダ
ー
ル
の
肩
書
を
持
つ
者
た
ち
で
あ
っ
た
が
、

宮
宰P

プ
ラ
キ
タ

lacita

に
お
け
る
署
名
者
も
そ
う
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
し
て
ま
た
、
署
名
者
は
ウ
ワ
ク
ン
デ
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
責
任
を
負
う
立

場
に
あ
っ
た
の
か
な
ど
は
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
（H

eidrich-T
itulatur, S. 114

）。

�
�
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メ
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宮
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lacita

に
み
る
裁
判
の
か
た
ち

　
D

atierung

は
双
方
のP

プ
ラ
キ
タ

laicta

に
存
在
し
て
い
る
。A

pprecatio

は
全
て
の
国
王P

プ
ラ
キ
タ

lacita

に
存
在
し
て
い
る
。
し
か
し
、
宮
宰

P

プ
ラ
キ
タ

lacita
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
は
ど
のP

プ
ラ
キ
ト
ゥ
ム

lacitum

に
も
存
在
し
て
い
な
い
。

　

以
上
の
比
較
を
通
し
て
特
に
目
立
つ
違
い
の
�
つ
は
、
ⅠP

rotokoll

中
のInvocatio

が
、
国
王P

プ
ラ
キ
タ

lacita

の
場
合
に
は
�
〇
通
中
�
通

（K
ölzer 1, N

r. 79, 187; 

共
に
コ
ピ
ー
で
伝
承
）
を
除
い
て
認
め
ら
れ
る
の
に
、
宮
宰P

プ
ラ
キ
タ

lacita

の
場
合
、
�
通
中
�
通
に
し
か
認
め
ら
れ

な
い
こ
と
で
あ
る
。Invocatio

と
は
呼
び
か
け
と
か
祈
り
の
意
味
で
、ウ
ワ
ク
ン
デ
の
冒
頭
で
、﹁
全
能
の
神
と
わ
れ
ら
が
救
世
主
イ
エ
ス
・

キ
リ
ス
ト
と
の
御
名
に
お
い
て
﹂
と
い
う
よ
う
に
、
神
の
名
を
呼
ん
だ
り
、
神
に
呼
び
か
け
た
り
す
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
私
は
、

Invocatio

に
相
当
す
る
の
は
、P プ
ラ
キ
タ

lacita

の
�
番
最
初
に
あ
る
装
飾
文
字
（M

onogram
m

）、す
な
わ
ち
古
文
書
学
上
の
記
号
Ｃ
︹C

hrism
on

の
略
字
︺
で
表
記
さ
れ
て
い
る
文
字
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
文
字
は
キ
リ
ス
ト
に
呼
び
か
け
て
い
る
こ
と
を
象
徴
的
に
表
現
す
る
符

号
で
あ
り
、
豪
華
に
装
飾
さ
れ
た
独
特
の
十
字
架
が
符
号
と
し
て
使
わ
れ
る
場
合
も
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
違
い
を
違
い
で
あ
る
と
言
い
切
る
に
は
�
つ
問
題
が
あ
る
。
�
通
の
宮
宰P

プ
ラ
キ
タ

lacita

の
中
で
Ｃ
の
記
号
が
唯
�
付
け
ら
れ

て
い
る
�
通
（N

r. 22

）
は
、A

ア
ル
ヌ
ル
フ
ィ
ン
ガ
ー

rnulfinger

の
全
ウ
ワ
ク
ン
デ
の
う
ち
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
伝
承
さ
れ
て
い
る
わ
ず
か
�
通
の
ウ
ワ
ク
ン
デ
の
中

の
�
通
だ
か
ら
で
あ
る
。P

プ
ラ
キ
タ

lacita

で
は
な
い
も
う
�
通
の
オ
リ
ジ
ナ
ル　
ウ
ワ
ク
ン
デ
（N

r. 23

）
に
も
、
や
は
り
Ｃ
の
記
号
が
付
け
ら
れ

て
い
る
。

　

そ
う
す
る
と
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
な
い
四
通
の
宮
宰P

プ
ラ
キ
タ

lacita
に
Ｃ
の
記
号
が
付
い
て
い
な
い
の
は
、
写
本
作
成
者
の
何
ら
か
の
考
え
に
よ

る
も
の
で
、
そ
も
そ
も
のP

プ
ラ
キ
タ

lacita

に
は
講
学
上
Ｃ
の
記
号
で
表
さ
れ
る
装
飾
文
字
が
存
在
し
て
い
た
、
と
い
う
推
測
も
成
り
立
つ
こ
と
に

な
る）
₁₂
（

。

　

Invocatio

に
係
る
違
い
以
外
で
目
立
つ
も
の
は
、
も
う
�
つ
あ
る
。
そ
れ
は
、
国
王P

プ
ラ
キ
タ

lacita

全
て
に
あ
っ
た
、
ⅢE

schatokoll: 

A
pprecatio

が
見
あ
た
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。A

pprecatio

と
は
、
例
え
ば
﹁
神
の
御
名
に
お
い
て
、
平
安
と
祝
福
を
、
ア
ー
メ
ン
﹂
の

�
�
四
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九

よ
う
な
文
言
で
、P

プ
ラ
キ
タ

lacita

な
ど
ウ
ワ
ク
ン
デ
の
末
文
に
置
か
れ
る
挨
拶
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
のA

pprecatio

は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
伝
承
さ

れ
て
い
る
�
通
に
も
存
在
し
て
い
な
い
。
Ｃ
記
号
の
付
い
て
い
な
い
、
写
本
で
伝
承
し
て
い
る
先
の
�
通
の
国
王P

プ
ラ
キ
タ

lacita

（K
ölzer 1, N

r. 

79, 187
）
に
も
、
短
い
が
、﹁
平
安
と
祝
福
を
（feliciter

）﹂
と
い
う
挨
拶
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
�
〇
通
の
残
存
国
王

P

プ
ラ
キ
タ

lacita

に
は
全
てA

pprecatio

が
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る）
₁₃
（

。

　

ウ
ワ
ク
ン
デ
は
、
古
文
書
学
上
、
公
的
な
も
の
（
公
的
ウ
ワ
ク
ン
デ
：die öffentliche U

rkunden

）
と
私
的
な
も
の
（
私
的
ウ
ワ
ク

ン
デ
：die P

rivaturkunden

）
と
に
大
き
く
分
類
さ
れ
て
い
る
。
公
的
ウ
ワ
ク
ン
デ
に
分
類
さ
れ
る
の
は
、
国
王
、
皇
帝
、
教
皇
に
よ
っ

て
交
付
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
れ
以
外
は
私
的
ウ
ワ
ク
ン
デ
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ク
時
代
の
法
律
文
例
集）
₁₄
（

は
、
私
的
ウ
ワ
ク
ン
デ
の

ほ
と
ん
ど
が
い
ず
こ
の
地
域
圏
（G
ガ
ウ

au; pagus; locus

）
で
あ
れ
そ
こ
の
シ
ン
ボ
ル
的
場
所
で
行
わ
れ
た
あ
れ
こ
れ
の
行
為
に
関
係
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
ガ
ウ　
ウ
ワ
ク
ン
デ
（G

auurkunden ; chartae pagenses

）
と
呼
ん
で
い
る
よ
う
で
あ
る）
₁₅
（

。

　

こ
の
分
類
に
従
え
ば
、
宮
宰
ウ
ワ
ク
ン
デ
は
私
的
ウ
ワ
ク
ン
デ
の
中
に
分
類
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
し
、
ま
た
、
実
際
に
、
そ
の
形
式
か
ら

し
て
、
国
王
ウ
ワ
ク
ン
デ
以
上
に
ガ
ウ　
ウ
ワ
ク
ン
デ
に
近
い
と
こ
ろ
に
位
置
し
て
い
る
、
と
言
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
�

方
で
、
ウ
ワ
ク
ン
デ
の
最
後
に
置
か
れ
て
い
る
、
国
王
ウ
ワ
ク
ン
デ
と
同
様
の
ウ
ワ
ク
ン
デ
確
認
署
名
な
ど
に
着
目
す
る
と
き
、
単
純
に
ガ

ウ　
ウ
ワ
ク
ン
デ
だ
、
と
は
言
い
切
れ
な
い
面
が
あ
る
、
と
も
言
わ
れ
て
い
る）
₁₆
（

。
国
王P

プ
ラ
キ
タ

lacita

と
宮
宰P

プ
ラ
キ
タ

lacita

の
先
の
比
較
か
ら
確
実
に

言
え
る
双
方
の
違
い
がA

pprecatio

の
有
無
で
し
か
な
い
の
は
、
あ
る
い
は
、
そ
の
た
め
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

（
�
）　

決
定
的
な
違
い

　

決
定
的
な
違
い
は
、
宮
宰P

プ
ラ
キ
タ

lacita

に
は
、﹁P

falzgrafenzeugnis

（
宮
中
伯
の
証
言
）﹂
が
全
く
見
あ
た
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
国
王

P

プ
ラ
キ
タ

lacita

の
場
合
は
、
欠
落
の
激
し
い
四
通
のP

プ
ラ
キ
タ

lacita

（K
ölzer 1: N

r. 88, 93, 94, 95
）
と
写
本
で
伝
承
し
て
い
るN

r. 79

（K
ölzer 1

）

�
�
�



（　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
四
巻
三
号�

四
〇

メ
ロ
ヴ
ィ
ン
グ
時
代
の
宮
宰P

lacita

に
み
る
裁
判
の
か
た
ち

を
除
く
�
�
通
のP

プ
ラ
キ
タ

lacita

に）
₁₇
（

、
そ
れ
が
存
在
し
て
い
る
。
こ
の
違
い
か
ら
何
が
わ
か
る
の
か
。
次
章
で
こ
の
点
を
考
え
た
い
。

四　

裁
判
の
か
た
ち
と
流
れ

（
�
）　

裁
判
の
か
た
ち

　

拙
稿
﹁
国
王P

lacita
に
み
る
裁
判
﹂
で
は
、D

ieter W
erkm

üller

に
従
い
、
裁
判
の
か
た
ち
を
次
の
よ
う
に
区
分
し
た
。（
１
）
�
般

的
な
か
た
ち
：
①
弁
論
を
経
て
明
確
な
判
決
（eindeutiges U

rteil

）
が
下
さ
れ
る
か
た
ち
。（
２
）
特
徴
的
な
か
た
ち
：
①
出
廷
す
る
と

の
約
束
を
違
え
た
者
に
係
る
不
出
廷
裁
判
（V
ersäum

nisverfahren

）　

②
召
喚
に
�
切
応
じ
な
い
者
に
係
る
召
喚
不
服
従
裁
判

（U
ngehorsam

sverfahren

）　

③
裁
判
に
名
を
借
り
た
権
利
確
認
行
為
で
あ
る
仮
装
裁
判
（Scheinprozeβ

）。

　

裁
判
の
�
般
的
な
か
た
ち
の
も
う
�
つ
と
し
て
、D

ieter W
erkm

üller

は
、﹁
�
者
択
�
判
決
（zw

eizüngiges U
rteil

）﹂
を
考
え
て

い
る
が
、
拙
稿
﹁
国
王P

lacita

に
み
る
裁
判
﹂
で
は
、
こ
れ
は
中
間
判
決
で
し
か
な
く
、
裁
判
の
�
つ
の
か
た
ち
と
し
て
独
立
し
て
分
類

す
る
こ
と
に
は
無
理
が
あ
る
、
と
い
う
結
論
に
行
き
着
き
、
裁
判
の
�
般
的
か
た
ち
か
ら
除
外
し
た
（
八
�
～
八
�
頁
）。

　

以
上
の
こ
と
を
前
提
に
す
る
な
ら
ば
、
�
通
の
宮
宰P

プ
ラ
キ
タ

lacita

に
み
る
こ
と
が
で
き
る
裁
判
の
か
た
ち
は
、
全
て
、﹁
弁
論
を
経
て
明
確
な

判
決
（eindeutiges U

rteil

）
が
下
さ
れ
る
か
た
ち
﹂
で
あ
る
。

（
�
）　

裁
判
の
流
れ

　

国
王P

プ
ラ
キ
タ

lacita

に
お
け
る
裁
判
の
流
れ
を
こ
こ
で
整
理
し
な
お
す
と
、
そ
れ
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

�
�
六
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裁
判
の
開
始
は
訴
え
に
よ
る―

―

審
理
が
始
ま
る
が
、
そ
の
場
に
国
王
は
臨
席
せ
ず
、
宮
中
伯
を
含
む
陪
席
判
決
人
た
ち
に
よ
っ
て
審

理
が
進
め
ら
れ
る
。
審
理
を
統
括
す
る
の
は
宮
中
伯
で
、審
理
の
核
心
は
証
拠
調
べ
で
あ
る
。
証
拠
調
べ
が
終
わ
る
と
、決
定
（
＝
判
決
）

が
陪
席
判
決
人
た
ち
に
よ
っ
て
出
さ
れ
る―

―

審
理
の
統
括
者
で
あ
る
宮
中
伯
は
、
審
理
が
規
則
に
従
っ
て
（
斯か

く
斯か

く
云し
か
じ
か云

）
行
わ

れ
た
こ
と
お
よ
び
陪
席
判
決
人
た
ち
に
よ
っ
て
下
さ
れ
た
決
定
（
＝
判
決
）
内
容
を
国
王
に
証
言
す
る）
₁₈
（

―
―

国
王
は
、
陪
席
判
決
人
た

ち
の
決
定
（
＝
判
決
）
内
容
を
国
王
に
よ
る
判
決
と
し
て
宣
告
し
、
判
決
内
容
の
遵
守
を
当
事
者
に
命
じ
る
。
当
事
者
が
審
理
の
場
に
証

拠
を
用
意
し
て
い
な
い
場
合
の
判
決
内
容
は
、
証
明
方
法
を
当
事
者
に
指
示
し
て
次
回
開
廷
日
へ
の
出
廷
を
命
じ
る
中
間
判
決
が
出
さ
れ

る
。
中
間
判
決
は
�
般
に
は
﹁
�
枚
舌
判
決
﹂
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
私
は
﹁
�
者
択
�
判
決
﹂
と
言
う
よ
う
に
し
て
い
る
。

　

裁
判
の
こ
の
流
れ
の
う
ち
の
﹁
宮
中
伯
に
よ
る
国
王
へ
の
証
言
﹂、こ
れ
が
前
節
で
言
及
し
た
﹁P

falzgrafenzeugnis

（
宮
中
伯
の
証
言
）﹂

で
あ
る）
₁₉
（

。
�
通
の
宮
宰P

プ
ラ
キ
タ

lacita

に
無
い
の
は
こ
の
部
分
で
あ
る
。
こ
の
点
を
前
提
に
し
て
、
宮
宰
裁
判
の
流
れ
を
整
理
す
る
と
次
の
よ
う

に
な
る
。

裁
判
の
開
始
は
訴
え
に
よ
る―

―

審
理
は
、
宮
宰
と
陪
席
判
決
人
た
ち
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
る
。
審
理
を
統
括
す
る
の
は
宮
宰
で
、
審

理
の
核
心
は
証
拠
調
べ
で
あ
る
。
証
拠
調
べ
が
終
わ
る
と
、
決
定
（
＝
判
決
）
が
宮
宰
と
陪
席
判
決
人
た
ち
に
よ
っ
て
出
さ
れ
る―

―

宮
宰
は
、
判
決
内
容
の
遵
守
を
当
事
者
に
命
じ
る）
₂₀
（

。

（
三
）　

裁
判
の
流
れ
とP

lacita

の
文
面

　
﹁P

falzgrafenzeugnis

（
宮
中
伯
の
証
言
）﹂
が
在
る
場
合
と
無
い
場
合
で
、ウ
ワ
ク
ン
デ
の
文
面
が
ど
う
変
わ
る
か
を
確
認
す
る
た
め
に
、

�
�
七
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四
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�

メ
ロ
ヴ
ィ
ン
グ
時
代
の
宮
宰P

lacita

に
み
る
裁
判
の
か
た
ち

本
稿
注（
11
）に
例
示
し
たK

ölzer 1. N
r. N

r. 155

の
該
当
箇
所
の
試
訳
を
以
下
に
引
用
す
る
。
引
用
文
中
の
余
と
は
国
王
の
こ
と
で
あ
る
。

傍
線
は
私
の
手
に
よ
る
。

⋮
⋮
。
そ
の
あ
と
、
余
は
、
余
の
偉
大
な
紳
士
た
ち
と
共
に
、
余
の
宮
中
伯
で
あ
る
、
尊
き
人B

ertoaldus

が
、
本
件
訴
訟
は
か
よ
う

に
行
わ
れ
そ
し
て
規
則
に
従
い
調
べ
ら
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
、
と
証
言
し
た
︹
＝
訴
訟
の
結
果
を
︹
余
に
︺
再
現
し
た
︺
如
く
判

決
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
⋮
⋮
。

　

で
は
、
宮
宰P

プ
ラ
キ
タ

lacita

の
場
合
、
こ
の
よ
う
な
﹁P

falzgrafenzeugnis

（
宮
中
伯
の
証
言
）﹂
が
書
か
れ
て
い
る
、
国
王P

プ
ラ
キ
タ

lacita

の
位
置

に
、
ど
の
よ
う
な
文
言
が
書
か
れ
て
い
る
の
か
。
そ
れ
は
、
以
下
で
あ
る
。
引
用
文
中
の
余
と
は
宮
宰
の
こ
と
で
あ
る
。

︹N
r. 10

︺
⋮
⋮
。
そ
の
あ
と
、
余
は
、
偉
大
な
人
び
と
や
余
の
誠
実
の
士
た
ち
と
共
に
⋮
⋮
、︹
被
告
側
は
︺
⋮
⋮
同
プ
レ
カ
リ
ア　
ウ

ワ
ク
ン
デ
に
対
し
て
異
議
を
唱
え
た
り
、
申
し
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
根
拠
を
何
も
述
べ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
し
・
同v

ヴ
ィ
ラ

illa

を
そ
れ
が
故
に
所
有
す
る
こ
と
が
で
き
る
根
拠
を
何
ひ
と
つ
述
べ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
・
ま
た
同
プ
レ
カ
リ
ア　
ウ
ワ
ク
ン
デ
が
真

正
で
あ
る
こ
と
を
完
全
に
認
め
た
が
故
に
⋮
⋮
と
の
判
決
を
下
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
⋮
⋮
。

︹N
r. 16

︺
⋮
⋮
。
そ
の
あ
と
、
余
は
⋮
⋮
、
い
ま
で
は
本
件
訴
訟
が
か
よ
う
に
行
わ
れ
そ
し
て
遂
行
さ
れ
た
こ
と
を
認
め
・
ま
た
当
該

死
後
寄
進
ウ
ワ
ク
ン
デ
が
真
正
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
が
故
に
、
余
の
誠
実
の
士
た
ち
⋮
⋮
と
共
に
判
決
を
下
し
た
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
る
。
⋮
⋮
。

︹N
r. 18

︺
⋮
⋮
。
そ
の
あ
と
、
余
は
、
余
の
誠
実
の
士
た
ち
や
⋮
⋮
あ
る
い
は
そ
の
他
の
多
く
の
者
た
ち
と
共
に
⋮
⋮
︹
原
告
は
︺
同

�
�
八
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ウ
ワ
ク
ン
デ
を
真
正
な
も
の
と
し
て
認
め
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
・
ま
た
余
は
同
ウ
ワ
ク
ン
デ
を
真
正
な
も
の
で
あ
る
と
確
認
し
た

し
・
そ
し
て
⋮
⋮
︹
原
告
は
︺
は
そ
こ
︹
＝
係
争
対
象
財
産
︺
か
ら
立
ち
退
い
た
が
故
に
判
決
を
下
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
⋮
⋮
。

︹N
r. 21

︺
⋮
⋮
。
そ
れ
故
に
、
余
は
、
余
の
偉
大
な
紳
士
た
ち
と
共
に
⋮
⋮
︹
被
告
︺
は
申
し
立
て
を
し
た
り
あ
る
い
は
異
議
を
唱
え

る
と
い
う
仕
方
で
先
の
国
王
ウ
ワ
ク
ン
デ
に
反
し
て
決
し
て
振
る
舞
え
な
い
し
・
ま
た
⋮
⋮
︹
被
告
︺
は
直
ち
に
そ
こ
か
ら
立
ち
退
い
た

の
で
あ
る
か
ら
、
⋮
⋮
︹
被
告
︺
が
余
に
調
べ
る
た
め
に
提
出
し
た
同
死
後
寄
進
ウ
ワ
ク
ン
デ
は
永
久
に
い
か
な
る
効
果
も
与
え
ら
れ
な

い
し
、
効
力
が
無
く
無
効
で
あ
り
続
け
る
、
と
判
決
を
下
す
こ
と
を
決
定
し
た
。
⋮
⋮
。

︹N
r. 22

︺
⋮
⋮
。
そ
の
あ
と
、
余
は
、
余
の
誠
実
の
士
た
ち
⋮
⋮
と
共
に
⋮
⋮
︹
被
告
側
︺
は
直
ち
に
出
廷
し
た
が
、︹
被
告
︺
⋮
⋮
た

ち
が
そ
の
こ
と
の
故
に
⋮
⋮
聖D
ド
ゥ
ニ

enis

修
道
院
の
同
財
産
を
所
有
す
べ
き
な
の
だ
、
と
い
う
根
拠
を
何
ひ
と
つ
示
す
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
・
そ
れ
故
に
⋮
⋮
︹
被
告
︺
は
直
ぐ
に
︹
被
告
︺
のw

adium

を
手
渡
す
こ
と
に
よ
り
⋮
⋮
︹
原
告
︺
に
所
有
を
回
復
さ
せ
た
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
る
・
ま
た
︹
被
告
︺
は
︹
被
告
︺
のfestuca

（
棒
）
を
用
い
て
そ
こ
か
ら
立
ち
退
い
た
と
表
明
し
た
、
と
判
決
を
下

し
た
。
⋮
⋮
。

　

国
王P

プ
ラ
キ
タ

lacita

の
文
面
は
、
国
王
が
法
廷
の
場
に
い
な
い
こ
と
窺
わ
せ
る
表
現
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
宮
宰P

プ
ラ
キ
タ

lacita

の
文
面
は
、

宮
宰
が
法
廷
の
場
に
い
て
審
理
を
自
ら
統
括
し
て
い
る
こ
と
を
窺
わ
せ
る
表
現
に
な
っ
て
い
る
。

（
四
）　

そ
の
他

　

�
通
の
宮
宰P

プ
ラ
キ
タ

lacita

を
見
て
い
て
興
味
を
引
か
れ
た
点
が
�
つ
あ
る
。
�
つ
は
す
で
に
引
用
済
み
で
あ
る
が
、N

r. 21

が
、
以
下
の
よ

う
に
裁
判
の
理
念
を
述
べ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。﹁
す
べ
て
の
訴
訟
（cunctorum
）
に
つ
き
審
理
を
し
て
、
陳
述
や
反
論
を
通
し
て
当
事

�
�
九
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者
間
で
や
り
取
り
が
な
さ
れ
・
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
大
い
に
理
解
を
深
め
事
件
の
難
問
を
遠
ざ
け
る
こ
と
が
行
わ
れ
、
そ
し
て
そ
こ
で
は
公

正
が
極
め
て
明
る
く
輝
き
、
そ
の
状
況
の
も
と
合
意
の
歩
み
が
始
ま
り
・
か
く
し
て
良
き
判
決
が
与
え
ら
れ
る
よ
う
、
注
意
深
く
調
べ
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
﹂。

　

N
r. 16

に
は
、
以
下
の
記
述
が
あ
る
。﹁
公
正
（iusticia

）
が
合
致
し
な
い
判
決
（sententia

）
が
い
ず
れ
か
�
方
の
当
事
者
に
有
利
に

与
え
ら
れ
る
こ
と
が
無
い
よ
う
に
、
審
理
を
通
し
て
（exam

inatione

）
あ
ら
ゆ
る
訴
訟
を
入
念
に
調
べ
ね
ば
な
ら
な
い
﹂。

　

興
味
を
引
か
れ
た
こ
と
の
も
う
�
つ
は
、
同
じ
くN

r. 21

が
、
証
拠
調
べ
の
様
子
を
、
国
王P

プ
ラ
キ
タ

lacita

を
含
む
ほ
か
の
ど
のP

プ
ラ
キ
ト
ゥ
ム

lacitum

よ

り
も
詳
し
く
伝
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
事
件
で
原
告
、
被
告
双
方
が
提
出
し
た
ウ
ワ
ク
ン
デ
は
、
双
方
合
わ
せ
て
少
な
く
と
も
四
通

で
あ
る
。
国
王C

ヒ
ル
デ
ベ
ル
ト

hildebert

の
も
の
、
国
王C

ク
ロ
タ
ー
ル

hlothar

の
も
の
、
国
王D

ダ
ゴ
ベ
ル
ト

agobert

の
も
の
、
そ
し
て
係
争
財
産
の
元
も
と
の
所
有
者
の

手
に
成
る
も
の
、
で
あ
る
。
国
王D

ダ
ゴ
ベ
ル
ト

agobert

の
ウ
ワ
ク
ン
デ
は
判
決
ウ
ワ
ク
ン
デ
（iudicium

 evindecatum

）
で
あ
り
、
他
の
国
王
の

そ
れ
は
当
事
者
の
権
利
を
国
王
が
確
認
し
た
こ
と
を
記
し
た
確
認
ウ
ワ
ク
ン
デ
で
あ
る
。
元
も
と
の
所
有
者
の
そ
れ
は
死
後
寄
進
ウ
ワ
ク
ン

デ
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
両
当
事
者
の
提
出
し
た
こ
れ
ら
の
ウ
ワ
ク
ン
デ
の
記
載
が
﹁
相
互
に
食
い
違
っ
て
い
る
の
で
、
敬
う
べ
き
人
び
と
や
立
派
な
人

び
と
、
同
じ
く
い
ま
名
前
の
挙
げ
ら
れ
た
人
び
と
が
そ
れ
ぞ
れ
の
国
王
ウ
ワ
ク
ン
デ
は
真
正
な
も
の
か
を
注
意
深
く
調
べ
た
結
果
、
余
は
、

同H
orm

ungus

︹
＝
被
告
︺
の
公
正
が
非
明
白
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
・
そ
し
て
直
ち
に
大
修
道
院
長F

ulradus

︹
＝
原
告
︺
の
提
出
し

た
複
数
の
先
の
国
王
ウ
ワ
ク
ン
デ
を
正
当
と
認
め
た
﹂、
と
書
か
れ
て
い
る
。
真
正
な
ウ
ワ
ク
ン
デ
か
否
か
の
判
断
基
準
が
�
つ
で
も
例
示

さ
れ
て
い
れ
ば
、
と
の
ぜ
い
た
く
な
思
い
が
頭
を
よ
ぎ
っ
た
が
、
し
か
し
、
そ
れ
で
も
、
読
み
手
に
臨
場
感
を
も
た
せ
る
記
述
に
な
っ
て
い

る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

�
�
〇
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四
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四
�
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前
作
﹁
メ
ロ
ヴ
ィ
ン
グ
時
代
の
国
王P

lacita

に
み
る
裁
判
の
か
た
ち
﹂
補
足

（
�
）　
﹁P

falzgrafenzeugnis

（
宮
中
伯
の
証
言
）﹂
の
こ
と

　

発
表
済
み
の
拙
稿
﹁
メ
ロ
ヴ
ィ
ン
グ
時
代
の
国
王P

lacita

に
み
る
裁
判
の
か
た
ち
﹂
が
検
討
対
象
に
し
た
国
王P

プ
ラ
キ
タ

lacita

は
�
〇
通
で

あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
う
ち
四
通
は
欠
落
が
多
い
の
で
、
考
察
の
対
象
か
ら
除
外
し
た
。
残
る
�
六
通
の
う
ち
、
国
王P

プ
ラ
キ
タ

lacita

に
み
る
裁

判
の
流
れ
を
ま
と
め
る
た
め
に
使
用
し
た
の
は
�
�
通
で
あ
る
。
使
わ
な
か
っ
た
�
通
はN

r. 79

で
あ
る
。
使
用
対
象
か
ら
外
し
た
の
は
、

当
該P

プ
ラ
キ
ト
ゥ
ム

lacitum

に
は
﹁P

falzgrafenzeugnis

（
宮
中
伯
の
証
言
）﹂
が
無
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
点
の
断
り
を
、
こ
の
前
作
に
お
い

て
明
記
し
な
か
っ
た
こ
と
は
、
私
の
不
注
意
で
あ
っ
た
。

　

問
題
のN

r. 79

が
関
係
す
る
国
王
はS
シ
ギ
ベ
ル
ト

igibert I

三
世

II. 

で
あ
る
。
そ
し
て
、本
国
王P

プ
ラ
キ
ト
ゥ
ム

lacitum
 N

r.79

に
見
る
裁
判
の
流
れ
は
先
に
整
理
し
た
、

宮
宰P

プ
ラ
キ
タ

lacita

の
そ
れ
に
重
な
る
（
本
稿
四
〇―
四
�
頁
）。

　

N
r. 79

は
現
在
の
ド
イ
ツ
地
域
の
も
の
（
残
り
の
�
�
通
は
現
在
の
フ
ラ
ン
ス
地
域
の
も
の
）
で
あ
り
、
�
�
世
紀
の
手
写
本
の
中
に
収

め
ら
れ
て
い
た
写
し
で
、K

ölzer 1

に
よ
れ
ば
、
�
〇
通
のP

プ
ラ
キ
タ

lacita

中
の
最
古
の
も
の
で
あ
る
。
時
間
的
に
古
い
順
番
か
ら
言
う
と
、
こ

の
写
し
の
あ
と
に
、欠
落
が
激
し
い
た
め
に
考
察
か
ら
除
外
し
た
四
通
のP

プ
ラ
キ
タ

lacita

が
続
き
、そ
し
て
、そ
の
あ
と
に
﹁P

falzgrafenzeugnis

（
宮
中
伯
の
証
言
）﹂
の
あ
る
�
�
通
のP

プ
ラ
キ
タ

lacita

が
続
く
。

　
﹁P

falzgrafenzeugnis

（
宮
中
伯
の
証
言
）﹂
の
有
無
は
何
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
い
に
答
え
る
た
め
の
材
料
は
い

ま
の
私
に
は
な
い
。
そ
こ
で
、﹁P

falzgrafenzeugnis

（
宮
中
伯
の
証
言
）﹂
の
有
無
で
、
ど
こ
に
違
い
が
出
て
く
る
か
を
理
論
的
に
考
え

て
み
た
。﹁P

falzgrafenzeugnis

（
宮
中
伯
の
証
言
）﹂
が
在
る
場
合
に
つ
い
て
言
え
る
こ
と
は
、
国
王
の
出
廷
、
す
な
わ
ち
親
臨
法
廷
が

そ
も
そ
も
最
初
か
ら
予
定
さ
れ
て
い
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
う
が
っ
た
言
い
方
を
す
れ
ば
、
裁
判
長
で
あ
り
、
出
廷
す
る
当
然
の
権

�
�
�
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メ
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ヴ
ィ
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lacita

に
み
る
裁
判
の
か
た
ち

限
を
持
つ
国
王
を
法
廷
か
ら
排
除
で
き
る
裁
判
の
仕
組
み
が
公
然
と
考
え
出
さ
れ
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
普
通
の
言
い
方
を
す
れ
ば
、

国
王
が
出
廷
し
な
く
て
も
よ
い
仕
組
み
が
作
り
だ
さ
れ
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

で
は
、﹁P

falzgrafenzeugnis

（
宮
中
伯
の
証
言
）﹂
が
無
い
事
例
の
場
合
に
は
、
国
王
は
必
ず
出
廷
し
て
い
た
の
か
。
否
む
し
ろ
出
廷

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
。
問
題
のN

r. 79

に
関
係
す
る
国
王
はS

シ
ギ
ベ
ル
ト

igibert I

三
世

II. 

で
あ
る
。
そ
し
て
、N

r. 79

を
素
直
に
読
む
限
り
、

S

シ
ギ
ベ
ル
ト

igibert I

三
世

II. 

は
出
廷
し
、
審
理
を
統
括
し
た
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、S

シ
ギ
ベ
ル
ト

igibert I

三
世

II. 

は
、
こ
のP

プ
ラ
キ
ト
ゥ
ム

lacitum

が
作
成
さ
れ
た
時
点

で
は
�
〇
～
�
三
歳
く
ら
い
で
あ
る）
₂₁
（

。
そ
こ
で
、ケ
ル
ン
の
司
教K

unibert

が
後
見
役
を
し
て
い
た
。
推
測
の
域
を
出
な
い
の
で
あ
る
が
、

S

シ
ギ
ベ
ル
ト

igibert I

三
世

II. 

は
出
廷
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
し
か
し
、
も
し
出
廷
し
て
い
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、N

r. 79

の
文
面
は

実
態
と
合
わ
な
い
こ
と
に
な
る
。

　

文
面
と
実
態
と
の
こ
の
よ
う
な
不
�
致
が
常
態
化
す
る
こ
と
は
好
ま
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
文
面
と
実
態
を
合
わ
せ
る
必
要
が

あ
る
、
と
い
う
判
断
が
、
然
る
べ
き
と
こ
ろ
で
、
も
し
な
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、﹁P

falzgrafenzeugnis

（
宮
中
伯
の
証
言
）﹂
を
介
在
さ
せ

る
こ
と
は
そ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
実
に
有
効
な
手
立
て
に
な
る
。
訴
訟
当
事
者
を
含
め
多
く
の
人
び
と
が
参
加
す
る
法
廷
の
場
で
、

原
則
と
実
態
と
の
不
�
致
を
あ
か
ら
さ
ま
に
さ
せ
ず
に
済
む
か
ら
で
あ
る
。

　

E
. M

eyer

は
、
六
世
紀
以
降
の
国
王
は
通
常
未
成
年
だ
っ
た
こ
と
、
し
た
が
っ
て
国
王
が
裁
判
長
だ
と
い
う
の
は
名
目
的
で
し
か
な
か

っ
た
こ
と
、
し
か
し
な
が
ら
陪
席
判
決
人
に
よ
る
決
定
（
＝
判
決
）
は
国
王
の
宣
告
（W

illenserkrärung

）
に
よ
っ
て
し
か
法
的
に
有
効

に
は
な
ら
な
い
こ
と
、
そ
し
て
こ
の
こ
と
が
法
廷
と
国
王
と
の
間
を
つ
な
ぐ
絆
（B

indeglied

）
に
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
言
及

し
て
い
る）
₂₂
（

。

　

こ
の
絆
を
目
に
見
え
る
形
に
し
た
の
が
、﹁P

falzgrafenzeugnis

（
宮
中
伯
の
証
言
）﹂
で
は
な
か
っ
た
の
か
。﹁P

falzgrafenzeugnis

﹂

の
無
いP

プ
ラ
キ
ト
ゥ
ム

lacitum
 N

r. 79

は
、
そ
れ
が
在
るP

プ
ラ
キ
タ

lacita

よ
り
も
時
代
的
に
先
行
し
て
い
る
こ
と
や
、S

シ
ギ
ベ
ル
ト

igibert I

三
世

II. 

か
ら
メ
ロ
ヴ
ィ
ン
グ
朝
最

�
�
�
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後
の
国
王C

ヒ

ル

デ

リ

ヒ

hilderich I

三
世

II. 

ま
で
の
お
よ
そ
�
�
〇
年
間
は
、
国
王
が
未
成
年
で
あ
る
か
否
か
を
問
わ
ず
、﹁
名
ば
か
り
の
国
王
﹂
た
ち
が

続
い
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
推
測
を
後
押
し
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
、
も
し
こ
の
推
測
が
成
り
立
つ
な
ら
ば
、P

プ
ラ
キ
ト
ゥ
ム

lacitum
 N

r. 

79

は
、﹁P

falzgrafenzeugnis

﹂
の
無
いP

プ
ラ
キ
タ

lacita

の
時
代
か
ら
そ
れ
が
在
るP

プ
ラ
キ
タ

lacita

の
時
代
へ
の
転
換
点
に
位
置
す
るP

プ
ラ
キ
ト
ゥ
ム

lacitum

で
は

な
い
の
か
、
と
い
う
推
測
を
さ
ら
に
重
ね
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
よ
う
に
、
私
は
思
う
。

（
�
）　

宮
宰
は
実
際
に
出
廷
し
て
い
た
の
か

　

宮
宰P

プ
ラ
キ
タ

lacita

を
読
む
限
り
、
宮
宰
は
実
際
に
は
出
廷
し
て
い
な
か
っ
た
、
と
明
確
に
言
え
る
材
料
は
何
も
無
い
。H

eidrich

も
、
宮
宰

が
裁
判
に
関
与
し
て
い
る
こ
と
は
は
っ
き
り
と
わ
か
る
、
と
述
べ
て
い
る
（S. 23

）。

　

し
か
し
、
以
上
の
こ
と
は
ウ
ワ
ク
ン
デ
の
文
面
を
読
む
限
り
で
は
そ
う
言
え
る
、
と
い
う
だ
け
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
実
際
に
常
に
出
廷
し

て
い
た
、と
断
定
で
き
る
材
料
は
無
い
。
現
に
、拙
稿
﹁
国
王P

lacita

に
み
る
裁
判
﹂
中
の
﹁
宮
宰
の
も
と
で
の
裁
判
﹂
に
触
れ
た
事
例
（
�

〇
�
頁
以
下
）
で
は
、
宮
宰
が
臨
席
し
て
い
る
様
子
は
無
い
。
も
っ
と
も
、
こ
の
事
例
は
、
そ
も
そ
も
が
国
王
の
法
廷
で
開
始
さ
れ
た
仮
装

裁
判
で
、
被
告
側
の
立
場
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
知
っ
た
宮
宰
が
裁
判
を
自
分
の
下
に
移
管
さ
せ
て
事
の
真
偽
を
確
か
め
、
そ
の
上
で
再
び

国
王
の
法
廷
に
裁
判
を
戻
し
て
い
る
特
殊
な
事
例
で
あ
る
。
本
稿
で
紹
介
し
た
散
逸
（
宮
宰
）P

プ
ラ
キ
ト
ゥ
ム

lacitum
 N

r. 60

は
、
こ
の
仮
装
裁
判
の
流

れ
の
中
の
�
コ
マ
、
す
な
わ
ち
宮
宰
が
裁
判
を
移
管
さ
せ
た
あ
と
の
経
過
に
触
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

た
だ
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
確
実
に
言
え
る
こ
と
は
、
誰
は
ば
か
る
こ
と
な
く
宮
宰
が
出
廷
し
な
く
て
も
よ
い
仕
組
み
に
は
な
っ
て
い
な

い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
国
王P

プ
ラ
キ
タ

lacita

に
お
け
るP

falz
（
宮
中
伯
）
の
よ
う
に
、
宮
宰
に
代
わ
っ
て
裁
判
を
統
括
す
る

者
も
存
在
し
て
い
な
い
。﹁P

falzgrafenzeugnis

（
宮
中
伯
の
証
言
）﹂
に
相
当
す
る
も
の
が
宮
宰
裁
判
の
流
れ
の
中
に
は
そ
も
そ
も
存
在

す
る
余
地
は
無
い
の
で
あ
る
。

�
�
三
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メ
ロ
ヴ
ィ
ン
グ
時
代
の
宮
宰P

lacita

に
み
る
裁
判
の
か
た
ち

六　

P
lacita

の
用
語
法
に
つ
い
て

　

P

プ
ラ
キ
タ

lacita
は
ウ
ワ
ク
ン
デ
を
分
類
す
る
た
め
の
�
つ
の
柱
を
総
括
的
に
表
現
し
た
、
古
文
書
学
上
の
用
語
で
あ
る
。
私
は
、P

プ
ラ
キ
タ

lacita

と
い

う
用
語
を
こ
の
意
味
で
使
う
こ
と
に
慎
重
で
あ
り
た
い
、
と
思
う
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
理
由
の
�
つ
は
、P

プ
ラ
キ
タ

lacita

と
い
う
用
語
が
、

﹁
は
じ
め
に
﹂で
触
れ
た
よ
う
な
、﹁
判
決
を
含
ん
で
い
る
ウ
ワ
ク
ン
デ
﹂﹁
訴
訟
の
全
経
過
を
書
き
記
す
方
式
で
の
、国
王
裁
判
所
の
判
決︹
書
︺﹂

の
意
味
で
は
文
書
の
中
で
使
わ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
ど
の
よ
う
な
種
類
の
ウ
ワ
ク
ン
デ
で
あ
れ
ウ
ワ
ク
ン
デ

そ
れ
自
体
を
意
味
す
る
用
語
と
し
て
も
登
場
し
て
こ
な
い
。
ま
た
、
国
王
と
い
う
用
語
と
規
則
的
に
連
動
し
て
、P

プ
ラ
キ
タ

lacita

は
使
わ
れ
て
い

な
い
。
現
在
ま
で
確
認
で
き
たP
プ
ラ
キ
タ

lacita

（
単
数
形
で
はP

プ
ラ
キ
ト
ゥ
ム

lacitum

）
の
史
料
上
の
意
味
を
順
不
同
で
並
べ
る
と
以
下
で
あ
る）
₂₃
（

。

出
廷
義
務
、
裁
判
会
議
、
裁
判
集
会
、
会
議
、
集
会
、
司
教
会
議
、
契
約
、
訴
訟
契
約
、
契
約
に
よ
り
合
意
さ
れ
た
期
日
、
個
別
の
裁
判

（
＝
公
判
）
期
日
、
裁
判
期
日
ま
で
の
期
間
。

　

こ
の
よ
う
に
、P

プ
ラ
キ
タ

lacita

（P

プ
ラ
キ
ト
ゥ
ム

lacitum

）
は
、
あ
れ
こ
れ
の
史
料
の
中
の
そ
れ
ぞ
れ
の
場
で
特
定
の
意
味
を
込
め
て
使
わ
れ
て
い
る
重
要
な

用
語
の
�
つ
で
あ
る
。
そ
う
し
た
用
語
を
、
そ
の
用
語
の
意
味
内
容
と
は
無
関
係
な
場
面
で
使
用
す
る
の
は
、
読
み
手
、
特
に
専
門
分
野
を

異
に
す
る
読
み
手
を
惑
わ
せ
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
直
訳
語
で
言
え
ば
﹁
不
当
に
も
（zu U

nrecht

）﹂、
メ
ロ
ヴ
ィ
ン
グ
時
代
の

国
王
裁
判
ウ
ワ
ク
ン
デ
はP

プ
ラ
キ
タ

lacita

と
表
記
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
指
摘
も
あ
る）
₂₄
（

。

　
﹁
判
決
︹
書
︺﹂
を
ウ
ワ
ク
ン
デ
の
分
類
項
目
の
�
つ
と
し
て
立
て
、
そ
れ
に
言
葉
を
当
て
る
の
で
あ
れ
ば
、
史
料
の
中
で
実
際
に
使
わ
れ

て
い
る
�
般
的
用
語
、例
え
ばiudicium

やiudicium
 evindecatum

︹
＝evindicatum

︺
を
採
用
す
る
の
が
よ
い
、と
思
う）
₂₅
（

。
そ
し
て
、

�
�
四
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そ
の
上
で
、iudicium

やiudicium
 evindecatum

︹
＝evindicatum

︺
に
は
、国
王
に
関
係
し
た
も
の
（regis iudicium

）
や
、宮
宰
、

司
教
に
関
係
し
た
も
の
な
ど
が
あ
り
、
表
現
形
式
と
し
て
は
、﹁
訴
訟
の
全
経
過
を
書
き
記
し
て
い
る
﹂
も
の
も
あ
る
し
、

﹁P
falzgrafenzeugnis

（
宮
中
伯
の
証
言
）﹂
を
記
載
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
、
と
い
う
よ
う
に
、
い
く
つ
か
の
基
準
で
小
分
け
し
て
い
く

の
が
、
関
係
ウ
ワ
ク
ン
デ
を
先
入
観
無
し
に
整
理
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

　

先
入
観
と
い
う
言
葉
を
い
ま
使
用
し
た
が
、P

プ
ラ
キ
タ

lacita

と
い
う
用
語
を
使
う
こ
と
に
慎
重
で
あ
り
た
い
、
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
も
う
�

つ
の
理
由
は
、
先
入
観
に
関
係
し
て
い
る
。A

ndrea Stieldorf

は
、Z

um
 “V

erschw
inden” der herrscherlichen P

lacita am
 

B
eginn des 9. Jahrhunderts

と
い
う
、
私
が
全
面
的
に
依
拠
し
て
い
る
論
文
を
執
筆
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
著
者
は
、
こ
れ
も
私
が

全
面
的
に
依
拠
し
て
い
る
極
め
て
価
値
の
高
い
史
料
集K

ölzer 1., K
ölzer 2. 

の
編
集
に
関
与
し
て
い
る
。
そ
のStieldorf

が
、
九
世
紀

の
初
め
に
﹁P

プ
ラ
キ
タ

lacita

が
﹃
姿
を
消
し
た
（V

erschw
inden

）﹄﹂
と
い
う
言
い
方
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。P

プ
ラ
キ
タ

lacita

の
意
味
は
、
広
義
で
は

﹁
判
決
を
含
ん
で
い
る
ウ
ワ
ク
ン
デ
﹂、
狭
義
で
は
﹁
訴
訟
の
全
経
過
を
書
き
記
す
方
式
で
の
、
国
王
裁
判
所
の
判
決
︹
書
︺﹂
で
あ
る
か
ら
、

広
義
、
狭
義
の
意
味
で
の
﹁
判
決
︹
書
︺﹂
が
﹁
姿
を
消
し
た
﹂
と
、Stieldorf

は
述
べ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
ウ
ワ
ク
ン
デ

分
類
名
の
�
つ
で
あ
るP

プ
ラ
キ
タ

lacita

が
姿
を
消
し
た
、
と
言
い
た
い
の
か
。

　

誤
読
し
て
い
る
こ
と
を
恐
れ
ず
に
言
え
ば
、Stieldorf
が
﹁
姿
を
消
し
た
﹂
と
考
え
て
い
る
の
は
、﹁P

falzgrafenzeugnis

（
宮
中
伯
の

証
言
）﹂
も
し
く
は
こ
の
﹁P

falzgrafenzeugnis

（
宮
中
伯
の
証
言
）﹂
に
象
徴
さ
れ
る
﹁
名
ば
か
り
の
国
王
﹂
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

Stieldorf

は
、
そ
の
用
語
法
そ
れ
自
体
に
そ
も
そ
も
疑
問
が
出
さ
れ
て
い
るP

プ
ラ
キ
タ

lacita

に
、
さ
ら
に
、﹁
虚
飾
の
王
権
﹂
と
い
う
特
別
な
意

味
を
す
べ
り
込
ま
せ
て
い
る
。
言
い
方
を
変
え
れ
ば
、
九
世
紀
に
お
け
る
、
権
威
づ
け
ら
れ
た
強
い
王
権
の
復
活
と
い
う
特
別
の
意
味
を
持

ち
込
ん
で
い
る
。
私
は
、
現
時
点
で
は
、
こ
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
る
。

　

私
は
、
遠
く
な
い
先
に
、Stieldorf

の
こ
の
論
文
を
導
き
の
糸
に
し
て
、Stieldorf
が
考
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
﹁V

erschw
inden

﹂

�
�
�
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メ
ロ
ヴ
ィ
ン
グ
時
代
の
宮
宰P

lacita

に
み
る
裁
判
の
か
た
ち

の
問
題
を
テ
ー
マ
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
し
、Stieldorf

の
見
解
に
は
い
ま
の
と
こ
ろ
全
く
異
存
は
な
い
。
私
が
こ
だ
わ
っ
て
い
る
の
は
、

論
文
タ
イ
ト
ル
に
お
け
るP

プ
ラ
キ
タ

lacita

と
い
う
用
語
の
使
用
法
で
あ
る
。

　

私
は
、Stieldorf

の
論
文
タ
イ
ト
ル
を
初
め
て
目
に
し
た
時
、
古
文
書
学
上
の
用
語P

プ
ラ
キ
タ

lacita

に
は
、
や
が
て
は
そ
の
﹁
姿
を
消
し
て
し

ま
う
﹂
特
別
な
意
味
や
定
型
の
表
現
形
式
が
あ
り
、
し
た
が
っ
て
そ
の
意
味
や
表
現
形
式
を
探
り
出
す
こ
と
でP

プ
ラ
キ
タ

lacita

に
固
有
の
イ
メ
ー

ジ
を
描
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
、
と
思
い
込
ん
で
し
ま
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
思
い
込
み
の
真
の
原
因
は
私
の
不
勉
強
で
あ
る
。
そ
し
て
、

そ
の
不
勉
強
か
ら
学
ん
だ
の
は
、
史
料
の
中
で
明
確
な
意
味
を
持
っ
て
使
わ
れ
て
い
る
用
語
は
史
料
上
の
そ
の
意
味
に
即
し
て
使
う
べ
き
だ

し
、
そ
れ
が
生
き
残
っ
て
く
れ
て
い
る
史
料
に
対
す
る
敬
意
の
表
し
方
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

七　

G
erichtsurkunde

を
ど
う
訳
す
か

　

私
は
、
本
稿
で
も
、
訳
語
を
与
え
る
こ
と
な
く
、
ウ
ワ
ク
ン
デ
（U

rkunde

）
と
い
う
語
を
多
用
し
て
い
る
。
ウ
ワ
ク
ン
デ
は
、
多
く
の

語
を
�
語
で
言
い
表
し
て
い
る
包
括
的
な
用
語
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
用
語
に
た
だ
�
つ
の
訳
語
を
当
て
る
こ
と
が
た
め
ら
わ
れ
る
か
ら
で

あ
る
。
例
え
ば
、H

ilfsw
örterbuch für H

istoriker
に
よ
れ
ば）
₂₆
（

、
次
の
全
て
が
そ
れ
ぞ
れ
ウ
ワ
ク
ン
デ
で
あ
る
。B

rief, F
este, 

H
an

d
feste, P

räzep
t, au

ctoritas, breve, carta, d
ictam

en
, d

ip
lom

a, ep
istola, gesta, in

stru
m

en
tu

m
, libellu

s, liber, liber 

testam
enti, m

anus, m
unim

en, notitia, pagina, praeceptio, praeceptum
, bôc. 

こ
の
引
用
に
続
い
て
次
の
説
明
が
あ
る
。
ウ
ワ
ク

ン
デ
と
は
、﹁
法
的
な
性
格
を
も
つ
事
柄
の
何
ら
か
の
意
思
表
示
に
係
る
、
あ
れ
こ
れ
の
�
定
の
書
式
を
備
え
た
、
成
文
の
証
明
書

（schriftliches, in bestim
m

ten F
orm

en gehaltenes Z
eugnis über eine W

illensäuβ
erung rechtlicher N

atur

）。――

さ
ら
に
、

ウ
ワ
ク
ン
デ
は
、
法
廷
で
の
何
ら
か
の
意
思
表
明
（W

illenserklärung

）
を
意
味
し
て
い
る
し
、
ま
た
、
⋮
⋮
﹂。
な
ら
ば
、B

rief

か
ら

�
�
六
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bôc

ま
で
の
全
て
に
﹁
証
明
書
﹂
あ
る
い
は
﹁
証
書
﹂
と
い
う
訳
語
を
与
え
た
り
添
え
た
り
す
れ
ば
い
い
の
か
。

　

H
. B

resslau

は
、
ウ
ワ
ク
ン
デ
を
次
の
よ
う
に
分
類
し
て
い
る）
₂₇
（

。

　

G
erichtsurkunde

お
よ
び
﹁
何
ら
か
の
情
報
を
伝
達
す
る
こ
と
だ
け
を
目
的
に
し
て
い
て
、
法
的
効
果
を
生
じ
さ
せ
る
意
思
表
明
を

行
う
こ
と
を
意
図
し
て
い
な
いB

rief

﹂
を
除
外
す
る
と
、﹁
メ
ロ
ヴ
ィ
ン
グ
朝
、
カ
ロ
リ
ン
グ
朝
、
ザ
ク
セ
ン
朝
、
ザ
リ
エ
ル
朝
の
諸
王

︹
�
世
紀
末
か
ら
�
�
世
紀
半
ば
︺
や
南
部
イ
タ
リ
ア
の
ノ
ル
マ
ン
朝
の
諸
君
主
︹
�
�
世
紀
末
以
降
︺
の
諸
ウ
ワ
ク
ン
デ
は
、
我
わ
れ

がD
iplom

e

も
し
く
はP

räzepte

とM
andate

と
に
分
類
し
て
い
る
、
大
き
な
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
る
﹂。

　

そ
の
分
類
の
基
準
は
以
下
で
あ
る
。﹁
国
王
ウ
ワ
ク
ン
デ
に
お
い
て
な
さ
れ
て
い
る
命
令
（
処
分
：V

erfügung

）
は
永
続
的
な
価
値
を

主
張
し
て
い
る
の
か
そ
れ
と
も
�
時
的
な
価
値
を
主
張
し
て
い
る
の
か
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、そ
の
命
令
（
処
分
）
は
何
ら
か
の
法
律
関
係
、

―
―

そ
の
法
律
関
係
の
証
明
の
た
め
に
常
に
当
該D

iplom

を
引
き
合
い
に
出
す
こ
と
が
で
き
る―

―

、
そ
う
し
た
法
律
関
係
を
作
り
出
そ

う
と
し
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
、
�
度
な
さ
れ
た
な
ら
ば
、
そ
の
後
は
�
度
と
当
該M

andat

に
立
ち
戻
る
必
要
が
な
い
措
置
な
の
か
で

あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、D
iplom

は
法
律
関
係
設
定
（dispositive

）
ウ
ワ
ク
ン
デ
で
あ
る
と
共
に
証
明
（
証
拠
：B

ew
eis

）
ウ
ワ
ク
ン
デ

で
あ
る
が
、M

andat

は
主
に
は
法
律
関
係
設
定
ウ
ワ
ク
ン
デ
で
し
か
な
い
。
す
な
わ
ち
、D

iplom

は
何
ら
か
の
法
律
行
為
を
命
令
し
且

つ
証
言
す
る
の
に
対
し
て
、M

andat

は
何
は
さ
て
置
き
あ
れ
こ
れ
の
統
治
目
的
に
役
立
っ
て
い
る
の
で
あ
る
﹂。

　

H
. B

resslau

に
よ
れ
ば
、M

andat

は
単
に
法
律
関
係
設
定
ウ
ワ
ク
ン
デ
で
し
か
な
く
、
証
明
（
証
拠
：B

ew
eis

）
ウ
ワ
ク
ン
デ
で
は

な
い
。
そ
う
す
る
と
、M

andat

と
い
う
ウ
ワ
ク
ン
デ
は
﹁
証
明
書
﹂﹁
証
書
﹂
の
意
味
合
い
を
持
っ
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。
も
う
し
そ

う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、M

andat

を
指
図
﹁
書
﹂
と
訳
す
こ
と
は
で
き
て
も
指
図
﹁
証
書
﹂
と
訳
す
こ
と
は
た
め
ら
わ
れ
て
し
ま
う）
₂₈
（

。
そ
れ

�
�
七
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メ
ロ
ヴ
ィ
ン
グ
時
代
の
宮
宰P

lacita

に
み
る
裁
判
の
か
た
ち

に
対
し
て
、D

iplom
e

（P
räzepte

）
と
い
う
ウ
ワ
ク
ン
デ
は
、
法
律
関
係
設
定
﹁
証
書
﹂
兼
証
明
（
＝
証
拠
）﹁
証
書
﹂
と
い
う
訳
語
に

な
る
の
か
。

　

ウ
ワ
ク
ン
デ
に
た
だ
�
つ
の
訳
語
を
与
え
た
場
合
、
ウ
ワ
ク
ン
デ
に
包
摂
さ
れ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
語
の
も
つ
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
消
し
て
し
ま
う

こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
も
ま
た
ウ
ワ
ク
ン
デ
に
訳
語
を
付
け
る
こ
と
を
た
め
ら
わ
せ
て
い
る
理
由
で
あ
る
。

　

私
は
、
こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、G

erichtsurkunde

に
も
﹁
裁
判
ウ
ワ
ク
ン
デ
﹂
と
い
う
訳
語
を
当
て
て
き
た
。
し
か
し
こ
れ
は
ま
っ

た
く
内
容
の
無
い
訳
語
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
せ
め
て
、
こ
のG

erichtsurkunde

に
仮
訳
を
付
け
て
み
た
い
と
思
う
に
よ
う

に
な
っ
た
。
拙
稿
﹁
国
王P

lacita

に
つ
い
て
﹂
を
読
ん
で
下
さ
っ
た
�
人
の
方
か
ら
ウ
ワ
ク
ン
デ
と
い
う
語
に
着
目
し
た
コ
メ
ン
ト
を
い

た
だ
い
た
の
が
、
そ
の
動
機
で
あ
る
。
お
�
人
は
交こ
う

告け
つ

尚ひ
さ
し史

氏
（
東
京
大
学
・
行
政
法
）
で
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語
にurkunde

と
い
う
語

が
あ
る
こ
と
、
日
常
語
と
し
て
の
意
味
はdocum

ent

で
、
法
律
用
語
と
し
て
はm

unim
ento

で
あ
る
こ
と
を
知
ら
せ
て
下
さ
っ
た
。
も

う
お
�
人
は
三
井
誠
氏
（
現
在
は
同
志
社
大
学
司
法
研
究
科＜

法
科
大
学
院＞

教
授
。
刑
事
訴
訟
法
）
で
、
次
の
記
述
の
中
の
、﹁
裁
判
ウ

ワ
ク
ン
デ
﹂
と
﹁
裁
判
文
書
﹂
の
使
い
分
け
に
目
を
と
め
ら
れ
た
。

　

拙
稿
﹁
か
た
ち
﹂︹﹁
西
洋
中
世
初
期
の
裁
判
の
か
た
ち）
₂₉
（

︺
で
、﹁
裁
判
ウ
ワ
ク
ン
デ
﹂
と
﹁
裁
判
文
書
﹂
の
使
い
方
に
つ
い
て
、前
者
を
、

﹁
裁
判
終
了
後
に
手
交
さ
れ
た
、
法
廷
に
証
拠
と
し
て
提
出
で
き
る
、
証
明
力
を
持
つ
判
決
書
と
で
も
言
う
べ
き
、
よ
り
専
門
的
な
意
味
﹂

を
持
た
せ
て
使
用
し
、
後
者
を
、﹁
何
で
あ
れ
裁
判
に
関
係
し
た
文
書
と
い
う
よ
う
な
幅
広
い
意
味
﹂
を
持
た
せ
て
使
用
す
る
、
と
断
り

書
き
を
し
た
。
本
稿
も
、
こ
の
区
別
を
踏
襲
し
て
い
る
。

　

私
は
、G

erichtsurkunde

を
、﹁
判
決
証
書
﹂
と
仮
訳
す
る
こ
と
に
す
る
。
す
で
に
ほ
か
の
方
が
こ
の
訳
語
を
使
わ
れ
て
い
る
か
も
し

�
�
八
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れ
な
い
の
で
、﹁
判
決
証
書
﹂
と
い
う
訳
語
を
借
用
し
た
い
、
と
い
う
言
い
方
を
す
る
の
が
適
切
か
と
も
思
う
。

　
﹁
裁
判
﹂
を
﹁
判
決
﹂
に
し
た
の
は
、
前
近
代
に
お
い
て
﹁
裁
判
﹂
と
い
う
語
を
ど
の
よ
う
な
意
味
で
使
用
し
た
ら
い
い
の
か
を
考
え
て

い
た
時
、
論
文
﹁
カ
ル
ロ
・
シ
ゴ
ニ
オ
﹃
民
事
裁
判
に
つ
い
て
﹄
覚
書―
―

�
六
世
紀
人
文
主
義
者
に
よ
る
ロ
ー
マ
民
事
裁
判
素
描
﹂
が

紹
介
し
て
い
る
、
シ
ゴ
ニ
オ
の
次
の
見
解
と
そ
れ
に
対
す
る
著
者
（
田
中
実
）
の
解
説
に
出
会
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
﹁
裁
判
と
は
﹃
法
を
宣
言
す
る
政
務
官
で
あ
れ
そ
の
政
務
官
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
た
審
判
人
で
あ
れ
彼
ら
が
法
に
従
っ
て
下
し
た
判
断
﹄

で
あ
る
﹂。

　

田
中
は
、
引
用
文
中
の
﹁
判
断
﹂
に
、﹁
裁
定
（decreta

）
つ
ま
り
判
決
（sententiae

）
で
あ
る
﹂
と
い
う
解
説
を
付
け
て
い
る）
₃₀
（

。

　

H
. B

resslau

は
、
先
の
紹
介
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、G

erichtsurkunde

を
、D

iplom
e

（P
räzepte

）
やM

andat

と
は
異
な
る
ウ

ワ
ク
ン
デ
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る）
₃₁
（

。
し
た
が
っ
て
、H. B

resslau

は
、Gerichtsurkunde

を
権
利
設
定
﹁
ウ
ワ
ク
ン
デ
﹂
と
も
証
明
（
証

拠
）﹁
ウ
ワ
ク
ン
デ
﹂
と
も
考
え
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
私
も
、﹁
判
決
︹
書
︺﹂、﹁
判
決
書
と
で
も
い
う
べ
き
﹂
と
い
う
言
い
方
を
こ
れ

ま
で
し
て
き
た
。

　

し
か
し
、
こ
こ
で
、﹁
書
﹂
で
は
な
く
て
﹁
証
書
﹂
に
し
た
の
は
、
拙
稿
﹁
国
王P

lacita

に
つ
い
て
﹂
の
中
で
、
ロ
ー
マ
の
﹁
皇
帝
答
書
﹂

と
の
比
較
で
述
べ
た
、私
の
次
の
考
え
に
引
き
付
け
て
の
こ
と
で
あ
る
。﹁
裁
判
ウ
ワ
ク
ン
デ
で
あ
るP

lacita

は
証
明
手
段
の
�
つ
で
あ
り
、

勝
訴
者
に
手
交
さ
れ
、
勝
訴
者
の
手
元
で
保
管
さ
れ
、
必
要
な
時
必
要
な
場
所
に
保
管
者
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
る
﹂（
三
八
四
頁
）。

　

P

プ
ラ
キ
タ

lacita

が
﹁
証
明
手
段
﹂
で
あ
る
こ
と
を
端
的
に
示
し
て
い
る
の
は
、
仮
装
裁
判
の
事
例
で
あ
る
。
仮
装
裁
判
は
、
将
来
の
紛
争
に
備

え
た
権
利
確
認
行
為
と
言
え
る
も
の
で）
₃₂
（

、
し
た
が
っ
て
、P

プ
ラ
キ
タ

lacita

は
将
来
の
紛
争
に
備
え
た
﹁
証
拠
物
﹂、
す
な
わ
ち
権
利
確
認
﹁
証
書
﹂

�
�
九
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メ
ロ
ヴ
ィ
ン
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時
代
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に
み
る
裁
判
の
か
た
ち

と
い
う
性
格
を
も
つ
。

　

そ
し
て
、
こ
の
﹁
権
利
確
認
﹂
証
書
と
し
て
の
性
格
を
、
仮
装
裁
判
以
外
の
裁
判
のP

プ
ラ
キ
タ

lacita

も
全
て
有
し
て
い
る
、
と
、
私
は
考
え
て

い
る
。
本
稿
で
試
訳
し
たP

プ
ラ
キ
タ

lacita

と
同
様
に
、
ど
のP

プ
ラ
キ
タ

lacita

も
だ
い
た
い
、
そ
の
最
後
の
と
こ
ろ
で
、
勝
訴
者
の
権
利
、
権
限
の
�
つ

�
つ
を
列
挙
し
て
確
認
す
る
と
共
に
、
敗
訴
者
に
対
し
て
は
、
勝
訴
者
の
そ
れ
ら
の
権
利
を
尊
重
し
、
�
度
と
争
い
を
起
こ
し
て
は
な
ら
な

い
、
と
命
じ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
必
要
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
敗
訴
者
が
勝
訴
者
の
権
利
、
権
限
の
保
証
人
に
な
る
こ
と
を
義
務

づ
け
て
い
る
。
そ
し
て
、
い
ざ
裁
判
と
な
っ
た
時
に
、
持
っ
て
い
る
な
ら
真
っ
先
に
提
出
さ
れ
る
も
の
の
�
つ
がP

プ
ラ
キ
タ

lacita

で
あ
る
。

　

確
か
に
、
裁
判
は
、
�
般
的
に
、
贈
与
や
契
約
に
よ
っ
て
あ
る
当
事
者
が
あ
る
財
産
の
新
し
い
所
有
権
者
に
な
る
、
と
い
う
よ
う
な
権
利

関
係
新
設
行
為
で
は
な
い
が
、し
か
し
、少
な
く
と
も
メ
ロ
ヴ
ィ
ン
グ
時
代
のP

プ
ラ
キ
タ

lacita

に
は
証
明
手
段
と
し
て
の
役
割
は
期
待
さ
れ
て
い
る
。

私
は
そ
う
考
え
て
い
る
。

　

以
上
が
、
今
回
、﹁
裁
判
ウ
ワ
ク
ン
デ
﹂
と
い
う
訳
語
を
や
め
て
﹁
判
決
証
書
﹂
と
仮
訳
す
る
こ
と
に
し
た
根
拠
で
あ
る
。

八　

お
わ
り
に

　

P

プ
ラ
キ
タ

lacita

と
い
う
文
字
が
タ
イ
ト
ル
に
入
る
論
文
の
こ
れ
が
最
後
で
あ
る
。
関
係
史
料
と
向
き
合
う
こ
と
を
基
本
に
し
て
、
こ
れ
ま
で
、

作
業
を
続
け
て
き
た
。
そ
の
た
め
に
、
先
行
研
究
を
探
索
し
網
羅
的
に
目
を
通
す
こ
と
を
し
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
本
来
で
あ
れ
ば
、

教
え
を
受
け
て
注
記
す
べ
き
ほ
と
ん
ど
の
著
書
、
論
文
を
無
視
す
る
結
果
に
な
っ
て
い
る
。
新
し
い
学
説
を
知
ら
ず
に
、
古
い
学
説
の
ま
ま

に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
多
く
あ
る
と
思
う
。
試
訳
に
は
、
誤
訳
も
多
々
あ
る
と
思
う
。
ご
教
示
、
ご
批
判
を
乞
い
た
い
。

　

本
稿
は
、
深
田
三
徳
先
生
に
捧
げ
ら
れ
る
。
深
田
先
生
と
の
お
つ
き
あ
い
は
、
四
〇
年
ほ
ど
に
お
よ
ぶ
。
そ
の
最
後
の
八
年
、
法
科
大
学

�
三
〇
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院
で
共
に
時
間
を
刻
ん
だ
こ
の
八
年
の
な
か
で
、
先
生
の
真
価
（
高
潔
な
人
格
と
深
く
広
い
学
識
、
そ
し
て
同
志
社
を
愛
す
る
強
い
心
）
を

知
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
お
祈
り
し
た
い
。

　

三
井
誠
先
生
も
、
�
〇
�
�
年
三
月
で
法
科
大
学
院
を
退
職
さ
れ
る
。﹁
今
ま
で
見
て
い
た
の
は
夢
の
た
め
の
夢
だ
。
男
六
〇
を
過
ぎ
て

こ
れ
か
ら
み
る
夢
こ
そ
が
本
当
の
夢
﹂（﹁
私
の
履
歴
書―

―

松
本
幸
四
郎
﹂
日
本
経
済
新
聞
�
〇
�
�
年
�
�
月
�
日
）
と
い
う
セ
リ
フ

が
あ
る
。
見
果
て
ぬ
夢
を
追
い
続
け
ら
れ
る
先
生
に
、
私
は
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
た
。
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍

を
お
祈
り
し
た
い
。

　

感
謝
を
込
め
て
：P

rof. D
r. G

erhard K
öbler , P

rof. D
r. A

ndreas M
eyer, P

rof. D
r. H

einrich M
enkhaus, P

rof. D
r. H

ans K
. 

Schulze, P
rof. D

r. W
olfgang Sellert. 

そ
し
てH

err M
ichael L

übke.

（
１
）　L

exikon, B
d. V

III, S. 559

の
項
目Tertry. ibid., B

d. V
I, S. 2167―2168

の
項
目P

ippn II.

（
２
）　K

カ
ー
ル

arl M

マ
ル
テ
ル

artell

で
は
な
く
、K

arl der G
ro

e
（
カ
ー
ル
大
帝
）
だ
と
考
え
る
説
も
あ
る
。dtv-L

exikon, B
d. 10, M

ünchen 1976, S. 68.

（
３
）　

ち
な
み
に
、A

ア
ル
ヌ
ル
フ
ィ
ン
ガ
ー

rnulfinger / P

ピ
ピ
ニ
ー
デ
ン

ippiniden

の
全
て
が
宮
宰
で
は
な
か
っ
た
し
、
ウ
ワ
ク
ン
デ
中
で
そ
の
よ
う
に
呼
ば
れ
て
も
い
な
い
。

（
４
）　

拙
稿
﹁
西
洋
中
世
初
期
の
裁
判
の
か
た
ち
﹂
�
〇
頁
（
同
志
社
法
学
三
三
七
号
、
�
〇
〇
九
年
）。

（
５
）　

前
掲
﹁
西
洋
中
世
初
期
の
裁
判
の
か
た
ち
﹂
�
�
頁
。

（
６
）　

防
護
職
と
い
う
訳
語
は
、
Fr.
オ
リ
ヴ
ィ
エ
・
マ
ル
タ
ン
、
塙
浩
訳
﹃
フ
ラ
ン
ス
法
制
史
概
説
﹄
�
三
七
頁
（
創
文
社
、
昭
和
六
�
年
）
か
ら
借
用
し
た
。
ミ
ッ
タ
イ
ス
は
、

弁
護
人
と
い
う
訳
語
を
与
え
て
い
る
（
�
三
四
頁
）。

（
７
）　

以
下
は
、
前
掲
﹁
西
洋
中
世
初
期
の
裁
判
の
か
た
ち
﹂
六
〇
頁
注
（
31
）
の
説
明
。﹁boni hom

ines

＝P
ersonen, die die V

oraussetzungen dafür erfüllen, als 

Z
eugen oder B

eisitzer eines G
erichts zu fungieren

（
法
廷
に
お
け
る
証
人
と
し
て
あ
る
い
は
審
判
人
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
た
め
の
前
提
条
件
を
満
た
す
人
び

と
）﹂。
訳
文
中
の
﹁
審
判
人
﹂
で
あ
る
が
、
こ
の
間
の
論
文
で
は
、﹁
陪
席
判
決
人
﹂
と
訳
し
て
い
る
。m

agnifici viri

は
﹁
偉
き
人
び
と
﹂
と
訳
す
べ
き
か
も
し
れ
な
い
が
、

optieim
ates

を
﹁
偉
き
者
た
ち
﹂
と
訳
し
て
い
る
の
で
﹁
立
派
な
人
び
と
﹂
と
訳
す
こ
と
に
し
た
。

（
８
）　

本
稿
三
八
頁
。

�
三
�



（　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
四
巻
三
号�

�
六

メ
ロ
ヴ
ィ
ン
グ
時
代
の
宮
宰P

lacita

に
み
る
裁
判
の
か
た
ち

（
９
）　

拙
稿
﹁
西
洋
中
世
初
期
の
裁
判
の
か
た
ち
﹂
四
�―

四
三
頁
（
同
志
社
法
学
三
三
七
号
、
�
〇
〇
九
年
）
で
は
、
傍
線
を
引
い
たinquesivim

us

に
﹁
尋
問
し
た
﹂
と
い
う

訳
語
を
与
え
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
﹁
調
べ
る
﹂
と
訳
し
て
い
る
。
意
味
内
容
に
幅
の
あ
る
﹁
調
べ
る
﹂
と
い
う
用
語
の
方
が
他
のP

プ
ラ
キ
ト
ゥ
ム

laictum

と
の
関
係
で
も
訳
語
と
し
て

適
切
で
あ
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
ま
た
、﹁
調
べ
る
﹂
方
法
の
�
つ
が
﹁
尋
問
す
る
﹂
で
あ
る
、
と
も
考
え
て
い
る
。

（
10
）　

こ
の
散
逸P

lacita

に
係
る
記
録
は
、
拙
稿
﹁
国
王P

lacita

に
み
る
裁
判
﹂
で
試
訳
し
たP

lacitum

（N
r. 157

）
の
中
に
も
あ
る
（
六
七
頁
以
下
）。

（
11
）　
【
国
王
ウ
ワ
ク
ン
デ
の
模
範
的
書
式
】C

lavis M
ediaevalis, hrsg. von O

tto M
eyer, 1966

に
よ
れ
ば
、
国
王
ウ
ワ
ク
ン
デ
の
模
範
的
書
式
は
、
以
下
の
よ
う
に
大
き
く
三

つ
の
構
成
に
分
か
れ
、
ま
た
各
構
成
は
さ
ら
に
い
く
つ
か
の
小
構
成
に
分
か
れ
る
、
と
い
う
。
ⅠP

rotokoll

：
１Invocatio　

２Intitulaito m
it D

evotionsform
el　

３

Inscriptio m
it Salutatio；

ⅡText

：
１A

renga　

２P
rom

ulgatio　

３N
arratio　

４D
ispositio　

５P
oenform

el　

６C
orroboratio；

ⅢE
schatokoll

：
１

Subscriptio　

２D
atierung　

３A
pprecatio.

　
　
　

P
rotokoll

は
首
部
の
定
式
文
の
こ
と
。Invocatio

は
呼
び
か
け
と
か
祈
り
の
意
味
で
、
ウ
ワ
ク
ン
デ
の
冒
頭
で
、﹁
全
能
の
神
と
わ
れ
ら
が
救
世
主
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
と

の
御
名
に
お
い
て
﹂
と
い
う
よ
う
に
、
神
の
名
を
呼
ん
だ
り
、
神
に
呼
び
か
け
た
り
す
る
こ
と
。
装
飾
文
字
（M

onogram
m

）
が
使
わ
れ
た
り
す
る
。Intitulaito

は
、
ウ

ワ
ク
ン
デ
交
付
者
で
あ
る
国
王
の
名
前
や
国
王
と
い
う
肩
書
き
な
ど
を
書
く
こ
と
で
あ
る
。D

evotionsform
el

のD
evotion

と
は
敬
虔
と
か
帰
依
、
謙
譲
の
意
味
が
あ
り
、

F
orm

el

は
フ
ォ
ー
ム
で
あ
る
。﹁
神
の
恩
寵
に
よ
る
御
加
護
を
得
て
王
た
る
ロ
タ
ー
ル
﹂
と
い
う
表
現
を
例
に
と
れ
ば
、Intitulaito

は
﹁
王
た
る
ロ
タ
ー
ル
﹂
で
あ
り
、
そ

のIntitulaito

が
伴
っ
て
い
るD

evotion

フ
ォ
ー
ム
は
﹁
神
の
恩
寵
に
よ
る
御
加
護
を
得
て
﹂
で
あ
る
。Inscriptio

と
は
ウ
ワ
ク
ン
デ
の
宛
先
で
あ
る
人
や
組
織
の
名
前
や

肩
書
き
を
あ
げ
る
こ
と
。
そ
の
際
、Salutatio

（
挨
拶
）
が
添
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
し
た
が
っ
てInscriptio m

it Salutatio

と
は
、
挨
拶
を
添
え
て
、
宛
先
で
あ
る
人

や
組
織
の
名
前
や
肩
書
き
を
明
示
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　

Text

と
は
本
文
の
こ
と
で
あ
る
。A

renga

と
は
修
辞
的
意
味
合
い
を
持
つ
、
い
ろ
い
ろ
な
ス
タ
イ
ル
で
の
書
き
始
め
の
こ
と
で
、
こ
こ
で
は
、
例
え
ば
﹁
神
を
敬
う
、
正

義
と
理
性
に
か
な
い
し
心
を
も
っ
て
、
朕
が
神
の
僕
た
ち
の
願
い
を
了
と
す
る
な
ら
ば
、
主
か
ら
神
の
恵
み
を
受
け
る
も
の
と
朕
は
信
ず
る
﹂
と
い
う
よ
う
に
、
国
王
で
あ
る

こ
と
の
責
務
や
統
治
者
と
し
て
の
理
念
な
ど
に
関
連
づ
け
な
が
ら
、
ウ
ワ
ク
ン
デ
を
交
付
す
る
意
義
・
�
般
的
理
由
が
語
ら
れ
る
。P

rom
ulgatio

は
、﹁
現
在
お
よ
び
将
来
の
、

聖
な
る
神
の
教
会
の
す
べ
て
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
な
ら
び
に
す
べ
て
の
朕
の
臣
下
に
対
し
て
︹
コ
レ
コ
レ
ノ
コ
ト
ガ
︺
知
ら
し
め
ら
れ
る
（notum

 sit

）﹂
と
い
う
よ
う
に
、︹
コ

レ
コ
レ
ノ
コ
ト
︺
を
し
た
の
で
そ
の
こ
と
を
﹁
公
に
知
ら
せ
る
﹂
と
い
う
、通
常
は
﹁notum

 sit

﹂
で
括
ら
れ
る
言
い
回
し
で
、こ
の
言
い
回
し
がA

renga

に
続
く
。
そ
し
て
、

そ
の
﹁notum

 sit

﹂
と
い
う
動
詞
の
あ
と
に
、︹
コ
レ
コ
レ
ノ
コ
ト
︺
が
長
々
と
続
く
。
こ
の
︹
コ
レ
コ
レ
ノ
コ
ト
︺
の
前
半
がN

arratio

で
あ
り
、
こ
こ
で
、
ウ
ワ
ク
ン
デ

を
作
成
・
交
付
す
る
こ
と
に
な
っ
た
事
情
が
例
え
ば
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
。﹁
い
と
も
尊
き
聖
ガ
レ
ン
修
道
院
長E

ngilbert

は
、
教
父
に
し
て
大
司
教
で
あ
る
敬
う
べ
き

H
eriger

と
そ
れ
以
外
の
朕
の
王
国
の
貴
顕
の
士
た
ち
の
仲
立
ち
に
よ
っ
て
、
国
王
で
あ
り
ま
た
皇
帝
で
も
あ
っ
た
朕
の
祖
先
た
ち
か
ら
、
修
道
士
た
ち
と
聖
ガ
レ
ン
修
道
院

�
三
�
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）

メ
ロ
ヴ
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宮
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lacita

に
み
る
裁
判
の
か
た
ち

同
志
社
法
学　

六
四
巻
三
号�

�
七

と
に
交
付
さ
れ
た
ウ
ワ
ク
ン
デ
な
ら
び
に
勅
命
を
、
朕
の
確
認
ウ
ワ
ク
ン
デ
に
よ
り
あ
ら
た
め
て
確
認
し
て
ほ
し
い
と
嘆
願
し
た
﹂。
そ
の
嘆
願
を
受
け
て
、
国
王
が
し
た
こ

と
の
中
身
が
︹
コ
レ
コ
レ
ノ
コ
ト
︺
の
後
半
に
あ
た
るD

ispositio

で
、ウ
ワ
ク
ン
デ
の
中
核
部
分
を
構
成
す
る
。﹁
朕
はE

ngilbert

修
道
院
長
の
願
い
に
快
く
承
認
を
与
え
、

併
せ
て
祖
先
た
ち
が
修
道
院
に
認
め
し
イ
ン
ム
ニ
テ
ー
ト
を
吟
味
し
た
。
か
く
し
て
こ
れ
ま
で
に
作
成
さ
れ
た
ウ
ワ
ク
ン
デ
本
文
が
そ
の
該
当
す
る
く
だ
り
に
お
い
て
明
記
し

て
い
る
と
お
り
の
イ
ン
ム
ニ
テ
ー
ト
を
、
聖
ガ
レ
ン
修
道
院
が
保
持
す
る
こ
と
を
命
じ
且
つ
決
定
す
る
。︹
以
下
略
︺﹂
がD

ispositio

の
�
例
で
あ
る
。︹
コ
レ
コ
レ
ノ
コ
ト
︺

の
あ
と
に
は
、
国
王
の
こ
の
決
定
を
侵
害
し
た
場
合
に
は
罰
す
る
と
い
う
警
告
文
が
書
か
れ
る
。
そ
れ
がP

oenform
el

で
あ
る
。
こ
れ
に
続
くC

orroboratio

は
、
ウ
ワ
ク

ン
デ
の
信
頼
性
を
将
来
に
亘
っ
て
保
証
す
る
た
め
の
記
述
の
こ
と
で
あ
る
。﹁
而
し
て
、
こ
の
ウ
ワ
ク
ン
デ
が
神
の
御
名
に
お
い
て
完
全
な
確
実
さ
を
得
、
聖
な
る
教
会
の
キ

リ
ス
ト
教
徒
と
朕
の
臣
下
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
真
正
な
も
の
と
信
ぜ
ら
れ
、
よ
り
注
意
深
く
保
管
さ
れ
る
よ
う
、
こ
の
ウ
ワ
ク
ン
デ
に
朕
の
印
章
を
押
印
せ
し
む
る
も
の
な
り
﹂。

　
　
　

E
schatokoll

は
尾
部
の
定
式
文
で
あ
る
。Subscriptio

は
署
名
、D

atierung

は
年
月
日
、A

pprecatio

は
末
文
の
挨
拶
で
、
例
え
ば
、﹁
神
の
御
名
に
お
い
て
、
平
安

と
祝
福
を
、
ア
ー
メ
ン
﹂
で
あ
る
（
三
�
〇―

三
�
�
頁
）。

　
　
　
【
国
王Placita

の
書
式
】　

メ
ロ
ヴ
ィ
ン
グ
時
代
の
国
王P

プ
ラ
キ
ト
ゥ
ム

lacitum

は
�
〇
通
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
オ
リ
ジ
ナ
ル
は
�
六
通
で
あ
る
。
ウ
ワ
ク
ン
デ
の
模
範
的
書
式

のP
rotokoll

の
う
ち
のInvocatio

に
つ
い
て
は
、
�
〇
通
中
�
八
通
にC

hrism
on

が
あ
り
、
�
通
に
だ
けInvocatio

が
な
い
。Intitulaito

に
つ
い
て
は
、
�
〇
通
と

も
国
王
と
い
う
肩
書
き
付
で
国
王
名
が
あ
る
。
ま
た
、
�
〇
通
と
も
、v. inl. 

を
伴
っ
て
い
る
が
、D

evotionsform
el

を
伴
っ
て
い
な
い
。Inscriptio

は
認
め
ら
れ
な
い
。

v. inl.

に
つ
い
て
は
、
そ
れ
をvir inluster

と
解
読
す
る
か
そ
れ
と
もviribus inlustribus

と
解
読
す
る
か
で
、
見
解
が
分
れ
て
い
る
。
前
者
、
つ
ま
り
主
格
で
あ
れ
ば
、﹁
尊

き
人
﹂
と
試
訳
で
き
、
後
者
、
つ
ま
り
与
格
で
あ
れ
ば
、﹁
尊
き
人
々
に
﹂
と
い
う
試
訳
に
な
る
。H

eidrich

は
、
宮
宰P

プ
ラ
キ
タ

lacita

に
関
係
し
て
全
て
前
者
で
理
解
し
て
い
る
。

　
　
　

Text

の
中
のA

renga

は
な
い
が
、B

ergm
ann

は
、﹁
決
ま
り
文
句
風
導
入
句
（F

orm
elhafter E

inleitungsatz

）﹂
を
そ
れ
に
重
ね
て
い
る
。
後
掲
の
試
訳
で
言
え
ば
、

﹁
余
が
神
の
御
名
に
お
い
てC

risciaeco

︹C

ク
レ
シ
ー

récy-e

ア
ン

n-P

ポ
ン
チ
ュ
ー

onthieu

︺
に
あ
る
余
の
宮
廷
に
余
の
誠
実
の
士
た
ち
と
共
に
、
あ
ら
ゆ
る
訴
え
を
聞
き
ま
た
公
正
に
審
理
す
る
こ
と

に
よ
り
そ
の
訴
え
に
決
定
を
下
す
べ
く
い
る
時
⋮
⋮
﹂
の
部
分
で
あ
る
。P

rom
ulgatio

は
な
い
。N

arratio

は
、
後
掲
試
訳
で
言
え
ば
、﹁
高
貴
な
人
で
聖
職
者
の

A
udoinus

︹
＝
原
告
︺
が
来
てL

eodefrid

と
い
う
名
前
の
者
︹
＝
被
告
︺
を
訴
え
た
際
、
⋮
⋮
と
申
し
立
て
、
そ
し
て
⋮
⋮
﹂
か
ら
﹁
⋮
⋮
、
と
直
ぐ
に
自
白
し
た
﹂
ま
で

の
裁
判
の
経
過
を
記
述
し
て
い
る
箇
所
だ
、
と
考
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
法
的
紛
争
に
関
係
し
た
訴
え
が
原
告
に
よ
っ
て
な
さ
れ
、
被
告
が
応
訴
し
、
そ
し

て
審
理
が
行
わ
れ
る
、そ
の
�
連
の
経
過
を
記
録
し
た
部
分
で
あ
る
。Dispositio

は
、Bergm

ann

に
倣
え
ば
、﹁allgem

eine D
ispositio

（
�
般
的D

ispositio

）﹂と﹁spezielle 

D
ispositio

（
具
体
的D

ispositio

）﹂
に
分
か
れ
、
そ
の
間
に
、﹁P

falzgrafenzeugnis

（
宮
中
伯
の
証
言
）﹂
が
入
る
。﹁
�
般
的D

ispositio

﹂、
後
掲
試
訳
で
言
え
ば
、

N
arratio

の
最
後
の
文
言
﹁
⋮
⋮
直
ぐ
に
自
白
し
た
﹂
に
続
く
箇
所
の
う
ち
の
、﹁
そ
の
あ
と
、
余
は
、
余
の
偉
大
な
紳
士
た
ち
（procerebus

）
と
共
に
⋮
⋮
判
決
す
る

�
三
三
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社
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六
四
巻
三
号�

�
八

メ
ロ
ヴ
ィ
ン
グ
時
代
の
宮
宰P

lacita

に
み
る
裁
判
の
か
た
ち

（decrevisse

）
こ
と
を
決
定
し
た
（constetit

）﹂
の
部
分
で
あ
り
、こ
の
文
言
中
の
﹁
⋮
⋮
﹂
に
当
た
る
箇
所
、す
な
わ
ち
﹁
余
の
宮
中
伯
で
あ
る
、尊
き
人B

ertoaldus

が
、

本
件
訴
訟
は
か
よ
う
に
行
わ
れ
そ
し
て
規
則
に
従
い
調
べ
ら
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
、と
証
言
し
た
（testim

oniare

）︹
＝
訴
訟
の
結
果
を
︹
余
に
︺
再
現
し
た
︺
如
く
﹂

が
﹁P

falzgrafenzeugnis

（
宮
中
伯
の
証
言
）﹂
の
箇
所
で
あ
る
。﹁
具
体
的D

ispositio

﹂
は
、﹁
�
般
的D

ispositio

﹂
の
文
言
の
最
後
の
﹁
判
決
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
﹂

に
続
く
﹁
す
な
わ
ち
﹂
か
ら
﹁
余
は
命
ず
る
﹂
ま
で
の
箇
所
で
あ
る
。B

ergm
ann

は
、
こ
の
﹁
具
体
的D

ispositio

﹂
を
、﹁
判
決
が
決
定
し
た
�
つ
�
つ
の
事
項
を
挙
げ
て

い
る
国
王
命
令
（D

as königliche G
ebot, das die einzelnen U

rteilsbestim
m

ungen nennt

）﹂
と
呼
ん
で
い
る
。P

oenform
el

、C
orroboratio

は
な
い
。

　
　
　

E
schatokoll

の
う
ちSubscriptio

はR
eferendar

あ
る
い
は
そ
の
代
理
人
の
署
名
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。D

atierung

も
あ
り
、Apprecatio

は﹁
幸
あ
れ（feliciter

）﹂、

﹁
幸
あ
れ
、
ア
ー
メ
ン
（feliciter, am

en

）﹂﹁
神
の
御
名
に
お
い
て
、
幸
あ
れ
（in D

ei nom
ine feliciter

）﹂
の
ど
れ
か
が
�
〇
通
のP

lacita

に
存
在
し
て
い
る
（
三
六
�

―

三
六
�
頁
）。

　
　
　
【
例
示
し
た
試
訳
】N

r. 155

︹53
︺（original, 709 A
pril 8

）
の
試
訳

　
　
　
（C

., N
. T.

）xxx　

フ
ラ
ン
ク
人
の
王C

hildebert v. inl.　

xxx

　
　
　

余
が
神
の
御
名
に
お
い
てC

risciaeco

︹C
ク
レ
シ
ー

récy-e

ア
ン

n-P

ポ
ン
チ
ュ
ー

onthieu

︺
に
あ
る
余
の
宮
廷
に
余
の
誠
実
の
士
た
ち
と
共
に
、
あ
ら
ゆ
る
訴
え
を
聞
き
ま
た
公
正
に
審
理
す
る
こ

と
に
よ
り
︹
そ
の
訴
え
に
︺
決
定
を
下
す
べ
く
い
る
時
、
高
貴
な
人
で
聖
職
者
のA

udoinus

︹
＝
原
告
︺
が
来
てL

eodefrid

と
い
う
名
前
の
者
︹
＝
被
告
︺
を
訴
え
た
際
、

A
udoinus

︹
＝
原
告
︺
は
︹
そ
れ
ぞ
れ
︺Tellao

︹L
ルe T
タ
ル
ー

alou

︺
地
域
圏
（pagus

）
に
あ
る
、C

hildriciaecas

と
呼
ば
れ
て
い
る
所
と
そ
れ
に
加
え
てT

axm
edas

で

L
eodefrid

︹
＝
被
告
︺
の
父
の
故G

odfridus

、
同
じ
く
母
の
故R

agam
berta

の
側
か
ら
遺
産
と
し
て
相
続
す
る
こ
と
に
よ
りL

eodefrid

︹
＝
被
告
︺
の
所
有
に
帰
し
た

�
箇
所
の
マ
ン
ス
と
を
、
自
分
︹
＝
原
告
︺
の
お
金
を
渡
し
、
売
却
ウ
ワ
ク
ン
デ
（vinditio

）
に
よ
っ
て
︹
原
告
︺
自
身
の
た
め
に
買
い
入
れ
た
、
と
申
し
立
て
、
そ
し
て
、

そ
の
売
却
ウ
ワ
ク
ン
デ
を
、
読
む
た
め
に
直
ぐ
に
差
し
出
し
た
。
同
売
却
ウ
ワ
ク
ン
デ
は
読
ま
れ
た
。
然
し
て
、
同L

eodefrid

︹
＝
被
告
︺
が
そ
こ
に
直
ぐ
に
出
頭
し
た
際
、

L
eodefrid

︹
＝
被
告
︺
は
、Tellao

︹L

ルe T

タ
ル
ー

alou

︺
と
い
う
先
に
名
の
挙
げ
ら
れ
た
地
域
圏
（pagus

）
に
︹
そ
れ
ぞ
れ
︺
あ
るC

hildriciaecas

と
そ
れ
に
加
え
て

T
axm

edas

と
い
う
先
に
名
の
挙
げ
ら
れ
た
所
の
、L

eodefrid

︹
＝
被
告
︺
の
父G

odfridus

、
同
じ
く
母R

agam
berta

の
側
か
ら
遺
産
と
し
て
相
続
す
る
こ
と
に
よ
り

L
eodefrid

︹
＝
被
告
︺
の
所
有
に
帰
し
た
�
箇
所
の
マ
ン
ス
と
を
聖
職
者
のA

udoinus
︹
＝
原
告
︺
に
売
却
し
た
か
・
あ
る
い
は
こ
の
こ
と
で
お
金
を
受
け
取
っ
た
か
・
あ

る
い
は
売
却
ウ
ワ
ク
ン
デ
に
つ
き
そ
れ
を
自
ら
作
成
し
、
宣
誓
し
て
保
証
す
る
こ
と
を
願
い
・
あ
る
い
はL

eodefrid

︹
＝
被
告
︺
は
自
ら
こ
の
こ
と
でA

udoinus

︹
＝
原
告
︺

の
保
証
人
で
あ
っ
た
か
、
と
質
問
さ
れ
た
。
そ
れ
故
に
、L

eodefrid

︹
＝
被
告
︺
は
、Tellao
︹L
ルe T
タ
ル
ー

alou

︺
と
い
う
先
に
名
の
挙
げ
ら
れ
た
地
域
圏
（pagus

）
に
︹
そ
れ

ぞ
れ
︺
あ
る
、C

hildriciaecas

と
そ
れ
に
加
え
てT

axm
edas

と
い
う
先
に
名
の
挙
げ
ら
れ
た
所
の
、L

eodefrid

︹
＝
被
告
︺
の
父
の
故G

odfridus

、
同
じ
く
母
の
故

�
三
四
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六
四
巻
三
号�

�
九

R
agam

berta

の
側
か
ら
遺
産
と
し
て
相
続
す
る
こ
と
に
よ
りL

eodefrid

︹
＝
被
告
︺
の
所
有
に
帰
し
た
�
箇
所
の
マ
ン
ス
と
を
同A

udoinus

︹
＝
原
告
︺
に
売
却
し
・
そ

し
て
こ
の
こ
と
で
お
金
を
受
け
取
り
・
ま
た
売
却
ウ
ワ
ク
ン
デ
に
つ
き
そ
れ
を
作
成
し
、
宣
誓
し
て
保
証
す
る
こ
と
を
願
い
・
そ
し
て
こ
の
こ
と
でA

udoinus

︹
＝
原
告
︺

に
対
し
て
自
ら
保
証
人
を
引
き
受
け
た
、
と
直
ぐ
に
自
白
し
た
。
そ
の
あ
と
、
余
は
、
余
の
偉
大
な
紳
士
た
ち
と
共
に
、
余
の
宮
中
伯
で
あ
る
、
尊
き
人B

ertoaldus

が
、

本
件
訴
訟
は
か
よ
う
に
行
わ
れ
そ
し
て
規
則
に
従
い
調
べ
ら
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
、
と
証
言
し
た
（testim

oniare

）︹
＝
訴
訟
の
結
果
を
︹
余
に
︺
再
現
し
た
︺
如
く

判
決
す
る
（decrevisse

）
こ
と
を
決
定
し
た
（constetit

）、
そ
れ
故
に
、
先
のA

udoinus

︹
＝
原
告
︺
は
、Tellao

︹L

ルe T

タ
ル
ー

alou

︺
と
い
う
先
に
名
の
挙
げ
ら
れ
た
地
域

圏
（pagus
）
に
︹
そ
れ
ぞ
れ
︺
あ
る
、C

hildriciaecas

と
そ
れ
に
加
え
てT

axm
edas

と
い
う
先
に
名
の
挙
げ
ら
れ
た
所
の
、L

eodefrid

︹
＝
被
告
︺
の
父
の
故

G
odfridus

、
同
じ
く
母
の
故R

agam
berta

の
側
か
ら
遺
産
と
し
て
相
続
す
る
こ
と
に
よ
りL

eodefrid

︹
＝
被
告
︺
の
所
有
に
帰
し
た
�
箇
所
の
マ
ン
ス
と
を
、
あ
ち
こ
ち

の
屋
敷
地
（m

ansis

）、あ
ち
こ
ち
の
土
地
（terris

）、あ
ち
こ
ち
の
住
居
（dom

us

）、あ
ち
こ
ち
の
そ
の
他
の
建
物
（edeficiis

）、マ
ン
キ
ピ
ア
た
ち
、家
畜
ど
も
（peculiis

）、

︹
生
計
維
持
や
安
全
確
保
の
︺
助
け
と
な
る
あ
れ
こ
れ
の
物
、
あ
ち
こ
ち
の
森
、
あ
ち
こ
ち
の
牧
草
地
、
あ
ち
こ
ち
の
牧
場
、
あ
ち
こ
ち
の
水
源
（aqua

）、︹
河
川
湖
沼
等
︺

水
の
あ
る
あ
ち
こ
ち
の
所
（aquarius
）、
あ
ち
こ
ち
の
川
（decursio

）、
あ
れ
こ
れ
の
動
産
や
不
動
産
（m

obilis et im
m

obilia

）、
あ
ち
こ
ち
の
耕
作
地
や
あ
ち
こ
ち
の
未

耕
作
地
（cultis et incultis

）
と
共
に
、
何
�
つ
欠
け
る
こ
と
な
く
、
全
て
、
ま
る
ご
と
・
何
で
あ
れ
先
の
�
箇
所
の
マ
ン
ス
で
、
ア
ロ
ー
ト
（de alote

）
と
し
て
、
あ
る

い
は
買
入
れ
に
よ
り
、
あ
る
い
は
何
ら
か
の
方
法
で
の
獲
得
に
よ
り
そ
こ
でL

eodefrid

︹
＝
被
告
︺
に
よ
っ
て
所
有
さ
れ
あ
る
い
は
支
配
さ
れ
て
い
た
物
を
、
聖
職
者
で
あ

る
先
のA

udoinus

︹
＝
原
告
︺
は
、
調
べ
ら
れ
た
（inspecta

）
売
却
ウ
ワ
ク
ン
デ
に
基
づ
き
、
先
のL

eodefrid

︹
＝
被
告
︺
あ
る
い
は
そ
の
相
続
人
た
ち
に
対
抗
し
て
、

そ
の
売
却
ウ
ワ
ク
ン
デ
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
如
く
、︹
本
判
決
に
基
づ
き
︺
こ
の
の
ち
い
つ
ま
で
も
所
有
し
（habiat evindegatas

）、そ
の
所
有
権
を
防
御
す
る
（habiat 

elidgatas

）
よ
う
、
そ
し
て
、
ま
た
、
こ
の
あ
と
、
聖
職
者
で
あ
る
同A

udoinus

︹
＝
原
告
︺
に
必
要
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
先
のL

eodefrid

︹
＝
被
告
︺
あ
る
い
は
そ
の

相
続
人
た
ち
は
保
証
人
と
し
て
（in autoricio

）
何
人
に
対
し
て
もA

udoinus

︹
＝
原
告
︺
を
防
御
す
る
こ
と
に
努
め
る
よ
う
、
余
は
命
ず
る
（iobim

m
us

）。

　
　
　
（C

.

）B
latchar

（ius

）
が
確
認
し
た
（S. R

., N
. T.

）

　
　
　
（S. I.

）
さ
よ
う
な
ら

　
　
　

余
の
治
世
の
十
�
年
目
、
四
月
八
日
に
作
成
し
た
も
の
が
授
与
さ
れ
た
、C

irsciaeco

︹C

ク
レ
シ
ー

récy-e

ア
ン

n-P

ポ
ン
チ
ュ
ー

onthieu

︺
に
て
、
神
の
御
名
に
お
い
て
、
幸
あ
れ
。

（
12
）　

Ｃ
記
号
が
付
い
て
い
な
い
�
通
の
国
王P

プ
ラ
キ
タ

lacita N
r. 79, 187

も
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
は
な
く
て
写
本
で
あ
る
。

（
13
）　

こ
れ
と
は
別
の
こ
と
で
違
い
が
あ
る
の
か
否
か
が
確
認
で
き
な
い
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
は
、P
プ
ラ
キ
タ

lacita

の
�
行
目
に
置
か
れ
る
宮
宰
の
肩
書
と
宮
宰
の
個
人
名
がE

longata

で
書
か
れ
て
い
る
（in E

longata

）
の
か
否
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。E

longata

は
文
書
作
成
に
際
し
て
使
用
さ
れ
る
書
体
の
�
つ
で
あ
り
、
文
字
の
上
や
下
の
部
分
を
長

く
伸
ば
し
て
書
い
た
り
、
行
間
を
大
き
く
空
け
る
な
ど
空
間
を
広
く
取
っ
て
書
く
な
ど
の
ス
タ
イ
ル
を
特
徴
に
し
て
い
る
。
荘
重
な
感
じ
を
も
た
せ
る
た
め
の
書
体
の
よ
う
で

�
三
�
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四
巻
三
号�

六
〇

メ
ロ
ヴ
ィ
ン
グ
時
代
の
宮
宰P

lacita

に
み
る
裁
判
の
か
た
ち

あ
る
。
国
王P

プ
ラ
キ
タ

lacita

の
場
合
、
Ｃ
記
号
が
付
い
て
い
な
い
、
本
文
で
言
及
し
たN

r. 79

、
そ
れ
にN

r. 187

（
い
ず
れ
も
写
本
）
と
欠
落
が
激
し
い
�
通
（N

r. 88, 93

）
を
除

くP

プ
ラ
キ
タ

lacita

で
はE

longata

で
書
か
れ
て
い
る
。

（
14
）　M

onum
enta G

erm
aniae H

istorica, L
egum

 sectio V. F
orm

ulae M
erow

ingici et K
arolini aevi, hrsg. von K

arl Z
eum

er, 1886.

（
15
）　H

arry B
resslau, H

andbuch der U
rkundenlehre für D

eutschland und Italien, B
d. 1, 1969, S. 3. 

岡
崎　
敦
﹁
文
書
形
式
学
﹂
高
山　
博
、
池
上
俊
�
編
﹃
西
洋

中
世
学
入
門
﹄
六
�
頁
（
東
京
大
学
出
版
会
、
�
〇
〇
�
年
）
は
、﹁
今
日
で
は
、
公
証
人
文
書
を
代
表
と
す
る
、
私
人
間
の
私
的
な
法
行
為
の
特
殊
な
管
理
文
書
を
﹃
私
文
書
﹄

（acte privé
）
と
し
て
�
括
す
る
ほ
か
は
、
王
・
皇
帝
、
教
皇
、
司
教
、
諸
侯
、
修
道
院
、
領
主
、
都
市
な
ど
、
発
給
者
別
の
類
型
を
設
け
る
こ
と
が
普
通
で
あ
る
﹂、
と
述

べ
て
い
る
。

（
16
）　H

arry B
resslau, a. a. O

., S. 370. H
eidrich

も
、
宮
宰
ウ
ワ
ク
ン
デ
と
私
的
ウ
ワ
ク
ン
デ
と
の
関
係
性
を
強
調
し
て
い
る
（S. 31 ff.

）。“P
rivaturkunden”, in C

lavis 

M
ediaevalis, S. 195ff. 

前
注
（
15
）
の
岡
崎
﹁
文
書
形
式
学
﹂
は
こ
こ
で
も
参
考
に
な
る
。

（
17
）　K

ölzer 1: N
r.103, 126, 135, 136, 137, 141, 143, 149, 153, 155, 156, 157, 158, 167, 187.

（
18
）　

宮
中
伯
の
証
言
は
書
記
局
（K

anzlei
）
に
お
い
て
行
わ
れ
た
と
い
う
の
がH

einrich B
runner

の
見
解
で
あ
る
が
、R

. H
euberger

は
こ
の
見
解
を
批
判
し
て
、
宮
中
伯

の
証
言
は
国
王
に
対
し
て
行
わ
れ
た
と
考
え
て
い
る
。H

eidrich-T
itulatur, S. 108. H

eidrich

は
、H

euberger

の
見
解
を
支
持
し
て
い
る
。

（
19
）　
﹁P

falzgrafenzeugnis

（
宮
中
伯
の
証
言
）﹂
は
国
王P
プ
ラ
キ
タ

lacita

に
お
け
る
裁
判
の
き
わ
だ
っ
た
特
徴
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
拙
稿
﹁
国
王P

lacita

に
み
る
裁
判
﹂
�
〇
〇
頁

以
下
で
詳
し
く
触
れ
た
。

（
20
）　

た
だ
し
、
宮
宰P

プ
ラ
キ
タ

lacita N
r. 10

の
文
面
に
は
、﹁
命
じ
る
﹂
と
い
う
文
言
が
無
い
。
表
現
ス
タ
イ
ル
の
違
い
で
し
か
な
い
の
か
、
実
質
的
に
何
か
違
い
が
あ
る
の
か
、
今
の

私
に
は
わ
か
ら
な
い
。

（
21
）　

拙
稿
﹁
国
王P

lacita

に
み
る
裁
判
﹂
�
�
頁
。

（
22
）　E

. M
eyer, D

ie P
falzgrafen der M

erow
inger und K

arolinger, in : Z
eitschrift der Savigny- Stiftung für R

echtsgeschichte, G
erm

anistische A
bteilung, 

B
d. 42, 1921, S. 401. H

eidrich-T
itulatur, S. 115.

（
23
）　

拙
稿
﹁
国
王P

lacita

に
つ
い
て
﹂
三
四
四
頁
以
下
。
拙
稿
﹁
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
﹃
歴
史
十
巻
﹄
の
中
の
紛
争
と
紛
争
解
決
の
仕
方
﹂
同
志
社
法
学
三
�
四
号
（
�
〇
�
�
年
）

八
七
頁
注
（
21
）（
23
）。
た
だ
し
、J. W

eitzel

に
よ
れ
ば
（
拙
稿
﹁
国
王P

lacita

に
つ
い
て
﹂
三
四
�
頁
）、
フ
ラ
ン
ク
王
国
が
崩
壊
し
た
あ
と
の
時
代
に
な
っ
て
、
国
王

裁
判
手
続
を
記
録
し
た
ウ
ワ
ク
ン
デ
がP

プ
ラ
キ
タ

lacita

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

（
24
）　W

erner B
ergm

ann, U
ntersuchungen zu den G

erichtsurkunden der M
erow

ingerzeit, in : A
rchiv für D

iplom
atik, Schriftgeschichte, Siegel- und 

�
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メ
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ヴ
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に
み
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判
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か
た
ち

同
志
社
法
学　

六
四
巻
三
号�

六
�

W
appenkunde, begründet durch E

dm
und E

. Stengel, herausgegeben von W
. H

einem
eyer und K

. Jordan, 22. B
and, 1976, S. 2. 

拙
稿
﹁
国
王P

lacita

に

つ
い
て
﹂
三
四
�
頁
で
こ
の
点
に
触
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
関
連
し
た
注
（
８
）
で
入
れ
る
べ
き
肝
心
の
頁
数
が
抜
け
て
い
た
。
そ
れ
が
、
こ
のS. 2

で
あ
る
。

（
25
）　

拙
稿
﹁
国
王P

lacita

に
つ
い
て
﹂
三
四
�
頁
以
下
。

（
26
）　H

ilfsw
örterbuch für H

istoriker, B
d. 2, S. 632.

（
27
）　

以
下
の
引
用
は
す
べ
て
注
（
15
）
のB

resslau, a. a.O
., S. 53―55.

（
28
）　
﹁
指
図
﹂
の
訳
語
は
、
注
（
６
）
の
塙
浩
訳
﹃
フ
ラ
ン
ス
法
制
史
概
説
﹄
七
�
四
頁
か
ら
借
用
し
て
い
る
。

（
29
）　

注
（
４
）
の
拙
稿
﹁
西
洋
中
世
初
期
の
裁
判
の
か
た
ち
﹂。

（
30
）　

法
政
研
究
七
〇
巻
四
号
平
成
�
六
年
�
�
〇
八―

�
�
〇
九
頁
。

（
31
）　

し
か
し
、H

ilfsw
örterbuch für H

istoriker

（1. B
d., S. 150

）
は
、D

iplom

の
中
にG

erichtsurkunde

で
あ
る
国
王P

プ
ラ
キ
タ

lacita

を
加
え
て
い
る
。

（
32
）　

仮
装
裁
判
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
﹁
国
王P

lacita

に
み
る
裁
判
﹂
八
八
頁
以
下
。
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メ
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ヴ
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ン
グ
時
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み
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裁
判
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か
た
ち

地図Ⅰ　〔宮宰 Placita 関係地名〕
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メ
ロ
ヴ
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ン
グ
時
代
の
宮
宰P

lacita

に
み
る
裁
判
の
か
た
ち

同
志
社
法
学　

六
四
巻
三
号�

六
三

地図Ⅱ　〔散逸 Placita 関係地名〕
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志
社
法
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六
四
巻
三
号�

六
四

メ
ロ
ヴ
ィ
ン
グ
時
代
の
宮
宰P

lacita

に
み
る
裁
判
の
か
た
ち

地図Ⅲ　〔アウストラシア、ネウストリア、ブルグントなど〕
出典：ヨーロッパ中世史研究会編『西洋中世史料集』東京大学出版会、2000年、405頁

カール大帝の版図
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図１　〔Arnulfinger und Pippiniden〕
出典：Hans�K.�Schulze,�Das�Reich�und�die�Deutschen,�1987,�S.�91.
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